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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　そして──少年の姿すがたは闇やみの奥へと消えた。

　彼が手にしていたはずの、懐かい中ちゆう電でん灯とうの明りさえ、今は見えなくなっている。

「お兄にいちゃぁぁぁぁぁぁん！」

　声をかぎりに叫さけんでみても、帰ってくる様よう子すはない。

　少女はひとり、音すらもない世界にとり残のこされた。

　沈ちん黙もくが、闇の重さを増ぞう幅ふくさせる。

「………………」

　しばしの沈黙の後──

　少女──アリシアは、ゆっくりと歩あゆみを進めはじめた。

　小さな懐中電灯一つでまっ暗な中を進むのは怖こわかったが、ここで一人、ただじっと待っているのは、もっと怖かった。

「……お兄……ちゃん……」

　暗がりから、得え体たいの知れない何かが飛び出して来るような妄もう想そうにおびえつつ、少女はそろそろと歩みを進め──

「……………………？」

　ふと、立ち止まる。

　呼よばれたような気がしたのだ。何かに。

　──そう言えばさきほど、兄の方も、『何かに呼ばれた』とか言っていなかっただろうか？

　──なら、そっちに行ったら、お兄ちゃんがいるかもしれない──

　少女はふたたび歩き出した。

　闇の中を。声に向かって。




　二すじの光が見える。

　その手に小さな光をかかげ、歩みを進める、まだ幼おさない少年と少女。

　そしてそのうち──少年の方が歩き出す。

　少女を残し。闇の中へ。

『奴やつ』のいる方を目ざして。

　──行くな──

『ヴォルフィード』の声は少年には届とどかない。

　少年は闇の中へ消え──あとは少女が佇たたずむのみ──

　その少女もやがて歩き出す。

　ほうっておけば、少女もまた、『奴』と出会うことになるかもしれない。

　──だめだ！　こっちへ──

　少女の足が止まった。

　呼びかけが聞こえたのか、おそるおそる、といった感の足取りで、それでもこちらに向かって来る。

　半なかば地面に埋うまったままの、船体の前まで来て、少女は足を止めた。

　懐中電灯であたりをぐるりと照てらして、誰だれかの姿を探さがす。

「……だれか……いるの……？」

　尋たずねる声には、おびえの色が混まじっていた。

　──私だ──

『ヴォルフィード』の『声』に、びくんっ！　と少女の体がふるえる。

「だれ！　どこなの!?」

　少女はあわててふたたびあたりを見回す。

　──目の前だ──この宇宙船ふねが私の体──

「なんなの!?　隠かくれてないで出てきてよっ！」

　呼びかけに、少女はもはや半泣きで、悲ひ鳴めいに近い声を上げた。

　おびえているのだ。

　それは、『ヴォルフィード』にもわかった。少女からは『恐きよう怖ふ』の波は動どうが出ている。

　なんとかなだめないことには、話を聞いてもらえるどころか──少女までもが『奴』にとり込まれかねない。

　方法は──少女にも理り解かいしやすい、優やさしい接せつ触しよくのしかた。

　まずは言語。『ヴォルフィード』を調ちよう査さしていた者たちの交かわした会話から、この文明の会話パターンは、ほとんど解かい析せきが終わっている。

　そして──『声』。おそらく女性がいいだろう。

　姿が見えないのが怖い、というのなら、姿を合ごう成せいする必ひつ要ようはあるだろう。記き憶おくの中から、『ヴォルフィード』の製せい作さくに携たずさわったスタッフの映えい像ぞう記き録ろく一いち覧らんを検けん索さくし、そこから適てき当とうに女性の姿をひとつ、ピックアップする。

　そして立りつ体たい映えい像ぞう化か。

　それらの作さ業ぎようを一瞬にして行うことなど、『ヴォルフィード』にとっては造ぞう作さもなかった。




『──ごめんなさい。驚おどろかせて』

　いきなり聞こえた女の声に、少女のおびえの色が薄うすらいだ。

『今から姿を見せます』

　少女の近くのハッチがゆっくりと開く。その中には、佇む一人の女性の姿があった。

　──ゲームに出てくる女の人みたい──

　そのいでたちに、アリシアはふとそんなことを思った。

『こんにちは。どうしたの？』

　聞いてにっこりほほえむ女性に、少女の中の恐怖心が消えてゆく。

「……あのね、お兄ちゃんとはぐれちゃったの」

『……そう……』

「お姉ねえちゃん……だれ？　このお船のひと？」

『私は……『ヴォルフィード』』

「……ぼる……ふ……？」

　言われて少女が眉まゆをひそめる。

　たしかに、発はつ音おんしにくい名前だろう。女性の名前としても、適当とは言えないかもしれない。『ヴォルフィード』は、たった今つくり上げた女性人じん格かくに、もう一つの名前を与あたえることにした。

　どんな名がいいだろうか。憶おぼえやすくて女性らしい方がいいだろう。

　不ふ幸こうなことに、映像のモデルにした女性の名前は、やたらと長かった。

　──名前──

　記憶メモリーの底に、ふさわしいものがあった。

　かつて、伝でん説せつの中で、狂くるえる魔ま王おう、闇を撒くものダークスターデュグラディグドゥを、魔王自身の武ぶ器き、烈光の剣ゴルンノヴアで滅ほろぼした天てん使しの名──

『──では、わたしの名はキャナルと呼よんでください──』

「あたしは──」

　少女は言った。

「アリス。アリシア＝ツォン＝スターゲイザー」








　恐怖テラー




　どこまでも続つづく砂すな浜はまは、太たい陽ようの光に白くかがやき、波音渡る浜辺ビーチには、幾いく多たのざわめきが満みちていた。

　はしゃいで走り回る子こ供どもたち。肌はだを焼いているサングラスの女性。ビーチバレーに興きようずる人々。スタイルだけはスポーツマンを気き取どり、ナンパに力をそそぐ男たち。

　──ぽぉん……ぽぽぽぉん。

　どこかでイベントでもやっているのだろうか。景けい気きのいい花はな火びの音が、風に運はこばれて聞こえてくる。

　群ぐん島とうを持もつ青い星、海かい洋よう惑わく星せいサルタリー。

　もともとは、海洋資し源げん確かく保ほの目もく的てきで惑星改かい造ぞうされたこの星は、いつの間にやら、一大リゾート地として発はつ展てんをとげていた。

　常とこ夏なつのビーチに集つどう人々は、屈くつ託たくなく笑い、さざめき──

「……なんだ？　ありゃあ？」

　蒼あおく透すけるような空を指さし、そう言ったのは誰だれだったろうか。

　空が──歪ゆがんでいた。

　──大気の一部の屈くつ折せつ率りつが変へん化かしている──

　ビーチに集う人々の中に、気き象しよう学がく者しやでもいれば、そう悟さとったかもしれないが──原げん因いんなどは、人々にとってはどうでもいいことだった。

　歪みが生み出すものの形に比べれば。

　──逆ぎやく五ご紡ぼう星せい──

　それが何を意い味みするのか。

　知らない者は少なかっただろう。

　パニックが──

　起きた。

　ビーチを満みたしていた陽よう気きな声は、悲ひ鳴めいと怒ど号ごうと泣なき声に変わる。

　──しかし──

　そのパニックが、永えい遠えんの沈ちん黙もくへと変わるのに、さほど時間は必ひつ要ようとしなかった。

　人の生み出すざわめきは途と絶だえた。

　白い砂浜のかがやきと、波の音だけはそのままに。

　──ぽぉん。ぽぉん。

　自動打ち上げの花火だけが、虚むなしく音を響ひびかせる──




　宇う宙ちゆうには恐きよう怖ふが満みちていた。

　──おびえない方が不ふ思し議ぎである。

　ここひと月ほどの間に、七つもの惑星が死し滅めつしているのだ。

　はじまりは、宇宙軍艦かん隊たいの全ぜん滅めつだった。

　そのあと立て続けに起きた、宇宙船の乗じよう員いんたちの不ふ審しん死し。

　──五つの光と恐怖がお前を殺ころす──

　星間通信ユニバーサル・ネツトに流れたそんなメッセージと、発信者の名──銀ぎん河が最さい大だい規き模ぼの犯はん罪ざい組そ織しきと名を同じくする『ナイトメア』が、人々の不ふ安あんをあおり立てていた。

　そして──

　一つの惑星の住民が全ぜん滅めつした。

　惑星ジェンノー。

　それが、次のステップのはじまりだった。

　以降、たて続けに六つの惑星が滅ほろびている。

　いずれも原因は不ふ明めい。わかっているのは──壊滅の直前、それぞれの惑星の上に、時じ代だい錯さく誤ごな逆五紡星の光が出しゆつ現げんしていること──

　いくつもの映えい像ぞう記き録ろくにそれは残のこっていた。

　しかし、映像記録でその五紡星を見た者には何の変へん化かもない。

　原因がわからぬだけに、かえって人々の恐怖はつのり、さまざまな憶おく測そくが飛とび交かった。

　神の審しん判ぱん、悪あく魔まの仕し業わざ、銀河に以前栄さかえていた文明の遺い産さん、銀河外知ち性せい体たいの侵しん略りやく……

　中には本ほん質しつに近いところを突ついた説せつもあったのだが、根こん拠きよなき憶測は、しょせんたわ言ごとでしかなく、真しん剣けんに議ぎ論ろんされることはなかった。

　ただ人々は、恐怖して、自みずからの頭ず上じように逆五紡星が現あらわれぬことを祈いのるのみ──

　そして、蔓まん延えんした『恐怖』は、着ちやく実じつに『彼』の力となっていった。




　──どうすればいい──!?

　ここしばらくの間──

　レイル＝フレイマーは、ずっとそう自じ問もんしていた。

　星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの警けい部ぶという地位にありながら、犯罪組織『ナイトメア』と裏うらでつながりを持っている──

　そのことに対して、今まではさしたる罪ざい悪あく感かんも抱いだいてはいなかった。

　こんなことをやっているのは、別に自分だけではない。星間警察Ｕ・Ｇにも、宇宙軍ユニバーサル・フオースにも、組そ織しきとのつながりを持つものなど掃はいて捨すてるほどいる。こんなこと、もはや公こう然ぜんの秘ひ密みつである。

　そもそも、悪あく事じをやったことのない人間なぞ、はたしてこの世にいるのだろうか？

　道どう路ろにゴミクズを捨すてたことは？　信号を無む視ししたことは？

　悪事のレベルが違う、と反はん論ろんする者はいるだろう。たしかにそうだが、犯罪は犯罪に違いないし、どのレベルで線を引くかは、人それぞれである。

　政せい治じ家かが公金を私し用ようで使ったことに憤いきどおりながら、家族で食事に行ったのを会社の経けい費ひにすることには、何の抵てい抗こうも覚おぼえない者もいる。そういうことである。

　そしてレイルは思っていた。内ない通つうなどみんなやっている。それだけのことだ、と。

　しかし──今回は違う。

　何もかもが常じよう軌きを逸いつしていた。

　状じよう況きようから考えて、事件が『ナイトメア』の仕し業わざだということは明らかだった。

　もとより最初から、『ナイトメア』の名で、犯はん行こう声せい明めいとも取れる怪かい文ぶん書しよが発信されているし、組織から、『報ほう道どう管かん制せいを敷しくな』との指し令れいが出たことも知っている。

　あの事件が組織のしわざなら、それ以い降こうの事件も組織と無む関かん係けいなわけはない。

　だが、もしもそうだとしたら──

　何なのだ？　動どう機きは？

『ナイトメア』は、単なる『大きな犯罪組織』でしかないはずだった。少なくともレイルはそう思っていた。

　犯罪組織の目もく的てきは、結けつ局きよくのところ金かね儲もうけである。

　その手しゆ段だんが主おもに犯罪だという点を除のぞくなら、普通の企き業ぎようと変わるところではない。

　だがこの殺さつ戮りくが何を生む？　何の利り益えきを『ナイトメア』にもたらす？

　答えは──何もない、である。

　一見すると事件は無む差さ別べつ。自分たちの息がかかった組織のある惑星までをも、壊かい滅めつさせていた。

　これではただ、恐怖と反はん感かんをひたすらあおっているだけにしか過すぎない。

　まさに殺戮のための殺戮──

　それ以外の意志が、この事件からは読みとれなかった。

　──宇宙規き模ぼでの無差別殺戮──

　さすがにレイルとて、こんなことを見み逃のがしにはしておけない。

　良い悪いとかいう以前に、明日には自分自身が、その殺戮の対たい象しように選えらばれるかもしれないのだ。

　とはいえ──

　我が身を守りながら、それを告こく発はつする手しゆ段だんがないこともまた事実だった。

　今。

　レイルの胸の裡うちを、虚むなしい無む力りよく感かんだけが占しめていた。




　……るおおおおおおおおお……おおぉぉぉぉぉおおおお……

　声が──激はげしくなっている。

　闇やみの上げるうめき声が。

　それが決して、自分の気のせいなどではないことに、ジェイ＝マーキュリーは気がついていた。

　──そこは、まるで無む限げんの闇の中だった。

　実際には直ちよつ径けい二〇Ｍほどの、ドーム状じようの空間である。

　床ゆかも、壁かべと連なる天てん井じようも、すべてが夜の色を持ち、それがこの部へ屋やを、実じつ際さいよりもはるか広こう大だいに感じさせている。

　中の様よう子すが見えるということは、当然どこかにいくつも光こう源げんがあるはずなのだが、一見したところでは、明りといえば一つだけ──

　すなわち。中ちゆう央おうの床に描えがかれた、逆ぎやく五ご紡ぼう星せい。

　その中心に、一人の人物が静しずかに佇たたずんでいた。

　闇に逆さか立だつ銀ぎんの髪かみ。猛もう禽きんを想おもわせる鋭するどい面おも差ざし。

　時じ代だい錯さく誤ごとも思えるマントが、何の違い和わ感かんもなく似に合あっていた。

『ナイトメア』総そう帥すい、アルバート＝ヴァン＝スターゲイザー。

　ジェイの背はい後ごで閉しまった扉とびらが、正常な世界とこの空間を切り離す。

　いつもの定時連れん絡らく──

　単たん調ちようなこの儀ぎ式しきを、ジェイは何年続けただろうか。

　しかしこの部屋に立つそのたびに、心の一番深い部分が恐怖にざわめくのを、いまだにおさえられずにいる。

　そのざわめきは、日ごとに大きさを増していた。

「──コンツェルンの、今月の収益報告が出ました」

　不安を必死で隠かくしつつ、ジェイは、手にしたレポートを読み上げた。

「先月比で、五％もの減げんとなっています。

　過日ご報告いたしました通り、組織の方でも収益は減っています。

　……原因は……」

　言ってしばし、言葉を切った。

　しかし老人は、ただ沈黙を守り、佇むのみ。

　……………………

　静せい寂じやくの重みに耐たえきれず、ふたたびジェイは口を開く。

「──おそらく──風ふう評ひようの問題かと予よ想そうされます。

　一連の無差別殺戮事件、その首しゆ謀ぼう者しやが我われ々われ『ナイトメア』ではないか、との噂うわさがひろまっています」

　ジェイは言った。

　ゲイザー・コンツェルンと『ナイトメア』が表裏の関係だということは、半ば公こう然ぜんの秘密である。

　一連の事件で、『ナイトメア』の悪あく評ひようは、かつてないほど高まっており、それはついに、表の業ぎよう務むにまで支し障しようをきたしはじめていた。

「……子こ飼がいの組織の中からも、別の組織に寝ね返がえるものも出ています。

　この問題を解決せねば、今後、この傾けい向こうは強くなるものと予想されます。

　……いかがいたします？」

　その問いに返ってきたのは──

　ある意味、ジェイの予想通りの答えだった。

「ほうっておけ。どうでもいいことだ」

「……は……？」

　──やっぱりな──

　心のどこかでそう思いつつ、ジェイは半ば反はん射しや的てきに声を上げていた。

　スターゲイザーは組織の運営──表も裏も──その両方を、『どうでもよい』のひとことで、あっさり切って捨てたのだ。

　となれば──続く言葉は決まっていた。

「それより、例の宇宙船ふねはまだ発見できんのか？」

　──『それより』──だと？　組織のことより、何でも屋の宇宙船ふね一隻せきの方が重要だとでも言うのか──？

「……はい……依い然ぜん発見はできておりません……」

　スターゲイザーのその問いに、ジェイは、感情を噛かみ殺ころして答えた。

「捜そう索さくを続けろ」

「……了りよう解かいしました……

　それで……風評への対たい策さくですが……」

「任まかせる」

　重ねて問いかけるジェイに、老人は何の感かん慨がいも抱いだかぬ口く調ちようでそう答えた。

　スターゲイザーは、組織の運営などについても、最近は万ばん事じこの調子だった。

「……では……本日は以上です……」

　ジェイは一礼するときびすを返し、ふたたび開いた扉をくぐり──

「──今から一〇〇時間、この区域を閉へい鎖さする。

　手順はいつも通りだ」

　その背中に、スターゲイザーのことばがぶつかった。

「──！」

　彼がふり向いたその時には──すでに、黒い扉は閉じたあとだった。

　──また……か……

　声に出さずに、ジェイはつぶやく。

　スターゲイザーが、一連の殺さつ戮りく事件にかかわりを持っていることは間違いなかった。

　彼は時々、外部との接触を数日間断たつことがあった。

　それにあわせて、この『ヘカトンケイル』周しゆう辺へんで、正しよう体たい不ふ明めいの宇宙船が目もく撃げきされる、という噂があった。探知機センサー類には、全く何の反応も残さずに。

　最近はその時期と、例の無差別殺戮事件が起こる時期とが、きれいにぴったりと重なっているのだ。

　ならば──誰でもこう思う。

　スターゲイザーが、ジェイさえ知らない宇宙船ふねでここを抜けだし、事件を起こしているのだ、と。

　動機はわからない。新兵器の実験にしては度どが過ぎる。

　しかし──

　あの老ろう人じんならやるだろう。たとえ動機などなかろうと。

　殺戮のための殺戮を。

　そう思わせるだけの黒い空気が、彼にはまとわりついていた。

　むろん当人に確認できるわけではないが。

　こういった組織に身を置く以上、余計な好こう奇き心しんは死を招まねく。

　だが、もしも──

　その組織の支し配はい者しやが、組織の利害を無視して暴ぼう走そうしていたら、どうすればいい？

　──利害を──無視して──？

　ジェイはしばし無言のまま、その場でじっと佇むのだった──




「ちくしょうがっ！」

　どんっ！

　憎ぞう悪おのことばを吐はき捨すてて、ライアンはカラになったグラスをカウンターにたたきつけた。

　中の氷こおりがはね上がり、琥こ珀はく色いろをした飛ひ沫まつをまき散らす。

「……ずいぶん荒あれてるな……」

　隣となりのスツールに腰こしかけて、醒さめた口調で言う男を、ライアンは、きっ！　とにらみつけ、

「おめぇはずいぶんクールじゃねえか！　レイル！」

「……そういうわけでも……ないんだがな……」

　言ってレイルは、グラスの残りを、くいっ、と一気に飲み干ほした。

　惑星サルタリー壊滅の報が入ってきたのは、今日のことだった。

　その報告は、レイルの胸にわだかまる無力感をいっそうあおり立て──

　こうやって、同どう僚りようと酒を飲みに出かけることとなったのだ。

　本来ならば、酒は一人でゆっくりと楽しむ、というのが彼のスタイルなのだが。

　彼の同僚──『目つきが悪い』と署しよ内ないでも大評判のライアンは、アルコールとストレスのせいでさらに凶きよう悪あく化かした目つきでレイルをにらみつけ、

「『そういうわけでもない』？

　……まあたしかに、こうたて続けにこんな事件起こってよ、これで焦あせってねぇ奴なんざ、星間警察こんなしごとやめちまえ、ってなもんだが……

　焦ってるなら焦ってるで、それらしい顔しやがれ。かわいくねーぞ」

「お前にかわいがってもらいたくなんかないぞ」

　苦く笑しよう混まじりにそう言って、レイルはグラスの追加をオーダーする。

「……けっ……そーいうところが特にかわいくねーんだよな……」

　言ってそっぽを向くライアン。

　階かい級きゆうは、レイルと同じ警部だが、こちらはやさ男のレイルとは対たい称しよう的てきな、『こわもて』とか『ごつい』とかいう形容がぴったりくるタイプである。

　年ねん齢れいはレイルより上で、現場からたたき上げのタイプ──とくれば、エリートコースのレイルとは仲が悪い、というのが定番なのだろうが、なぜだか妙みように気が合って、こうしてちょくちょく呑のみにゆく。








[image: ]








「……それはそうと……よ、レイル、聞いたか？　あの話？」

「サルタリー壊滅の話か？

　聞いてなければ、それこそ『星間警察こんなしごとやめちまえ』ってなもんだな」

「……そうじゃねえ。

『ナイトメア』の下部組織が、軒のき並なみ寝返りまくってる、って話よ」

「──ほう。

　それは──初耳だな」

　眉まゆをひそめてレイルは言った。

　別にとぼけているわけではない。

　組織と裏でつながっているといっても、それはただ単に、金をもらって、こちらが情報を流しているだけの話で、組織の方から情報が伝わってくるわけではない。

「つまり、よ。

　下したっ端ぱ組織の連中も、やっぱりこう考えてるわけだ。

『やったのはナイトメアだ』ってよ」

「……ふぅむ……」

　あいまいなあいづちを打って、レイルはバーテンに、追加の一杯を注文した。

「……で……よ……

　どう思う？　レイル？

　この事件、『ナイトメア』の仕業だ、って話」

「噂うわさ──だろ？　あくまで」

　平へい静せいを装よそおい、レイルは言った。

「根こん拠きよは、最初の艦隊壊滅事件があった時、妙なメッセージが残されて──

　その発信者が『ナイトメア』と名な乗のってた、それだけだ。

　犯人と発信者が同一かどうかもわからないし、その『ナイトメア』っていうのも、『犯罪組織ナイトメア』じゃなくて、発信者が単にそう名乗っているだけかもしれん。

　──いずれにしても──

　犯罪組織『ナイトメア』と、一連のできごとを関連づけるには、根拠の薄うすい噂だな」

　言ってレイルはグラスをかたむけた。

　──そう。根拠の薄い噂である。

　あの時、報道管制を敷かないように、組織の手が回った、ということを知らないものにとっては。

　だが──レイルとしては、自分が組織とつながっていることを気け取どられるわけにはいかない。裏の要よう素そは排はい除じよして、できるだけ、客きやつ観かん的てきな見方をしなければならなかった。

　そして、そういう見方をしてみると──

　やはりこういう結論に至いたらざるを得えないのだ。

　単なる噂だ──と。

「……噂か……」

　ライアンはむずかしい顔でグラスをかたむけて──

　さきほど自分で飲み干したことに気がついて、バーテンにかわりを注文する。

「第一、動機がない。

　新しん兵へい器きの実じつ験けんとか、勘かん違ちがいして銀河征せい服ふくに乗り出した、なんてことだとしても、自分の子こ飼がいの組織まで巻き込んで潰つぶす馬ば鹿かはいないだろう？」

　そう。

　それがレイルにとっても、いまだ解とけない疑問だった。

「……そう……なんだよなぁ……」

　ライアンはぽりぽりあごを掻かきながら、

「むしろ、『別の組織が、ナイトメアを陥おとしいれるために書いた三流シナリオ』だとか考えた方が、ずっと納なつ得とくいくんだよな。

　……けどよ……なんつぅか……

　妙に引っかかるんだよな……」

「引っかかる？」

　尋たずねるレイルに、ライアンはグラスをかたむけて、

「ああ。刑事のカン……って言うと、笑わらわれるかもしれねえがな……

　まあ、そんなもんだ。

　うぞうむぞうの噂の中に、時々だが、本当のことを言い当ててるのがある。

　今回のこれも、どうもそいつのような気がしてならねえ」

「……そうか？」

「ああ。絶対何か関係がある。

　理り由ゆうはねえけど、そんな気がしてしかたねえんだよ」

「『気がしてしかたない』って言っても、それでどうにかできるわけじゃあないだろ？

『ナイトメア』の本部に、『怪あやしいような気がするんで捜そう査さします』なんてことができるわけでもないし」

「……そりゃあそうなんだけどよ……

　なんとかならねえもんかな。別べつ件けんで適当な理由をつけるなり何なり」

「おいおい。違い法ほう捜査だぞ。それは」

「かたいこと言うなって」

「警察官おれたちが言うとシャレにならないぞ。そのセリフは」

　レイルは苦笑する。

「じゃあよ、おめえはどう思うんだ？　この事件。

　犯人は何者だと？」

「……そうだな……」

　問われてレイルは、グラスをひと口。

　いつもより、酒の進むペースがやや上がっていることに、レイル自身も気づいていない。

「──まず、それなりに大きな組織が動いていることは確実だ。

　これだけのことが、個人レベルでどうにかできるわけもない。

　次に、手段が不明だ。

　可か能のう性せいが高いのは、ある種の新兵器を使った、ということだが──それは、その組織がかなりの開発能力を有している、ということになる。

　さて、問題の動機だが──

　これは単に、動機が見えていないだけ、と考えた方がいいだろう」

「見えていない？」

「ああ。

　たとえば──そうだな、『実は銀河征せい服ふくをもくろむナイトメアのしわざだった』なんてヨタ話を仮か定ていしてみよう。

　もしも組織の上じよう層そう部ぶが、誇こ大だい妄もう想そうにとりつかれていたとしたら？

　客観的に見ればナンセンスな話でも、妄想にとりつかれた当人たちにとっては『手を伸のばせば届く』ように見えるかもしれん。

『ナイトメア』の下部組織が壊かい滅めつした、という話にしても、実じつはその下部組織が裏切りを企くわだてていて、制せい裁さいを受けたのだとしたら？

　一応の説明はつく。

　ただしこれは、あくまでも、仮説に仮説を重かさねてるだけだ。

　こじつけ、と言ってもいいかもしれないな」

「ほんとにヨタ話だな。おい」

　あきれた顔で言うライアンに、レイルは小さく肩かたをすくめ、

「だから最初にそう言ったろ？」

　ライアンはおもしろくもなさそうにグラスをあおり、

「……ヨタ話は、もう、署しよで毎日さんざん聞いてるよ。

　匿とく名めいの、自称有力情報、って奴だ。

　ナイトメアが銀河征服、なんてご説はかわいい方で、地球時代から続く秘ひ密みつ結けつ社しやの陰いん謀ぼうだ、とか、銀河外知的生物の侵略だ、とか、遺失宇宙船ロスト・シツプのしわざだ、とか、神サマの審しん判ぱんだ、とか、どこぞの惑星国家くにの新兵器だ、とか……

　最近のヒットは、『復ふつ活かつした悪魔のしわざ』って奴だったな。

　署内で大ウケしてたぜ」

「──悪魔、ときたか。そいつぁすごい」

　言ってレイルは苦笑する。

　ライアンの上げたヨタ話の中に、実はこっそり真しん実じつを突いている話が混じっていたりするのだが、むろんそんなことは、レイルやライアンにはわからない。

　人類以前、銀河に栄さかえた文明が残のこした、超技術オーバーテクノロジーの結けつ晶しようたる遺失宇宙船ロスト・シツプ──それは、世間では、単なるおとぎ話にしかすぎなかった。

　二十世紀の地球で例えるならば、古ネ代ツ恐シ竜ーや山雪男イエテイと変わらぬ扱あつかいである。

「……ま、とにかく、だ。

　現実的な話をするなら、事件を起こしたのは、かなり大だい規き模ぼで、高い開発・生産能力を有した組織。

　確実に言えるのはそれだけだ。

　……そういう意味なら、『ナイトメアのしわざ』というのも、あながち大きく外れてるわけじゃあないけどな」

　言ってレイルはグラスをかたむけ──

　……チチチ……

「ん？　──ちょっとすまん」

　小鳥がさえずるような音に、左の手首につけた、時計兼けん用ようの通信機コミユニケーターをオンにした。

「はい。──ええ。レイルです。──ええ。聞いてますが──」

　通信機に向かって語りかける。

　そばにいるライアンに、通話している相手の声は聞こえない。

　一見、アブないひとりごとのように見えるが、単にレイルの使っている通信機コミユニケーターが、高こう指し向こう性せいのスピーカーを使っているに過ぎない。レイルの耳には、しっかりと、相手の声が届いている。

　そんな機き能のうがついているぶん、普ふ及きゆう品ひんの通信機に比べれば割わり高だかだが、仕事がら、まわりの誰かに聞こえるとマズい話をしなければならない時もあるのだから、こればかりは仕し方かたない。

　ライアンはグラスの残りを干して、バーテンに次の一杯を注文し──

「──なん……ですって……？」

　レイルの口調が、いきなり硬かたくなるのがわかった。

「──はい──すぐに──行きます──

　時間は少し──」

　なおもしばらく言葉をかわし──

　やがて通信を切るといきなり立ち上がる。

「──すまん、ライアン。おれはこれで行く」

「どうしたよ、おい」

　問うライアンに、レイルは、色を失なくした顔を向け、

「──サルタリー壊滅の話は知ってるな？」

「ああ。最初に話してたじゃねえか」

　背を向け、出口に向かいながら、レイルはふりむきもせぬまま言葉を残した。

「──うちの家族が遊あそびに行ってたらしい──」




　恐怖が渦うず巻まく。

　絶ぜつ望ぼうがあふれる。

　そして、一つの惑ほ星しから命の灯ひが消える。

　目の前に在ある、緑の惑星。

　見た目は全く変わらぬまま、その上から命が消えてゆくのが、彼らの目にははっきりと映うつった。

　──これこそ至し福ふく──

　闇がふるえる。歓かん喜きの声で。

「これこそ至福──」

　そして、スターゲイザーもまた言葉を紡つむぐ。

　闇の言ことの葉はをなぞるように。

「喧けん噪そうに汚けがれた混こん沌とんではなく」

　──静せい寂じやくに満ちた完全な秩ちつ序じよ──

「これこそ、宇宙の真の姿」

　──いや──むしろ秩序などどうでもいい──

「それはあくまで些さ細さいなこと」

　──死のための死──

「滅ほろびのための滅び」

　──それこそ我が望のぞみ──

「それこそ我が使命」

　──銀河に──

「──悪夢を──いや──」




　悪夢を見る者さえいない沈黙を──




　それは、どちらが発した言葉だっただろうか。

　そして彼らの見守る中──

　緑の星からは、無数の命が消え果てた──




　──狂くるっている──

　ジェイ＝マーキュリーは、はっきりとそう悟さとっていた。

　スターゲイザーが自分のいるブロックを閉へい鎖さしてから、二日。

　その、わずか二日の間にも、組織の置おかれた状況は、表の方でも裏の方でも、悪あつ化かの道をたどっていた。

　徐じよ々じよに、しかし確実に。

　そして今──

　彼が耳にしたのは、八つ目の惑星が壊滅した、という報しらせだった。

　──未知の兵器を使って、スターゲイザーが何かをやっている──

　そう考えるのが、一番理にかなっているように思えた。

　この『ヘカトンケイル』には、中央区画ブロツクをはじめとして、スターゲイザー個人が直ちよつ轄かつする、いわばブラック・ボックスになっている部分が多く存在していた。

　そこで開発された新兵器を使っているのではないか──

　ジェイには、そうとしか考えられなかった。

　……むろん、殺戮のその方法は、『秘密兵器』のひとことで済すませるには、あまりにも非常識なものではあるのだが──

　スターゲイザーが区く画かく閉へい鎖さするのと事件が起こるのは単なる偶ぐう然ぜん、などと考えるのに比べれば、まだ納なつ得とくもいく。

　──おそらく今回の事件で、組織への影えい響きようは、より大きなものになるだろう。

　いや、はっきり言うならば。

　このままいけば、組織はついえ去さる。

　この『ヘカトンケイル』の中にいるメンバー──いわば、組織の中でもかなり信しん頼らいの置ける者たちの中からさえも、不安の声が上がっている。

　これがどれほど深刻な事態かは、言うまでもないだろう。

　学生が教きよう師しの悪口を言うのとはわけが違うのだ。批ひ判はんしている方は、一つ間ま違ちがえば命がない。にもかかわらず、批判がジェイの耳にまで届いてくるのだ。

　中ちゆう枢すうでこれでは、末まつ端たんではどうなっていることやら。

　この事態をなんとかしない限り、やがて組織は崩ほう壊かいの時を迎むかえるだろう。

　消えるのだ。ジェイがあらゆることに手を染そめて、ナンバー・ツーにまで登りつめたこの組織が。あまたの血の流れと抗こう争そうの末すえに、銀河最大となった『ナイトメア』が。

　それだけは、なんとしてでも阻そ止ししなければならない。

　事態を打だ開かいする方法は──

　ないわけではなかった。

　簡かん単たんな──そして同時に、果てしなく難むずかしい答えだった。

　すなわち──

　止めるのだ。スターゲイザーを。




「やつめ……とうとう何かネタでも掴つかんだか……？」

　メイン・ディスプレイに映うつる漆しつ黒こくの宇宙に目をやって、ライアン＝ホーンは小さくつぶやいた。

　ディスプレイの片かた隅すみには、蒼あおい惑星が小さく輝かがやいている。

　トーラ星系、第三惑星ルゾルデ。

　惑星からやや離れたこの空くう域いきに彼を呼び出したのは、ほかでもない、同僚のレイル＝フレイマーだった。

　惑星サルタリーの壊滅で、彼は家族を失い──

　それ以来、話をする機会もなかったのだが、つい先日、そのレイルから連絡があった。

　この時間、この場所にパトロールに来るように、と。

　当然、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦かんを使うわけだが、遊ゆう撃げき部ぶ隊たいのライアンにとっては、それほどむずかしいことではなかった。

　上には、『ルゾルデ近辺で正体不明の宇宙船が出るという未確認情報を得た』とかなんとか、適当なことを言っておけば何の問題もない。

　ともあれ、レイルがライアンを、この場所まで呼び出したということは、例の事件と『ナイトメア』の関係について、進展があったということなのだろう。

　ライアンはそう読んでいた。

　やがて──

「艦かん長ちようあてに通信が入ってます。星間警察Ｍ─二〇七Ａ『青の聖騎士ブルー・パラデイン』艦長、レイル＝フレイマー警部からです」

　通信士が言ったのは、約やく束そくの時間ちょうどのことだった。

「つないでくれ」

　ライアンのことばに、艦長席の画面にレイルの顔が映し出された。

「よう。レイル。

　……何か掴んだか？」

　口の端に、笑みを浮かべて言ったライアンに、レイルは硬い表情で、

『おれのいるところがわかるか？』

「ああ。さっきからレーダーに映ってる」

　彼は言った。

　この宇宙船ふねからかなり離れた場所に、星間警察Ｕ・Ｇの宇宙船ふねが一隻、存在しているのは、さきほどからレーダーで確認していた。

　レイルはさらにことばを続けた。

『惑星ルゾルデ軌き道どう上じよう、ゲイザー・コンツェルン所しよ有ゆう、試し作さく実じつ験けん工こう場じよう衛えい星せい『ヘカトンケイル』……言い換かえれば、『ナイトメア』本部に対して──

　おれは今から、違法強制捜そう査さを行う』

　……………………

「……は？」

　一瞬、レイルが何を言ったのか理解できず、ライアンは、間まの抜ぬけた声を上げた。

「……今……何て……？」

『家族を失った警けい察さつ官かんが、事件は『ナイトメア』の仕業だと思い込み、令れい状じようなしの強制捜査、などという暴ぼう挙きよに出る。

　その暴挙を止めるため、お前は星間警察なかまに連絡して、応おう援えんを待ってから『ヘカトンケイル』に乗り込んで、どこにいるかわからない俺おれを捜さがしてくれ。

　そういうことだ』

「……レイル……おめぇ……」

　ライアンは以前に言った。

　別件で適当な理由をつけて、『ヘカトンケイル』を捜査できないか、と。

　レイルは、自分自身がその『適当な理由』になる、と言っているのだ。

　無む茶ちや苦く茶ちやである。

　そんなことをすればおそらく、たとえそのあとの事じ態たいがどう転ころんだところで、レイルの免めん職しよくはまぬがれないだろう。

　──しかし──

　ライアンには、レイルのその気持ちも理わ解かるような気がした。

「……この野郎が……ムチャなことにつきあわせやがって……！」

　苦笑しながら言う彼に、レイルの顔にも、ようやく表情が浮かぶ。

　──虚むなしい苦笑が。

『──すまんな』

「終わったら酒オゴれ。いいか。絶ぜつ対たいだぞ」

　それは──必ず無ぶ事じに帰って来い、というはなむけの言葉──

『わかった──絶対だ』

　レイルはうなずき──

　通信は終わった。




　ライアンとの通信が終わり──

　レイルが乗った『ブルー・パラディン』の艦かん橋きように、沈ちん黙もくが落ちた。

　彼がさらりと言ってのけた、『違法捜査』というひとことに。

　その、艦橋にいあわせた一同に向かって──

「──違法捜査というのは冗じよう談だんだ。気にするな」

　いけしゃあしゃあと言ってのける。

　一いつ瞬しゆんの沈黙。そして──

「了りよう解かいしました。冗談なんですね。

　警部が令状をお持ちかどうか、なんて私たちは知りませんから」

　航法士ナビゲーターの女性が、言っていたずらっぽいウインクを送る。

「なら、何も問題ないわな」

「そうそう。俺たち下したっ端ぱは、そもそも何も知らないし」

「艦長の通信会話なんて聞いてなかったなぁ」

　艦橋に詰つめているスタッフたちが、口々に言う。

　みんな知っているのだ。レイルが家族を失ったことを。

　──すまん。みんな──

　レイルは、胸の中でみんなに頭を下げた。

　──自分の家族を殺したのは、ある意味、自分なのかもしれない──

　家族の葬そう儀ぎ以来、レイルはずっと、そんな思いにとらわれていた。

　軽い気持ちで組織と内通し、事件が『ナイトメア』のしわざだと半なかば確信しながらも、何の行動も起こさなかった──

　もちろん、何かの行動を起こしたからといって、事件を防ふせげたとは限らない。

　単にレイルが貧びん乏ぼうクジを引くだけで、やはり事件は起きたかもしれない。

　──しかしそれでも──

　自分が何もしなかった、ということに変わりはないのだ。

　我が身の保ほ身しんを考えて。やっても無む駄だだとあきらめて。

　本当に、それは無駄だったのだろうか？

　本当に、事件は止められなかったのだろうか？

　自分一人が動いたところで、何かが変わるわけではない──本当にそうなのだろうか？

　たしかに、そう大きなことはできなかっただろう。しかし──小さなことでいい。

　たとえ何か小さなことでも変えることができていたなら──

　あるいはそれは、やがて大きなうねりとなって、大きな変化を生んでいたかもしれないのだ。

　そうなる可能性はたしかに低い。低いが、決してゼロではなかったはずだ。

　しかしレイルは動かないことを選えらび、結果、その可能性をゼロにしてしまったのだ。

　だから、自分が家族を見殺しにしたような気分になったのだった。

　今回のこれは──保身を考え、動こうとしなかった、過去の自分に対するけじめのようなものだった。

　方法は、これがベストなのかどうかはわからない。結けつ果か的てきに、同じ艦ふねに乗る部下たちを巻き込んでしまったことは事実である。

　だが──こうして動きはじめた以上、もはやとまどっている時間はない。

「『ヘカトンケイル』への通信を開け！」

　朗ろう々ろうたるレイルの声が、『ブルー・パラディン』の艦橋に響いた。




「──どうなっている!?」

　主司令室メイン・オーダールームの扉をくぐるなり、ジェイは声をはり上げた。

　さきほどジェイが連絡を受けたのは、たまたま主司令室ここから、かなり離れた場所にいた時のことだった。

　──星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦が、強制捜査を通告してきた──

　その連絡を受けた時には、さすがにジェイも目をむいた。

　指示したいことはいろいろあったが、誰が聞いているかもわからない場所で、うかつな会話をするわけにはいかない。

　──そちらに行くまで時間をかせげ。十分ほどで着く──

　そうとだけ言って連絡を切った。

「……そ……それが……」

　困こん惑わく顔がおでこちらを向いた、オペレーターたちのその向こう、メインスクリーンには、この『ヘカトンケイル』のすぐそばに浮かぶ、一隻のパトロール艦が映っていた。

　バーニアを吹かせ、相そう対たい速そく度どを合わせている。

　ひと目でわかる。こちらに接せつ舷げんするつもりなのだ。

　……っ……！

「時間を稼かせげ……！　と言ったはずだな」

「……こ……こちらの通信に応おう答とうしないんです……！」

　ふき出しそうになる怒いかりをおさえて言うジェイに、通信士がうろたえた声を上げた。

「いきなり接近してきて……

　通信を入れて来て、星間警察Ｕ・Ｇの身み分ぶん証しようを提てい示じするなり、『これからそちらに乗り込んで強制捜査する』と、一方的に宣せん言げんして……

　責せき任にん者しやに替かわるから待ってくれ──と言ったんですが……

　こっちのことばも終わらないうちに、一方的に通信が切られたんです。

　令状の提示も容よう疑ぎの宣告もなしです。

　あわててそちらに連絡して──

　そのあと、何度呼びかけても、全く通信に応じないんです。

　今も応答を求め続けてはいるんですが……」

「そんな無茶な話があるか！」

「たしかに、星間警察Ｕ・Ｇがそんな無茶をやるとは思えません。偽ぎ装そうした、どこかの組織の工作員……ということも考えられますが……

　いずれにしても、これ以上の判断は、我々には無理です」

　──たしかに──

　相手が通信にすら応じない以上、オペレーターかれらにできることなど何もない。

「スターゲイザー様には？」

「緊きん急きゆう回かい線せんで報告はしましたが……まだ何とも……

　いかがします？」

　問われてジェイは思し考こうを巡めぐらせる。

　偽装した敵ならば、絶対に内部に入らせるわけにはいかない。問答無用で撃げき沈ちんあるのみである。

　しかし逆に──もしも相手が本物の星間警察Ｕ・Ｇなら、そんなことをすれば面めん倒どうなことになる。仮に、一時的に内部に招まねき入れることになったとしても、法ほう律りつと舌した先さき三さん寸ずんを駆く使しして、穏おん便びんかつ早そう急きゆうに引き取ってもらうしかない。

　偽にせ物ものか──本物か。

　この世界に身を置いていると、時々こういった状況に出くわす。

　二つにひとつ。正せい解かいへの手がかりはない。

　そして失敗は破滅につながる。

　ジェイは今までにも、幾いく度どかそんな場面に出くわし、その都つ度ど正解を選び取って来た。

　それこそが彼を、若わかくして、組織の上部にまで昇のぼらせたのだ。

　そして今。

　オペレーターたちが彼の言葉を待っている。

　ジェイは口を開き──

「通信が入りました！」

　通信士の声が、のどもとまで出た言葉を止めた。

「あの宇宙船ふねからか!?」

　いきおい込んで問うジェイに、オペレーターは、ディスプレイに目をやり、

「いえ！　通信コードからすると……別のパトロール艦です！」

「別の？」

　惑星の衛星軌道上だけあって、この近辺は、さまざまな宇宙船ふねが行き来している。レーダーサイトを覗のぞいてみれば、『ヘカトンケイル』から離れたところには、いくつもの光点が漂ただよっていた。

　最初の一隻も、その光点に混まじって急接近してきたのだろうが──どうやらその他の光の中に、別の一隻がいたらしい。

「つなげ！」

　ジェイが言うのとほとんど同時に、メイン・デイスプレイが切り替わる。

　映し出されたのは、艦橋に佇たたずむ、がっしりとした体格の中年男だった。

　妙に鋭するどい目つきが、ジェイにはなんとなく気にくわなかった。

『──こちら星間警察Ｕ・Ｇパトロール艦、艦体ナンバーＭ─〇八六Ａ、『霧の騎士ナイト・オブ・ザ・フオグ』

　艦長のライアン＝ホーンです』

　悠ゆう長ちような口ぶりで自じ己こ紹しよう介かいをする。

「こちら『ヘカトンケイル』。ご用件は？」

　反対に、ジェイの口調は早くなる。

　しかし相手はペースを崩くずさず、

『いやぁ。実はたまたま、この近くの空域をパトロールしておりまして。

　──というのも、このあたりの空域で、宇宙海賊スペース・パイレーツを目もく撃げきした、という匿とく名めい通報がありましてね。

　まあ、なにしろ匿名通報ですから、信しん憑ぴよう性せいのほどは──』

「失礼ですが」

　相手の言葉を遮さえぎり、ジェイは言う。

「こちらも取り込んでおります。ご用件を」

『──こりゃあ失礼を。

　いえ、実はさきほど、このあたりをパトロールしていて、たまたまおかしな通信を拾いましてね。

　なんでも──星間警察うちのパトロール艦が、そちらに強制捜査をかける、とか。

　……まあ、どういう事情なのかは知りませんがね。それぞれに担たん当とうというものがありますし……』

「──しかし令状を提示しなかったのと、容疑内容を言わなかったのは腑ふに落ちない、ということですね」

　先を読んで言ったジェイの言葉に、画面の中の男は、たしかに一瞬、動きを止めた。

　──なるほど、な──

　ジェイにはようやく、この茶ちや番ばんが読めてきた。

『……まあ……早い話がそういうことですな……それで……』

「なるほど。問題のパトロール艦の艦かん籍せき及び捜査内容の確認をそちらでやっていただける、ということですか。それはありがたい。

　では詳しよう細さいがわかりましたら、改あらためて再度ご連絡を願ねがえますか？」

　相手の間ま延のびしたペースに乗らず、ジェイは一気にまくし立てた。

『──あ──ああ』

　相手はまともに鼻はな白じろむ。

「それではご連絡をお待ちしています」

　ジェイは目くばせを送り、通信を終しゆう了りようさせる。

「どういうことですか？」

「星間警察やつらのしくんだ茶番だ。ずいぶん思い切ったことをやる」

　通信士の問いに彼は答えた。

「一隻目が強制接舷して、その間に二隻目が、時間かせぎをしてこちらの対応を遅らせる。

　その間に一隻目の乗員が乗り込み、勝手に内部捜査を行う──あるいは、乗り込んだ一隻目の乗員を止める、という名目で、二隻目の相手が乗り込んでくるか──

　おそらくそんなところだろう」

　何にしても、ここに星間警察Ｕ・Ｇを踏ふみ込ませるのは面おも白しろくない。

　ジェイは、一同に指示を下くだした。

「接近中の一隻目の、接舷予想ポイントを割わり出し、数をそろえて警備ガードを向かわせろ！

　侵入者はその地点で必ず押さえろ！　ただし、武ぶ器きの使用は禁きん止しだ！」




「全部読まれてるぞレイル！」

　通信の途と絶だえた画面に向かい、ライアンは小さく毒どくづいた。

「……敵にも切れるのがいる、ってわけか……

　水みず際ぎわで止められたら終わりだぞ……どうする……」

　メイン・ディスプレイの映像──『ヘカトンケイル』に接舷を開始した『ブルー・パラディン』に目をやって、彼は小さくつぶやいた。




　ドアの上のランプが、紅の色に灯った。

　居い並ならぶガードたちの間に、かすかな緊きん張ちようの色がひろがる。

　星間警察Ｕ・Ｇの宇宙船ふねは、どうやらここのエア・ロックに接舷したようだった。

　だが──歓かん迎げいの準じゆん備びはできていた。

　この場に集つどったガードの数は、おおよそざっと二十人。

　星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦の乗員数は、標ひよう準じゆんでやはり二十人程度だという。

　仮にその全員が降りてきたとしても、さして広くもないこの場所で足止めすることは充分可能だった。

　そのうちに、近くの場所に配はい置ちされた仲間が応おう援えんに来る。そうなれば、相手はこれ以上先へは進めない。

　もしも向こうが武器を使えば──それこそこちらの思うつぼ。正せい当とう防ぼう衛えいで反はん撃げきして殲せん滅めつするまでである。

　そして──

　──しゅおぉぉぉぉぉぉ……

　空エ気アの音を立て、扉が開く。

　──一瞬──

　ガードたちは理解できなかった。

　自分たちが目にしているものが何なのか。

　高さはおよそ二メートル半。

　白く塗と装そうされたつややかなボディ。

　──装甲強化服パワード・スーツ──

　厚あつい装そう甲こう、みなぎるパワー。ちなみにこの型タイプのは、武器はオプションとなっている。

『武器は携けい帯たいしていない。これより強制捜査を行う』

　パワード・スーツは、レイルの声でそう言うと、のっしのっしと歩きはじめた。

「──ま──待てっ！」

「止まれっ！」

　ガードが口々に叫さけんでも、むろん立ち止まるわけはない。

「──このっ！」

　何人かが飛びつくが、ガードをしがみつかせたそのままで、パワード・スーツは苦もなくかわらぬ歩みを進めた。

『ヘカトンケイル』の奥へと向かって。




「──正しよう気きかぁぁぁぁっ!?」

　主司令室メイン・オーダールームの中央で。

　ディスプレイを眺ながめ、ジェイは思わず声を上げていた。

　相手の手のうちは、すべて読んだつもりになっていた。

　しかしまさか──相手がこんな姿で現れようとは──

　相手はパワード・スーツ──とはいえ、無武装で、しかも暴あばれるわけでもなく、単に歩いているだけである。これではこちらが武器を使えば、さすがに正当防衛とはいかないだろう。

　むろん、生なま身みのガードが武器も使わず、こんなものを『力づくで』とりおさえることなど不可能である。

　この『ヘカトンケイル』は、実質『ナイトメア』の本部とはいえ、建たて前まえ上じようはゲイザー・コンツェルンの施し設せつである。そのあたりに、星間警察Ｕ・Ｇの目に止まったら困こまるようなものが転がっているわけではないのだが──

　目につきにくいところには、そういうものがごろごろしていたりする。

　パワード・スーツの相手が、その『目につきにくい場所』に勘かんづくまでに、なんとか止める必要があった。

　とりあえず破は壊かいして、『あちらが先に暴れだした』とかなんとか言いつくろう、という手も一瞬頭をかすめたが、パワード・スーツからの映像を、パトロール艦に中ちゆう継けいしている公算が高い。ならばこれは使えない。

　一番妥だ当とうな策さくが、こちらもパワード・スーツを複数出して、数にモノを言わせてとりおさえる、という方法である。

　この『ヘカトンケイル』にも、公的には研究実験のため──実質的には防ぼう衛えいのために、パワード・スーツも置いてある。

　しかし、こちらのパワード・スーツは完全武装。あちらは武装を外して軽くなっている。相手が逃げに徹てつすれば、捕つかまえるのはむずかしいかもしれない。

　なんとも──面めん倒どうな相手だった。

　そもそも、ここの防衛施設は、武力行使する敵を、武力防衛する、という前ぜん提ていで設計されている。ただ歩くだけのパワード・スーツを、武器を使わず捕ほ獲かく、もしくは排はい除じよする、などという事態は、当たり前だが想そう定ていしていない。

　隔かく壁へきを閉とざして封ふうじ込める、という方法はあるのだが──そうすると当然、こちらも身動きがとりづらくなる。それはあくまで最後の手段だった。

「とりあえず──ガードを向かわせろ！　人じん海かい戦せん術じゆつだ！

　足止めはできなくていい！　遅らせるだけで充じゆう分ぶんだ！

　パワード・スーツ部隊を発進！　武器の使用は厳げん禁きん！　手足の二、三本は握にぎり潰つぶしてもかまわんが、絶対に殺ころすな！」

　せいぜいできるのが、この程度だった。

「──スターゲイザー様から連絡は!?」

「……まだ何も……」

　半ばやつ当たりのように吠ほえるジェイに、誰かが答える。

　こんな事態になってもまだ、沈黙を守っているとは──

　内心で毒づきながら、しかしジェイには大体の想像はついた。もし指示を仰あおげば、あの老人がどう答えるか。

　──かまわん。殺せ──

　と。

　当たり前のことを聞くな、と言わんばかりの口調で。

　そして、そこまで考えて──

　唐とう突とつに。

　ジェイは、あることを思いついていた。








　ヘカトンケイル




　場ば末すえの酒さか場ばは、今日はいつになくにぎやかだった。

　もっとも──

　悪わるい意い味みでのにぎやかさだったが。




　どがじゃぁぁぁっ！




　吹ふっ飛とばされた男に巻まき込まれ、安もののテーブルが、派は手でな音を立て崩ほう壊かいする。

「てめえっ！　もう一回言ってみやがれっ！」

　まっ黒いマントを、ばさりっ、とひるがえし、彼は声をはり上げた。

　怒いかりの声とは裏うら腹はらに、その顔には、不ふ敵てきな笑えみが浮うかんでいた。

　身長およそ一八五。ブラウンの髪かみに整ととのった顔かお立だち。

　それだけならば、ごく普ふ通つうに『わりといい男』の評ひよう価かを受けたかもしれないが──身につけているのがまっ黒いマント、となれば、評そ価れにも多少の修しゆう正せいが加くわわるだろう。

　しかし自じ覚かくはないらしく、彼──ケイン＝ブルーリバーは言葉を続けた。

「このマントのどこが変だってぇんだよっ!?」

　抗こう議ぎというよりも、むしろ、どこか誇ほこらしげに。

「……ね……寝ね言ごと抜ぬかしやがって！」

　吹っ飛ばされた男の仲間その一が、酒の入った赤ら顔を、怒いかりの色で黒く染そめ、ケインに向かってわめき立てる。

「変へんなもんを変へんって言って何が悪ィ!?

　てめぇのイナカじゃあどうか知らねーけどなぁ、このあたりじゃあ、『マント着てる奴を指ゆびさして笑ってもかまわねえ』って、憲けん法ぽうで決まってるんだよっ！」

　メチャを言う男の言葉に、しかしケインは、口の端に小さく笑えみを浮かべ、

「『そういう奴やつは問もん答どう無む用ようではり倒していい』って、昨日きのう、上じよう院いん議ぎ員いん本ほん会かい議ぎで可か決けつされたこと、知ってるか？」

「そんなわけあるかぁぁぁっ！」

「お前が言うなぁぁぁっ！」

「とにかく！　先に手ぇ出したのはそっちだぜ！」

　言って男と仲間たち、数人がケインをとり囲かこむ。
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「先に口を出したのはそっちだぜ」

　どこか楽たのしげな笑みすら浮かべつつ、ケインは負けじと言い返す。

　──そして。

　ケンカの幕まくが開く。







　どんどんどんどどどどどぉおぉんっ！




　連れん続ぞく的てきな爆ばく発はつが、船せん体たいを大きくゆるがした。

　それから十分ほどの後──

『ソードブレイカー』のリビング・ルームのテーブルには、十数種類に及およぶ料りよう理りの数々が並ならべられていた。

「──へえ。こいつぁ豪ごう勢せいだな」

「でしょ♪　あたしもひさしぶりに思いっきり料理したわー♡」

　衛えい星せい港こうから帰ってきたケインが思わずつぶやいたその言葉に、ミリィは得とく意いげに胸を張った。

『大変だったんですよ。本当に』

　どこからともなく聞こえたのは、笑みを含ふくんだキャナルの声。

　この宇宙船ふね、『ソードブレイカー』の主しゆ制せい御ぎよ機構システム──というか、意志のようなものである。

　操縦室コツクピツトでなら、実物さながらの立りつ体たい映えい像ぞうの姿を持つが、ここでは音声だけである。

『自動修しゆう復ふく装そう置ちに手を加えて、連絡艇シヤトルの貨物室カーゴ・ルームを防ぼう爆ばく仕し様ようにしてから、いくつかの区画ブロツクに分けて、その中にそれぞれキッチンをつくったんです』

　キャナルはさらりと言ってのけた。

　この『ソードブレイカー』の船せん腹ぷくには、惑星上との行き来のために、全長五〇Ｍほどの連絡艇シヤトルが、上下逆にドッキングしている。

　当然、本来はやっかい事下請け業トラブル・コントラクターのしごとに使うのだ。そこを勝かつ手てにキッチンに改かい造ぞうしたのだから、いつもならば怒おこるところである。

　しかし──今回だけは特別だった。

『それでも調理時の爆発で、二つ三つのブロックが破壊されちゃいましたけど……』

　──防爆仕様にしたキッチンを爆ばく砕さいする料理のプロセスって一体……？

　ケインの脳のう裏りを、ちらりっ、とそんな思いがよぎったが、とりあえずそれは考えないことにする。

　今までにも、ミリィはさまざまな調ちよう理り器き具ぐを粉ふん砕さいしながら料理をつくったことがあったが、そのことごとくが、どういうわけか極ごく上じようの味だったりする。

　どう考えても理り解かい不ふ能のうなのだが──結けつ局きよくのところ、ケインの出した結けつ論ろんは、至いたってシンプルなものだった。

　──旨うまいから良しっ！

「それじゃあ……食べるとするか」

「いっただっきまーす♪」

　二人が手にしたナイフとフォークが、山と並んだ料理にのびる。




「さぁて。呑のんだし食ったし暴あばれたし」

　操縦席パイロツト・シートにつきながらケインが言う。

「思う存分料理もしたし」

　そしてミリィは砲手席ガンナー・シートに。

「──なら──」

　コックピット中央に姿を現した、ファンタジー物語ストーリーなどに出てくる巫み女このような姿の少女──キャナルは言う。

　メイン・ディスプレイに映し出された、漆しつ黒こくの宇そ宙らの彼方かなたに目をやって。

　ケインとミリィ、二人が無む言ごんのままうなづいて──

「目もく標ひよう空くう域いき、トーラ星系第三惑わく星せいルゾルデ、衛えい星せい軌き道どう上じよう『ヘカトンケイル』！

『ソードブレイカー』発はつ進しんっ！」

　そして──

　小さな惑ほ星しの名もない衛星港から、一隻せきの宇宙船ふねが飛び立った──




「──星間警察Ｕ・Ｇから通信です！」

「つなげ！」

　オペレーターの報ほう告こくに、ジェイは、半なかば反はん射しや的てきに応こたえていた。

　用件は、大体想像がついてはいたが。

　さきほどからの報告で、この『ヘカトンケイル』周辺に、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦が集しゆう結けつしつつあることは知っていた。

　ほどなくその数は、さらにふくれ上がるだろう。

　なにしろ惑星ルゾルデの衛星、トリシフォネには、星間警察Ｕ・Ｇと宇宙軍ユニバーサル・フオースの基き地ちがあるのだから。

　この『ヘカトンケイル』が『ナイトメア』本部だということは公こう然ぜんの秘ひ密みつ。当然の話だが星間警察Ｕ・Ｇも宇Ｕ宙・軍Ｆもそのことは知っている。

　そこで、組そ織しきに対する牽けん制せいの意味で、こんな場所に基地をつくり上げたのだ。

　基地から発進したパトロール艦が、集結しつつあるということは──このあとの展開も大体読めた。

『星間警察Ｕ・Ｇのライアン＝ホーンです』

　画面に現れたのは、さきほど通信を送ってきた男だった。

『調ちよう査さしましたところ、そちらに接せつ舷げんしているのは、やはり我々星間警察Ｕ・Ｇ所属のパトロール艦です。

　察さつするに、どうやら何かの捜そう査さを行うのに、先さき走ばしって、令れい状じようも取らずに行動しているようです。

　全くもって申もうし訳わけない』

　前回の、のらりくらりとした口く調ちようとはうってかわって、きびきびさくさくと言う。

『星わ間れ警わ察れの不ふ始し末まつは星わ間れ警わ察れでなんとかします。

　只ただ今いまより接舷し、そちらに侵しん入にゆうした者の回収をさせていただきますので』

「お任まかせします」

　あっさり言ったジェイの言こと葉ばに、主司令室メイン・オーダールームのスタッフばかりか、画面の中のライアンまでが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。

　おそらくは、ジェイが拒きよ否ひすると思っていたのだろう。

　かまわず彼は言葉を続ける。

「それでは、侵入者の現在位置を捕ほ捉そく・確認の上、最も寄よりのドッキング・ポートの接舷指示をさせていただきますので、宜よろしくお願いします」

『……あ……ああ。ご協きよう力りよくを感かん謝しやする』

「では後のちほど」

　あいさつを送って通信を切り──

「……よ……よろしいのですか？　連中を中に入れて？」

　オペレーターの一人が問いかけてくる。

　言外に、『スターゲイザーに断ことわりもなく』というニュアンスを孕はらませて。

「仕方あるまい。

　拒否したところで、『これは不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやを捕ほ縛ばくする公こう務むだ。拒否をするなら公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいに当たる』などと言ってくるのは目に見えていたからな。

　そうなると、問答無用で、好きなところに接舷されて、いいように内部を歩き回られる。

　ならばむしろ、友ゆう好こう的てきな態たい度どを取って、それを逆さか手てに取り、相手の動きを制せい限げんしてやった方が得とく策さくだ」

「……な……なるほど……」

「それで──スターゲイザー様からは、何か連絡は？」

「……いまだ……ありません。状じよう況きようは逐ちく次じご報ほう告こく申し上げているのですが……」

「そうか……」

　──やはり、か──

　ジェイは胸むねの裡うちでつぶやいた。




　レイルはどこともつかぬ通路を、ただやみくもに移動していた。

　この計画を実行するに当たって、一応の準じゆん備びはしてきた。

　当然、この『ヘカトンケイル』の内部地図マツプも、なんとか入手を試こころみたのだが──

　ゲイザー・コンツェルンの社内ネットに侵入してまで手に入れた概がい略りやく図ずは、悲かなしいまでに不完全なシロモノだった。

　わかったのは、全長二〇km、ラグビー・ボールのようなフォルムの巨きよ大だい施し設せつの、ほんのごくごく一部──主要な宇宙船発着口と、その周辺の倉そう庫こだけだった。

　社外秘、どころか、社内に対してさえ、ほとんどの区画ブロツクが機き密みつ扱あつかいになっているのだ。

　むろんここが、実質『ナイトメア』の本部だということを考えれば、当然と言えば当然の処しよ置ちではあったが。

　ともあれ、マップにない広大な部分にこそ、『ナイトメア』の本質──言い換かえるならば、さまざまな犯はん罪ざいの証しよう拠こが存そん在ざいしているはずだった。

　だからレイルは、その未知の区画ブロツクに接舷し、内部を探さぐっているのである。

　──とはいえ、こちらに都つ合ごうよく、あたりに犯罪の証拠が転ころがっているわけもない。

　内部を探る、とは言っても、やたらと広くて位置もわからぬ場所を、追っ手を気にしながら移動している今の状態は、探たん索さく、と言うにはほど遠かった。

　今はとりあえず、ガードたちはふり切ったが、ここは敵地のどまん中。あちこちに監かん視しカメラもついている。

　こちらの動きはまず間違いなく筒つつ抜ぬけのはずだし、となれば、いつ、どこから追っ手が現れるかもわからない。

　相手もそうそう、こちらの好きにやらせてはくれないだろう。

　ならばやはり、頼たよれるのは仲間の動き。

　モニターの端はしに表示された時間からすれば、そろそろライアンたちが本ほん格かく的てきに動き出してもいい頃ころである。

　──頼むぞ──この機を逃のがしたら──




「『ヘカトンケイル』からの連絡は!?」

「まだありません！」

　尋きくまでもない問いを飛ばしたライアンに、帰ってきた答えは、やはり聞くまでもないものだった。

　連れん絡らくが入っていれば、オペレーターの方がそう言って来る。

　──また連絡をする──

　そう言った『ヘカトンケイル』との通信が終わって、それほどの時が経たったわけでもないのだが、ただ待っているだけの間は、動いている時よりはるかに長く感じる。

　これが相手の時間かせぎだということはわかっていた。

　もしもこの間に、相手がレイルを捕つかまえて、こちらにさし出す、と言ってくれば、計画はすべて水の泡あわ。レイルが免めん職しよくされて終わるだけである。

　ここからは、時間を無む駄だに費ついやすわけにはいかなかった。

「──集結中の全パトロール艦に要よう請せいしろ！」

　ライアンは吠ほえた。

「『ヘカトンケイル』にプレッシャーをかける！

　接近して相対速度を合わせ、いつでも接舷できるように準備しろ、と！」




「パトロール艦隊、動きだしました！」

　主司令室メイン・オーダールームに、あわただしい空気が流れた。

「こちらに向かって接近！　相対速度を合わせています！」

「プレッシャーをかけているつもりか……！」

　ジェイは小さく呻うめいてから、侵入者追跡に出したパワード・スーツ隊の、移動ルートを指示してゆく。

　ここからだ。

　ここからが本当の正しよう念ねん場ばなのだ。

　的てき確かくな判はん断だんと、迅じん速そくな行動が要よう求きゆうされる。

　ミスは許ゆるされない。

　侵入者がどういう動きをするか。追跡に出したパワード・スーツ隊と接触した時、目標はどう移動し、行動するか。

　すべてを読み、計算し、完かん璧ぺきにこなす必要があった。

　──ミスは許されん──

　内心の動どう悸きを噛かみ殺ころし、ジェイは胸の中でつぶやいた。




　虚こ空くうがゆらめく。

　この世界とは別の法ほう則そくを持った空くう間かんが、ゆらめき、消えて、一隻の宇宙船ふねを宇宙に生み出した。

　全長二一〇Ｍの双そう胴どう船せん。その船腹には、全長五〇Ｍの連絡艇シヤトルが、上下逆さかさまに接舷されている。

　宇宙船スターシツプ──『ソードブレイカー』




「──来た──か……」

　闇の中──

　彼はゆっくりとその目を開いた。

　永ながいまどろみから目め覚ざめるように。

　悟さとったのだ。

　自分が戦うべき存も在の──自分を滅ほろぼす力を持った、唯ゆい一いつの存も在のの接近を。

　今はまだ、距きよ離りがある。本格的な戦いになるまでには、もう少し時間がかかるだろう。

　ならば──

　──ゆっくりと──

　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーは、闇に埋うまった虚空に目をやる。

　そして──見た。

　この『ヘカトンケイル』の置かれた状じよう況きようを。

　ディスプレイなど必要ない。

　今の彼には、この中も、外も、すべてが見える。

　子ネズミたちの騒さわぐさまも。

　やがて迎むかえる本当の戦いには、不要な連中である。

　──邪じや魔まだな──

　頭の片かた隅すみで、そう思った。




　瞬しゆん間かん、輝きが生まれた。

　それが何なのか、誰もが理り解かいするより早く。

　より強く、まばゆい光が、宇宙の闇に閃いた。




『──レイル警部っ！』

　唐とう突とつに。

　切せつ迫ぱくしたオペレーターの声が、ヘルメットの内部スピーカーから流れ出た。

　接舷したパトロール艦に残してきた部下の声だった。

「どうした!?」

　ただならぬその調ちよう子しに、問い返すこちらの声にも緊きん張ちようの色が混まじる。

『『ヘカトンケイル』が──』

　ざっ！　……ざざざ……ぶっっ……ざざざ……

　いきなり、通信が雑ざつ音おんへと変わる。

「──何が──起こったんだ……？」

　背中に走る不吉な予感に、レイルは思わず、その場に立ちつくしたのだった。




「……何が……起こったんだ……？」

　誰かの呆ぼう然ぜんたるつぶやきを、ジェイは、頭の片隅で聞いていた。

　何が起こったのかは──今──モニターではっきりと見た。

　しかし、それが現げん実じつであることを、頭が認めようとしない。

　モニターの一つが、『ヘカトンケイル』のすぐそばで、つい今しがた閃いた光の残ざん滓しが散るのを映うつしていた。

　そして別の画面には、光の槍やりが宇宙の色を引き裂さいて、接近しつつあったパトロール艦につき刺さる光こう景けいが──

　爆光に、画面がホワイト・アウトする。

「──状況を報ほう告こくしろ！」

「──は……はいっ！」

　我に返ったジェイの叱しつ咤たに、他のメンバーも、ようやく自分を取り戻し、あわててコントロール・パネルを操作する。

「……『ヘカトンケイル』からの砲ほう撃げきです……」

　どこか現実感を欠いた──まるでひとごとのようなオペレーターの声。

　それはわかっている。見ればわかることだ。

　この『ヘカトンケイル』が砲撃を行っているのだ。星間警察Ｕ・Ｇの艦隊に。

「誰が砲撃しろと言った!?」

「……それが……その……

　Ｄレベル・ブロックからの砲撃です……！」

　──Ｄレベル・ブロック──

　彼らにさえブラック・ボックスとなっている、スターゲイザーの直ちよつ轄かつ区く域いき──

　──終わった──

　ジェイの胸のうちで誰かがつぶやいた。

　──終わった──『ナイトメア』は──

　こんな真ま似ねをして、ただで済すむわけがない。いくら銀河最大の犯罪組織だといえど。

　ジェイが組織に入り、ここまで昇りつくのに、どれだけの修しゆ羅ら場ばをくぐってきただろうか。

　やがてゆくゆくは組織を継ついで、さらに勢せい力りよくを拡かく大だいする──

　野や望ぼうも、過去も、すべてが潰ついえた。

「──スターゲイザーっ！」

　自分がスターゲイザーを、呼びすてにしたことにすら気づかずに、吠ほえてジェイはきびすを返し、主司令室メイン・オーダールームをあとにする。

「──ジェイ様!?」

　誰かの呼びかけたその声は、閉ざされた扉とびらに虚むなしく当たって消えた。




「全ぜん艦かん急きゆ速そく後こう退たいっ！」

　ライアンは、力の限り叫さけんでいた。

　目の前に展開している光こう景けいが、彼には信じられなかった。

　全く何の前ぶれもなく。

『ヘカトンケイル』が、星間警察Ｕ・Ｇの艦隊に砲撃を開始したのだった。

　その瞬しゆん間かん、二隻のパトロール艦が光と化し、『ヘカトンケイル』に接舷していたレイルの船も、なすすべもなく撃げき沈ちんされた。

　侵入しているレイルがどうなったかはわからない。

　いや、正しよう直じきな話、そんなことを考えるゆとりすらなくなっていた。

　理解できなかった。

『ヘカトンケイル』が、砲撃をしかけてきたことが。

　それは、ライアンの目から見れば、『ナイトメア』の、星間警察Ｕ・Ｇに対する宣せん戦せん布ふ告こくにほかならなかった。

　同時にそれは、宇Ｕ宙・軍Ｆへの──ひいては銀河にひろがる人じん類るいすべてに対しての宣戦布告をも意味する。

　いかに『ナイトメア』が、銀河一を誇ほこる巨大な組織だといっても、銀河すべてと戦せん争そうをして、勝てるわけはない。ゲイザー・コンツェルンに裏うら付づけられた、高い生産能力があろうとも、そもそも、根こん本ぽん的てきに物量が違う。

　つまりこれは──自じ滅めつ以外の何物でもないのだ。

　しかし、『ナイトメア』は、数人規模のちんぴらの集団とはわけが違う。カッとなって、自滅同然の戦いをしかけてくるとは思えない。

　ならば──何な故ぜ？

　結局。

　その理由もわからないまま──




　ごっ！




『ヘカトンケイル』の砲撃に、ライアンは、その宇宙船ふねごと世界から消滅した。




　ライアンは思い違いをしていた。

　この砲撃は、『ナイトメア』から、銀河に対する宣戦布告などではない。

　生きとし生けるすべての存も在のへの宣戦布告だったのだ。

　──闇を撒くものダークスター、『デュグラディグドゥ』からの──




　出動要よう請せいがかかった時、誰もが自分の耳を疑うたがった。

　要請は、正式な手順を踏ふんでいた。

　事件の解決・沈ちん静せい化かには、星間警察Ｕ・Ｇが当たり、その武力では事態の鎮ちん圧あつが不ふ可か能のうと判断した場合のみ、出動要請をかけることができるのだ。

　宇宙軍ユニバーサル・フオースに。

　ここ、衛星トリシフォネには、かなり大だい規き模ぼな宇Ｕ宙・軍Ｆの基地があった。

　なにしろ、銀河最大規模の犯罪結社ににらみを利きかせるのだ。これくらいの規模は当然である。

　──しかし──

　にらみを利かせる、以上の事態になることはないだろう。永えい遠えんに。

　誰もがそう思っていた。

　たった今まで。

　宇Ｕ宙・軍Ｆは、基本的にはあくまで抑よく止し力りよくである。

　最さい新しん鋭えいの装そう備びと膨ぼう大だいな物量に、真まっ向こうから戦いを挑いどむのは、よほどの馬ば鹿かか自じ殺さつ志し願がん者しやだけである。

　それが普通の考えだった。

　しばらく前の、カルーア星系の事件が起きるまでは。

　だが、あの事件があってもなお、まさか『ナイトメア』が、真っ向から戦いをしかけて来るとは、誰も思ってもいなかった。

　これだけ巨大な組織だと、かえって、あまり無む茶ちやなことはしなくなるものである。

　──普通は──の話だが。これもまた。

　しかし、もたらされた報告は、誰もが信じる『普通』をことごとく裏うら切ぎっていた。

『ナイトメア』本部『ヘカトンケイル』は、捜そう査さのために接近した星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦に、いきなり砲撃をしかけ、十隻近くを撃沈した。

　信じられない話ではあったが──事実でもあった。

　それが事実である以上──

　彼らの取るべき行動は一つ。

　そして、トリシフォネの基地から、数百にのぼる軍船が離り床しようした。




「……どうなってるんだ……？」

　星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦『ピース・スカウター』の艦長は、目前に展開された光景に、愕がく然ぜんとつぶやいた。

　パトロール艦『ナイト・オブ・ザ・フォッグ』からの要請で、当初の空域に到着した頃には、先行して集まっていたパトロール艦、およそ十隻ほどは、もうすでに『ヘカトンケイル』との接せつ舷げん準備に入っていた。

　──出遅れた──

　そう後こう悔かいしたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだけだった。

　さほどの時も経たたぬうち、『ヘカトンケイル』からのいきなりの砲撃に、接近していたパトロール艦のことごとくは、宇宙の藻も屑くずと消え去ったのだ。

　あわてて後退し、とりあえず、なんとか難なんを逃のがれたものの、『ヘカトンケイル』からの砲撃は、今なお散さん発ぱつ的てきに続いている。

　聞けば、軍に出動要請がかかったとか。

　いずれにしても、事態がこうなった以上、もはや彼らに出番はない。パトロール艦の武装では、いても軍の足あし手でまといになるだけだろう。

「──『ヘカトンケイル』から何かが多数発進しました！」

　突とつ如じよ、オペレーターの声が上がった。

「『何か』とは何だ!?」

「全長五〇Ｍ！　小型の宇宙船……ではないかと思われます！　未知の型アンノウン・タイプです！」

「映うつせ！」

　間かん髪はつ入れず、メイン・スクリーンに、『ヘカトンケイル』のそばに漂ただよう、黒い塊かたまりの映像が出た。

　宇宙船──と言っていたが、あまりそういうふうには見えない。

　テトラポッドのような形で、全体は、平へい坦たんな黒い外がい装そうに覆おおわれている。武装があるようにも──どころか、推すい進しん機き関かんがあるようにも見えない。

　そもそもそれが本当に宇宙船なのかどうかもわからないが、もしそうだとすれば、たしかに、今までにはないタイプである。

「『ヘカトンケイル』に近すぎるせいで、センサー類るいによる正確な観かん測そくはできませんが、現在、光こう学がく観測できるだけで、その数およそ百！　総数はおよそ二百と目されます！

『ヘカトンケイル』をとり巻くように展開し、以い降こう、動きはありません！」

「……機き動どう兵へい器きではない……ということか……」

「宇Ｕ宙・軍Ｆより通つう告こくです！」

　別の一人が報告をもたらす。

「退たい避ひ勧かん告こく！　指定の空域にいる全艦は、至し急きゆう退避せよ！　とのことです！」

　同時に、艦長席のディスプレイに、指定空域の図が表示された。

　ひと目見て、艦長にはわかった。

「──あれを使うのか！」

「……いかがしました？」

　不安げに問う副ふく長ちように目をやって──

　しかし艦長が、自分の予よ測そくを語ることはなかった。

　直撃したのだ。

『ヘカトンケイル』からの、あきらかに射程外からのはずの砲撃が。




「──決け着りをつけるぜ。ばーちゃん」

　ディスプレイに映し出された、祖そ母ぼの写真をぼんやりと眺ながめ、ケインは小さくつぶやいた。

『ソードブレイカー』にある、彼の自室。

　ずいぶん昔の写真フオトデータである。画面の中の祖母はまだ若わかく、美うつくしかった。

　たぶん二は十た歳ちくらいだろう。肩かたまで伸のばした金色の髪かみ。浮かべた魅み力りよく的てきな笑えみに、しかしどことなく、かすかな翳かげりを感じるのは、ケインの気のせいだろうか。

　その女性はたしかに、ケインがじかに知っている、祖母の面おも影かげを宿やどしていた。

　背景は、どこにでもある公園のような場所。画面の端には、撮さつ影えいの日付と、『マリア＝ブルーリバー』の名。

　──それは、祖母がずっと使っていた偽ぎ名めいだった。

『マリア』が偽名だということは、おそらくケインの両りよう親しんも、兄も知らないだろう。

　昔から、ケインは家族の中で、どこかしら浮いていた。

　成せい績せきの面でできのいい兄と始し終じゆう比くらべられ、いろいろと口やかましく言われたものだ。

　そんなケインが、唯ゆい一いつなついていたのが祖母だった。

　──おばあちゃんはね、本当は、『マリア』って名前じゃないんだよ──

　はじめてケインがそう教おしえられたのは、いつのことだっただろうか。

　本名は、アリシア。

『じゃあ──アリスばあちゃんだね』

　アリス、と呼んだケインを、祖母が、なぜかひどく悲しげなまなざしで見つめたことをおぼえている。

　きっと昔、誰かにそう呼ばれたことがあったのだろう。

　大好きな──そして、もういなくなってしまった誰かに。

　それ以上のことは、祖母は何も話してはくれなかった。

　何も話さないまま──祖母は逝いった。

　一隻の宇宙船を彼へと残して。ひっそりと。

　──ケイン。キャナルのことを頼たのむわね──

　最さい期ごの言こと葉ばはそれだった。

　結局、『アリシア』が本名だということは、ケインと祖母だけの秘ひ密みつだった。

　彼女が胸の裡うちに何を秘ひめていたのか、ケインには今もわからない。

　キャナルは知っているかもしれないが、なぜか、聞く気は起きなかった。

　ただ──

　キャナルの背せ負おった宿しゆく命めいを全まつとうさせてやることこそが、本当の意味で、祖母に対してのはなむけになるのではないか。

　ケインは、そんなふうに思う。




「………………」

　どこか悲かなしげな苦く笑しようを浮かべ、ミリィは、手にした銃じゆうをじっと見つめた。

　麻痺銃パラライズ・ガン──

　相あい手てを一時的に、行こう動どう不ふ能のうにさせる武ぶ器き──言い換かえれば、相手を殺ころさないための武器。

　ずっとこれを使ってきた。

　そう。今までずっと。

『ソードブレイカー』にあるミリィの部屋。

　彼女は、ベッドの下からトランクを取り出す。

　開いた中は──からっぽだった。

　いくどか住居を移すそのたびごとに、持ってきたトランクである。

　……ことりっ……

　麻痺銃パラライズ・ガンをその中に置き、小こ物もの入れからカッターナイフを手に取った。

　とんっ！　……ぢぢぢ……じゃっ……

　トランクケースの内側の、裏打ち布を切り開き──

　そこから出てきたのは、一枚のフォト・パネルと、一丁ちようの銃。

　ミリィは右手で銃を取り、左手でフォト・パネルを取った。

　写真の中では、若い男女と、金きん髪ぱつの小さな女の子の三人が笑っていた。
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　幸しあわせそうに。

「……父さん……母さん……」

　ミリィはつぶやく。

　もうこの世にはいない、父と母とに。

　右手の銃が、やけに重い。

　実際には、麻痺銃パラライズ・ガンと、さして重さは変わらない。

　しかしこの銃に込められているのは実弾だった。

　言い換えれば、相手を殺すための武器。

　ミリィの右手が感じているのは、その重さ。

　こんなものを使う時は、たぶん来ないだろうと思っていた。

　捨すてられなかったのは、父の遺のこしたものだったから。

　しかし──

　麻痺銃パラライズ・ガンではだめなのだ。

　キャナルの話を聞いたからには。

「決け着りは……つけるよ……」

　ミリィは小さくつぶやいた。写真の中の両親に向かって。

「悪あく夢むは……あたしが終わらせるからね……」




「ジェイです！」

　黒い扉の外に立ち、ジェイは声をはり上げた。

「──定時連絡の時間ではないな」

　扉とびら越ごしに聞こえた老人の声は、きわめて落ち着いたものだった。

　思わず怒ど鳴なりそうになるのをなんとかこらえ、極きよく力りよく抑おさえた口調で、

「緊きん急きゆう報ほう告こくです。重要なことが判はん明めいしました」

　答えはなく──

　ただ、扉が開いた。

　ジェイは部屋の中へと入り──

　そして足を止めていた。

　いつもと何も変わりはない。

　見た目には。

　しかし、わだかまる闇は、その重さと昏くらさとを、確実に増ましていた。

　原因はわからない。──が、ひるむわけにはいかなかった。

「もうすぐ忙いそがしくなる。手短に話せ」

　部屋の中央に佇たたずみ、スターゲイザーは言った。

　ジェイの方を見向きもしようとすらせずに。

「重要な件です」

　そうくり返し、ジェイはダーク・スーツの内がわに手を伸ばす。

「『ナイトメア』はもう終わりです。あなたは狂くるっている。

　──よって、排はい除じよします──」

　抜ぬき放はなった銃の引き金を、ジェイは、迷まよわず引いていた。




　右手に蒼あおくかがやく惑わく星せい。左手に、たった今発進したばかりの、衛えい星せいトリシフォネの大地が見える。

　そして中央──彼方には、虚無うつろの色に溶とけ込んで、よどみ、わだかまる黒い星。

　ゲイザー・コンツェルン試作実験工場──いや、『ナイトメア』要よう塞さい『ヘカトンケイル』。

　宇Ｕ宙・軍Ｆ旗き艦かん『セフィロト』艦橋ブリツジのメイン・スクリーンには、そんな背景を前にいならぶ、無数の宇宙船ふねの姿が映し出されていた。

　その中に、異い様ようなものたちの姿があった。

　位置は、艦かん隊たいのほぼ中央。

　戦せん闘とう空くう母ぼから伸のびたケーブルに繋つながった、細長い針のようなユニット。

　それから伸びた幾いく本ほんものエネルギー・チューブは、同じ数の、エネルギー輸ゆ送そう艦かんに直ちよつ結けつされていた。

『隕石潰しメテオ・マツシヤー』。

　幾本かに分ぶん裂れつした、細長いエネルギー放出ユニットをアームで固定し、外部から送り込まれたエネルギーを一気に放ほう出しゆつする。

　いわば、直径約四〇Ｍの超巨大ビーム砲である。

　その名の通り、本来は、惑星や衛星上の施し設せつなどへの衝しよう突とつが予想される隕いん石せきを迎げい撃げきするためのものだった。

　一つではない。

　そのユニットが一ダース。

　これのフル・パワーで、『ヘカトンケイル』をまず一撃し、しかるのち、全軍進撃を開始。砲ほう撃げきと艦かん載さい機きでの援えん護ごをしつつ、強きよう襲しゆう揚よう陸りく艇ていで『ヘカトンケイル』に侵入し、内部より制せい圧あつする。

　それが軍の立てた作戦だった。

　手て加か減げんなしの作戦だが、『ヘカトンケイル』にいるのは、ほとんど『ナイトメア』のメンバーである。手加減そんなものは無用、と判はん断だんしたのである。

　作戦にぬかりはないはずだった。

　いや、ひょっとしたら、最初の『メテオ・マッシャー』の斉せい射しやだけで、相手を降こう服ふくさせることもできるかもしれない。

　もしそれで、まだ抵てい抗こうしてきたとしても、その時は普通に戦えばいいだけのこと。

『ヘカトンケイル』から発進した、小型宇宙船とおぼしきものは、ただそのまわりを漂ただよっているだけである。たとえこれが何かの戦闘ユニットだったとしても、その数はたかだか二百。

　対するこちらの数は、艦船だけで三百五十。艦かん載さい機きなどの機動兵器を数に入れれば、その数は数千に及ぶ。

　物量的に見ても、充分に勝てる相手だった。

『メテオ・マッシャー』を連射することができれば、ここからの超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほう撃げきのみで片をつけることもできるかもしれないが、あいにくと、不安定かつ安上がりのシステムのせいで、一度射うてば、たいていどこかが故こ障しようする。

　しかし一度撃うてれば充分。

　発射の準備はすでに整ととのっていた。

　さきほど出した通告で、『メテオ・マッシャー』の射しや軸じく上じようから、艦船は退避している。

「作戦開始！

『メテオ・マッシャー』発射カウント・ダウン！」

　旗艦『セフィロト』の艦橋で、宇宙軍提てい督とくクラーコフは、朗ろう々ろうたる声を上げた。

　オペレーターたちの指先が、コントロール・パネルの上を滑すべり、コンピューター合成の声がカウント・ダウンを開始する。

　メイン・スクリーンと各外部画面に、遮しや光こう処しよ理りがかかり──

『……スリー……トゥー……ワン……』

「発射フアイア！」

　クラーコフの号声に、すべてのモニターが白光した。

　一いつ斉せいにあふれたビーム粒りゆう子しの余波が、真空に散ちって艦体をふるわせる。

　ほどなくすべてのモニターが、正常に戻り──

　そこに映し出されていたのは、皆みなの予想した通り、あちらこちらから火を吐はいた、断だん末まつ魔まの『巨人ヘカトンケイル』の姿──

　ではなかった。

　黒い星には、全く何の変化もない。

　赤く燃もえているのは、画面の右に映し出された、蒼い惑ほ星し──ルゾルデの地表だった。

「……な……!?」

　動どう揺ようが走る。

　誰もが事態を理解できないでいた。

「何が起こった!?」

　怒ど号ごうに近いクラーコフの声に、オペレーターたちの動きがあわただしくなる。

　誤ご射しやではありえない。いくたびものチェックを経へて、すべての照しよう準じゆんは、間ま違ちがいなく『ヘカトンケイル』へと向けられていた。

「──しょ──哨しよう戒かい機きからの報告によれば……」

　オペレーターの一人が声を上げる。

　そして、そのあとが続かない。

　報告するのをためらうかのように。

「どうした！　続けろ！」

　クラーコフの叱しつ責せきに、オペレーターはようやく先を続けた。

　ほとんど悲ひ鳴めいに近い声で。

「──目標『ヘカトンケイル』には損そん害がいなし！　『メテオ・マッシャー』は全弾、目標の直前で──

　軌道を変更！

　すべて惑星ルゾルデ地表を直撃しました！」

「──き──」

　軌き道どうを──変へん更こう!?　宇宙空間を進むビームが!?

　その報告に、さすがにクラーコフは絶ぜつ句くした。

　ルゾルデの重力による干かん渉しよう──のわけはない。もしルゾルデが、そんな重力を持っていたなら、『ヘカトンケイル』もこの艦隊も、とっくの昔に、ルゾルデに向かって落ちているはずだった。

「軌道が変わった理由は!?」

「……ふ……不明です！」

　やっとの思いで発した問いに、帰ってきたのは、なんとも頼たよりない答えだった。

　クラーコフが可能性として考えたのは、強力な電でん磁じバリア──つまり、磁じ力りよく干渉をかけてビームを曲まげた、ということだった。

　もっとも──『メテオ・マッシャー』の放はなった高出力ビームを曲げるような電磁バリアの話など、聞いたことすらなかったが。

「……なるほど！　目の前に宇宙軍われわれの基地がある以上、敵も超長距離からの砲撃への対たい策さくはしていた、というわけか！」

　クラーコフは、他の者にも聞こえるように、わざと必要以上に大きな声で、ひとりごとをつぶやいてみせる。

　序じよ盤ばんの序盤、こんなところで、味方の士し気きをくじくわけにはいかない。

「全艦に連絡！」

　クラーコフは声をはり上げた。

　もはやその態たい度どの中には、動揺の色は微み塵じんもない。

「こちらの第一次砲撃は防ふせがれた！

　敵は我々を警けい戒かいし、長距離砲撃への対抗策を持っている！

　しかし、それは我々の勝しよう利りを揺るがせるものではない！

　兵力の差は、変わらず、歴れき然ぜんである！

　よってこれより、全艦、高速移動により『ヘカトンケイル』に接近！

　中・近距離戦により、目標を殲せん滅めつ……」

　光が──疾った。

　い並ぶ艦隊の中央に、光の球が出現する。

　続いて──




　ごぅんっ！




　船体をゆるがす衝しよう撃げき波は。

　砲撃を受けたのだ。

『メテオ・マッシャー』が。

『ヘカトンケイル』からの砲撃を。

　ありえないことだった。

　これだけの距離を置き、こちらの『メテオ・マッシャー』で『ヘカトンケイル』を狙ねらえるのは、その膨ぼう大だいなビーム出力と、全長二〇kmという目もく標ひようの巨大さゆえである。

　対して『メテオ・マッシャー』の本体は、あちらから見れば、直径たかだか五〇Ｍ足らず。彼ひ我がの距離を考えれば、針はりの穴あな程度のものである。

『メテオ・マッシャー』に比ひ肩けんしうる出力と、それに数倍する──いや、数十倍する射しや撃げき精せい度どとの二つをそなえて、はじめて可能になることである。

　あるはずがない。そんなものが。

　そう。あるはずがないのだ。

「全艦、進撃開始！　まぐれ当たりを恐おそれるな！」

　クラーコフにできるのは、それを単なるまぐれと決めつけ、発進の命令を下すことだけだった。

　そして──進軍がはじまった。




　──スターゲイザーの暗あん殺さつ──

　それは、しばらく前から、ジェイの頭に在あったことだった。

　組織に入ってから、スターゲイザーに直接会うまでは、そういった野や望ぼうも胸の裡には在った。

　しかし老人を直接目まの当たりにして、自分の届かぬ存在と知り、ジェイはその野望を捨てたのだった。

　──ふたたびその野望が、頭をもたげたわけではない。

　かつて頭の片隅にあった、スターゲイザーの暗殺は、たしかに彼の野望によるものだった。しかし、今、彼の脳のう裏りを支し配はいするその計画プランは、むしろ強きよう迫はく観かん念ねんにすらも似にた、奇き妙みような義ぎ務む感かんによるものだった。

　最初は、侵入者を利用するつもりだった。

　追つい跡せき部ぶ隊たいで侵入者の動きをコントロールし、中ちゆう核かく部に追い込む。わざと騒さわぎを拡大し、その間にスターゲイザーを暗殺。犯人は、星間警察Ｕ・Ｇの中に紛まぎれ込んでいた、別の組織の暗殺者ヒツトマンだった、ということにする。

　──むろん、こんな三さん文もんシナリオで、他のメンバーたちが納得するわけはない。直後にジェイが組織を牛ぎゆう耳じれば、暗殺の噂うわさは当然ついて回るだろう。

　しかし、一連の無差別殺さつ戮りく事件で、スターゲイザーに対する不信感は、組織の中でも高まりつつあった。

　それに、このまま老人を放ほう置ちしておけば、組織の存続そのものすらも危あやぶまれる。

　ならばやるしかない。そう思ったのだ。

　が──

　パトロール艦への砲撃が、そのシナリオをうち砕くだいた。

　犯罪組織『ナイトメア』の未来とともに。

　いや、組織の未来どころか、自分たちの命すら危あやうい。

　目の前の衛星、トリシフォネには、宇Ｕ宙・軍Ｆの基地がある。

　おそらく今ごろは、出動要請がかかり、ひょっとしたらすでに、艦隊が出撃しているかもしれない。

　ここが『ナイトメア』の本部と知れている以上、軍も手加減はしてくれないだろう。

　このまま手をこまねいていれば、『ヘカトンケイル』とともに宇宙の藻も屑くず、という公算が大である。

　なら、助かる方法は二つに一つ。

　降こう服ふくか、脱だつ出しゆつか。

　しかし『ヘカトンケイル』を脱出しようと試こころみれば、狂った老人は、その脱出艇ていをも撃げき沈ちんするかもしれない。

　降服するにしてみても、スターゲイザーが攻撃を続ける限り、いくらジェイが、降服の通信を送ったところで、相手にしてはくれないだろう。

　いずれにしても──

　軍との正しよう面めん衝しよう突とつを避さけるには、スターゲイザーの抹まつ殺さつは、必要不可欠なことだった。

　いや、むしろ──

　老人を抹殺したあと、脱出し、『ヘカトンケイル』を自じ爆ばくさせる。

　その上で、すべてをスターゲイザーの暴ぼう走そう、ということにしてしまえば、『ヘカトンケイル』ともども組織犯罪の証しよう拠こを消し去り、なおかつ、組織を存続させることさえも可能だった。

　ならば、彼の取るべき選せん択たく肢しは一つ。

　よそ見をしている老人を、抜き打ちざまに射しや殺さつする。

　額ひたいに一発。胸に一発。

　ジェイの射撃の腕ならば、それは、造ぞう作さもないことだった。

　そのはずだったのだが──

「──お前がはじめてこの部屋に来たのはいつだ？」

　老人は、いまだその場に立っている。

「いずれにしろ──この闇を受け入れられぬのならば──」

　輝かがやく光の刃やいばを手にして。

「私の替かわりはつとまらん」

　ジェイの知ち識しきの中に、その武器のことがあった。

　サイ・ブレード。

　軍の白はく兵へい戦せん部ぶ隊たいなどが使用する武器である。

　人間の精せい神しん力りよくをエネルギー源げんとして、光の刃とするもので、本来は、パワード・スーツなどにくみ込まれており、額ひたいに装そう着ちやくするバンダナ状の受じゆ容よう器きと小さな増幅器ブースター、そして剣の柄えのような発はつ振しん器きの、三つのパーツから成なっている。

　だが、老人が手にしているのは発振器のみ。額に受容器などつけてはいないし、発振器からは、増幅器ブースターへと繋つながるはずのケーブルも見えない。

　これでは、エネルギー刃ブレードが具現するわけはない。

　──人間の精神力では。

　ジェイには、何もかもが理解できなかった。

　なぜ射殺したはずの老人が、なぜ具現しないはずのエネルギー刃を手にして、無事に佇たたずんでいるのか。

　かまわず老人は言葉を続けた。

「どうでもいいことなのだ。今となっては。組織のことなど。

　動どう乱らんを拡ひろげ、『恐きよう怖ふ』を集めるには、犯罪組織、というものが非常に都つ合ごうが良かった。

　私にとっては、ただそれだけの話だ。

　ついでに資し金きんも集まる。

　だが、充じゆう分ぶんな力が集まった今、もはやそれらはどうでもいい。

　……『私』を受け入れられぬお前には、わからぬ話だろうが、な」

　たしかに、彼の言う言葉は、ジェイにとっては全くわけがわからない。

　問といを重かさねても、得とく心しんのいく答えは得られないだろう。永えい久きゆうに。

　だから──

　ジェイは、言葉のかわりに、次の銃じゆう弾だんを放った。

　──今度は見えた。

　老人の右手がかすみ、光の残ざん像ぞうが虚こ空くうを薙ないだのが。

　ちょうど、ジェイが照しよう準じゆんしたあたりの空間である。

　そして──ようやくジェイは悟さとった。

　スターゲイザーが操あやつるエネルギー刃ブレードが、飛び来る弾丸、そのことごとくををたたき落としたのだ、ということを。

　悟って──

　──どっ！

　ジェイの眉み間けんに、小さな穴が穿うがたれた。

　銃弾をはじきざま、スターゲイザーはエネルギー刃を飛ばし、彼の頭を撃ち抜いたのだ。

　くずおれるジェイにはもはや目もくれず、漆しつ黒こくの空間へと、スターゲイザーは視線を戻もどす。

　まるで、何事もなかったかのように。

「……もう少し……『恐怖』が要いるか……」

　そして──スターゲイザーは、ぽつり、そうつぶやいたのだった。




　主司令室メイン・オーダールームは、恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいっていた。

　衛星トリシフォネからこちらに向かって、軍が出撃したのはすでに確認している。

　この非常時に、スターゲイザーからは何の指示もなく、ナンバー・ツーのジェイも、飛び出したままで連絡もない。

「軍からの通信入りました！」

　誰かがそう言うと同時に、メイン・スクリーンの画像が切り替かわり、軍服姿の初老の男を映し出す。

『こちらは、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊Ｓ─〇八〇Ｆ、提てい督とくのクラーコフである。

　一度しか言わない。

『ヘカトンケイル』の全スタッフに通告する。

　ただちに砲撃を中止、武ぶ装そう解かい除じよの後、投とう降こうせよ。

　聞き入れない場合、こちらの攻こう撃げき圏けん内ないに入り次し第だい、攻撃を開始する。

　以上だ』

　高こう圧あつ的てきな態たい度どで一方的に言い放ち、問答無用で通信を切る。

　…………………………

　──水底にも似た沈黙が部屋を満たし──

「──冗じよう談だんじゃねえっ！」

　オペレーターの一人がシートから立ち上がる。

「やってられるか！　俺おれは逃げるぞっ！」

「待て！　持ち場を離れるな！　命令違反だぞっ！」

　別の一人の制止に、しかし男は迷わずに、

「『逃げるな』なんて命令はどこからも出てない！」

　言って部屋の出入り口へと向かう。

　……………………

　一同はしばし沈黙し──

　無言のまま、さらに何人かが席を立って扉に向かう。

　止めるものはもはやいない。

　最初の男は、扉をくぐって通路に出──

　その場で動きを止めた。

　すぐさま部屋の中へととって返し──

「どういうことだ!?」

　怒いかりの表情でがなり立てる。

「隔かく壁へきが降りてるぞ！」

「──そんなはずはない！」

　いまだシートについたままの一人が、手元のディスプレイをあわててチェックし──

「──馬鹿な！　いつの間に……!?

　閉しめたおぼえも、閉へい鎖さの表示もなかったぞ！」

「とにかく開けろ！」

　最初に席を立った男が叫さけぶ。

「こんなところで閉とじこめられてたまるか！」

　しかし──

「──駄だ目めだ！　こっちのコントロールを受け付けない！」

　帰ってきたのは絶ぜつ望ぼう的てきな答え。

　ふたたび部屋に沈黙が落ち──

　──シュゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……

　その静せい寂じやくの中で聞こえたのは、風の流れるかすかな音。

「……なんだ……？　あの音は……？」

　スタッフたちは、あわてて状況のチェックにかかり──

「……嘘うそだろ……？」

　絶望的な口く調ちようで、ぼそりっ、とつぶやいたのは、その中の一人だった。

「……なんで……？　こんなこと……？　誰が……？」

「どうした!?」

「……『ヘカトンケイル』……中核部分を除く全ぜん域いき……」

　ゆっくりと。

　男はふりむいて言った。

　悪い夢ゆめであってほしい──そう願いながら。

「……空気が……排はい出しゆつされてるんだ……

　すこしずつ……ゆっくりと……」

『ヘカトンケイル』内にいる人間に、緩かん慢まんな、窒ちつ息そくによる死をもたらすために。

　そして。

『悪夢ナイトメア』本部は地じ獄ごくと化した──




　侵しん攻こう中ちゆうの宇Ｕ宙・軍Ｆに対する『ヘカトンケイル』からの砲撃は、断だん続ぞく的てきに続いていた。

　あきらかに射しや程てい外がいからのはずの砲撃は、現在に至るまでに、しかし十数隻せきの艦かん船せんを沈しずめていた。

　とはいえその間、宇Ｕ宙・軍Ｆの艦隊も、編へん成せいを乱みださないぎりぎりの最大速度で接近を続けている。

　そして──

「全艦、主砲発射準備！」

　クラーコフ提てい督とくの命令が全艦に行き渡る。

「射しや程ていに入ると同時に、全艦、一斉射撃！」

「……しかし提督……」

　そばに佇む副官が、横から小声でつぶやいた。

　──敵は長距離攻撃への対抗策を持っている──

　さきほどそう言い切ったのは、ほかならぬクラーコフ自身だった。

「──わかっている。

　だからこそ、やるのだ。

　敵の手の内うちを探さぐるために、な」

　やはり小声で答えてから、あらためて、艦隊に次の指示を出す。

「メイン・スクリーンに目標の映像を出せ！　各哨しよう戒かい艦に通知！　各探知機類センサー、目標のデータを詳しよう細さいに観かん測そく・記録し、分ぶん析せきせよ！」

　そして『セフィロト』のメイン・スクリーンに、最大望遠で捕とらえた、『ヘカトンケイル』の黒い姿が映し出される。

「提督！　全艦より通信！　全艦砲撃準備完かん了りよう！」

「射程突入まであと十！」

　オペレーターのカウント・ダウンがはじまる。

　随ずい行こうしていた駆逐艦が、『ヘカトンケイル』からの砲撃を受けて白い光の塊かたまりとなる。

「……五！　四！　三！　二……目標、射程に捕ほ捉そくっ！」

「全艦、砲撃っ！」

「全艦砲撃！」

　クラーコフの指令をオペレーターが復ふく唱しようし──

　皓しろい光の矢の群むれが、漆しつ黒こくの宇宙を光の色で埋うめ尽つくす。




　惑星ルゾルデは、混こん乱らんと恐怖の中にあった。

　衛星軌道上の『ヘカトンケイル』が、星間警察Ｕ・Ｇと交戦を開始──

　はじめ、その臨りん時じニュースが流れた時、ルゾルデの地上で暮らす人々は、半なかば我が耳を疑うたがいながらも、半ばひとごとのようにこう思った。

　──ああ。この時が来たか──と。

　衛星軌道に浮かぶ黒い影が、実質、犯罪結社『ナイトメア』の本部だということは、この惑ほ星しに住む者ならば、子供でも知っている。

『ナイトメア』ほどの大きな組織が、星間警察Ｕ・Ｇや宇Ｕ宙・軍Ｆと正しよう面めんきってことを構かまえるようなことはしないだろう──とも思う一方で、いつかはそういう時も来るだろう、と、誰もが漠ばく然ぜんと考えていた。

　そしてそれが今日、現実のものとなった。

　ただ、それだけのことなのだ、と。

　ましてや、ＴＶという画面を通して報道される事件は、人々のはるか頭上でのこと。どこかしら、それは現実味を欠いていた。

　──空から降り来た光の柱が、一つの都市と幾万もの命とを、一瞬にして消し去るまでは。
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　流れ弾だまか、あるいは狙ねらってやったものか。

　いずれにしろ。

　人々は、この地表が、決して安全地帯などでないことを思い知ったのだった。

『外出は控ひかえ、充分に警けい戒かいしてください』

　街頭の大型モニターに映し出されたニュースキャスターが、間まの抜けた注意を呼びかける。

　どれだけ警戒したところで、いつ、どこに降るかもわからぬエネルギーの槍やりを防げるわけなどないというのに。

　すべての街は、パニックに陥おちいっていた。

　どこかへ逃げようとしている者。暴ぼう徒とと化かす者。その混乱に乗じようじて火か事じ場ば泥どろ棒ぼうを決め込む者。

「──空がっ！」

　誰かの上げた恐怖の絶ぜつ叫きようが、狂くるった街まちの動きを凍こおりつかせる。

　──空に──

　光の雨が降ってきた。




「……なん……だ……？　今の……は……？」

　永い──永い沈黙の後。

　クラーコフは、そうつぶやくのがやっとだった。

　たった今。自分が目にした光景が信じられなかった。

　おそらく、他の乗ク組ル員ーたちにしても、それは同じ事だろう。

　クラーコフの命令による、艦隊の一いつ斉せい射しや撃げき。

　艦橋ブリツジのメイン・スクリーンの中、映うつし出された黒いわだかまり──『ヘカトンケイル』に向けて、無数の光が飛ひ翔しようして──

　直撃するその刹せつ那な。

『ヘカトンケイル』の姿が一瞬、蒼あおくかすんだ。

　そして、艦隊の放はなった光の雨は、それがさも当とう然ぜんのごとく、軌道を変え──いや、いきなり折れ曲がり、惑星ルゾルデへと降ふり注そそいだのだった。








　ロスト・ユニバース




　かつて、銀ぎん河がに文ぶん明めいがあった。

　地球を発はつ祥しようの地とする人じん類るいが、宇う宙ちゆうに進しん出しゆつする、はるか以い前ぜんの話である。

　彼らはいくつもの惑わく星せいに分かれ住み、繁はん栄えいを遂とげた。

　しかし──

　生物という遺い伝でん子しの枷かせに捕とらわれた彼らもまた、争あらそいの宿しゆく命めいからは逃のがれられないでいた。

　──発ほつ端たんが一いつ体たい何だったのか──

　もはや今となっては、どうでもいいことだった。

　ともあれ、価か値ち観かんの違ちがいは二つの大きな勢せい力りよくを生み──

　やがて、銀河を二つに分けた、激はげしい戦いがはじまった。

　いつくもの惑星が滅ほろび、人々は疲つかれ果はて──

　そして片方の陣じん営えいが、ある機構システムの開かい発はつに成功した。

　ある種しゆの『力エネルギー』を、特定の精せい神しん波はや、視し覚かく認にん識しきによって引き起おこされる脳のう内ない電でん気きのパターンと干かん渉しようさせあい、一いち時じ的てきに生せい体たいエネルギーのやりとりを阻そ害がいする──

　すなわち、自じ身しんが抱いだく感かん情じよう──『恐きよう怖ふ』によって、生せい命めいの灯ともしびを消すシステムを。

　──恐怖を糧かてとし、人を殺ころす──まるで伝でん説せつにある魔ま族ぞくではないか──

　誰かがそう言った。

　かくてそのシステムは、『システム・ダークスター』と名づけられた。

　伝説の魔ま王おう、闇を撒くものダークスターデュグラディグドゥの名をとって。




「全ぜん艦かん砲ほう撃げき中ちゆう止し！」

　あわててクラーコフは声をはり上げた。

　しかし命めい令れいされるまでもない。異い常じようすぎるその事じ態たいに、全員が、砲撃の手を止めていた。

「何だ今の現げん象しようは!?　報ほう告こくしろ！」

「……げ……！　現在分ぶん析せき中ちゆうです！」

　クラーコフの怒ど声せいに、オペレーターがあわてて答える。

「……ですが……データが妙みようです……！

　全ぜん哨しよう戒かい機きのセンサーは、直撃の瞬間、目標が消失ロスト、同時に一いつ瞬しゆん、巨きよ大だい質しつ量りようを感かん知ち、とのデータを入手しています。

　おそらく、強力な妨害波ジヤミングにより、各センサーをくらまされたのだと思われます」

「……つまり……分析不能、というわけか」

「……おそらく……」

　オペレーターは萎い縮しゆくしてことばを濁にごす。

　原因はわからない。しかしわかったことは一つある。

　砲撃は、惑星ルゾルデに被ひ害がいを出すだけだ、と。

「全艦に通つう達たつ！」

　気を取り直し、言うクラーコフの声には、もはや動どう揺ようの色はない。

「敵に対して、長距離エネルギー砲による攻撃効果は薄うすい！

　よって全艦隊は、目標に対し接近戦を行う！

　全空くう母ぼ、艦かん載さい機き発進準備！　各強きよう襲しゆう揚よう陸りく艇てい発進準備！」

　暗号化された命令が、艦隊じゅうに行き渡る。

　そして──

「『ヘカトンケイル』の砲撃が──！」

「どうした!?」

　オペレーターの悲ひ鳴めいに、クラーコフは、内心のいらつきを必ひつ死しで抑おさえた声で問う。

　うっとうしい報告は、できればこれ以上はごめんである。

　──が。オペレーターはことばを続けた。

「『ヘカトンケイル』が、惑星ルゾルデに対して砲撃を開始しました！」

「なに!?」

　クラーコフは、思わず声を上げていた。

　見れば、メイン・スクリーンの中、闇に漂ただよう黒い衛ほ星しから、かがやく蒼あおい惑ほ星しへと向かって、光の雨が降っている。

「──どういう……つもりだ……？

　あれに何の意味がある!?」

　理り解かい不ふ能のうの敵を前に、クラーコフの背に、うす寒ざむいものがわき上がっていた。




　開発された『システム・ダークスター』は、一隻せきの無む人じん艦かんへと搭とう載さいされることになった。

　魔王の名を冠かんした試し作さく一番艦、『デュグラディグドゥ』。

　無人艦への搭載となった理由は単純。無差別に効こう果かを発はつ揮きするこのシステムから、乗員を守るシステムが、まだ開かい発はつ途と上じようだったのだ。

　しかし、対たい人じん殲せん滅めつ能のう力りよくはともかく、自動艦として見た場合、機構システムの搭載スペースなどの関係から、戦せん闘とう能のう力りよくは決して高いとは言えなかった。

　そこで、『デュグラディグドゥ』の護衛サポートのために、五つの宇宙艦が建造された。

　伝説の魔王が持つ五つの武ぶ器きにちなんで、それぞれ『毒牙爪ネザード』『颶風弓ガルヴエイラ』『烈光の剣ゴルンノヴア』『瞬撃槍ラグド・メゼギス』『破神槌ボーデイガー』と名付けられた自動戦闘艦が。

　各艦のエネルギーは、長ちよう期きの作戦行動を可能とするため、外部から、人間の精神力を取り込む方式が採さい用ようされていた。

　戦いの中にあって、もっとも抽ちゆう出しゆつしやすい精神波長──すなわち、恐きよう怖ふと憎ぞう悪おと悲かなしみと。そういった負ふの精神を。

　そして──闇は宇宙に解とき放はなたれた。




　恐怖が──欲ほしい。

　さらなる恐怖が。

　ヒトのいる区画ブロツクすべての隔かく壁へきを閉とざし、ゆっくりと、中から空気を抜いていった。

　自分たちの死を、じっくり実じつ感かんさせるために。

　甘かん美びな恐怖が、しばし『ヘカトンケイル』内部に満みちあふれ──ほどなくすべて、消え果てた。

　──死し者しやは恐怖を生まないゆえに──

　しかし今。

　眼がん下かにひろがる蒼い惑星の地表から、無数の『恐怖』がわき起こっている。

　砲撃は、それほど致ち命めい的てきなものではない。

　惑星の大気で威い力りよくを削けずられたビームは、地表に届とどく頃には、小さなビルを粉ふん砕さいする程度の力しか残っていないだろう。

　だが、それでいいのだ。

　死者は恐怖を生み出さない。

　降ふり来る砲撃に、運悪く直撃された人間は、恐怖を抱いだくいとますらなく命を終える。

　生き残り、その光こう景けいを見た者こそが──砲撃の、次の犠ぎ牲せいになるのが自分かもしれない、と想そう像ぞうする者こそが、無む限げんの恐怖を生み出すのだ。

　そしてその『恐怖』こそが、『彼』にさらなる力を与あたえる。

　今。

　惑星ルゾルデは、『恐怖』を生み出すための牧ぼく場じようとなっていた。




『デュグラディグドゥ』の何が間ま違ちがっていたのか──

　結局、それは誰にもわからなかった。

　プログラムの暴走だと言う者もいれば、エネルギーとなっている負属ぞく性せいの意い識しきによる干かん渉しようが、『味み方かたを攻撃しない』という枷かせを外したという説もあった。

　そしてある者は言う。暴走は当然だ。と。

　恐怖を糧かてとし、死をふり撒まく存そん在ざいを造つくり出す──それは、科学によって魔王を再さい臨りんさせることにほかならないのだから、と──

　いずれにしても──

『デュグラディグドゥ』が、宇宙に出たそのとたんに、艦首を百八十度反転させ、自みずからを生み出した惑星と人々とを、『システム・ダークスター』の最初の生いけ贅にえとしたことだけは事実だった。




「──何が──起こってるんだ──？」

　パワード・スーツに身を包み、レイルは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　はじめに隔かく壁へきが降りてきた。

　こちらを封ふうじ込める作戦──最初はそう思った。

　しかし隔壁を下ろされた時のことも、当初から考えている。

　パワード・スーツの腕わん部ぶには、回線侵入ハツキング用の端たん末まつが設せつ置ちされていた。それで回線に潜もぐり込こめば、多少時間はかかるものの、一枚ずつなら、隔壁を開けてゆくことはできる。

　レイルは早さつ速そく、その作業に取りかかった。

　そのうち、パワード・スーツの外部センサーが、外部の空気が薄うすくなっている、という情報をもたらした。

　妙みようだ、と思いはじめたのは、その頃からだった。

　そして、何枚目の扉を開けた時だろうか──

「──!?」

　レイルはその場に凍こおりついていた。

　人。

　一人の女が転がっていた。

　センサーは、通路の空気が、真空に近いほどに希き薄はく化かしていることを示している。

　むろんこんな中で、人間が生きていられるわけはない。

　女は絶ぜつ命めいしていた。

　苦く悶もんと恐怖の表ひよう情じようを、その顔に刻きざみ込んだままで。

　おそらくここ『ヘカトンケイル』のスタッフなのだろう。

　──おれを閉じこめる作戦に巻き込まれたか──悪く思うなよ。恨うらむなら、自分がこんなところに身を置いたことを恨んでくれ──

　思ってレイルは、次の隔壁を開き──

　そこにも、死体があった。

　次も。その次にも。そのまた次にも。

　非常時用の、簡かん易い宇宙服の格かく納のう扉とびらに群むらがって死んでいる者たちもいた。

　格納扉は、完全にロックされていた。

　死者の数は、十人やそこらではきかないだろう。

　──レイルが今まで見ただけで。

　まともではない。

　いくらなんでも、レイル一人を殺すために、こんなことをするわけがない。

　ならば──

　──ならば、なぜだというのか。

　その理由が、レイルには見当もつかなかった。

　とりあえずわかることといえば──もはや事態は、『ナイトメア』の犯罪の証しよう拠こ集め、などという段階レベルをつき抜けているらしい、ということくらい。

　──とりあえず──情報端たん末まつでも探して、状況を確認する必要があるな──

　レイルはとりあえず、次の隔壁を開き──

　そこに、それはいた。




　前文明での戦いは、いつまでも続いていた。

　すべての星は疲ひ弊へいし、誰もが戦いに疲つかれ切っていた。

　しかしそれでも──戦いの終わる時は来なかった。

　有利になった陣じん営えいは、突とつ如じよとして大打撃を受け、和わ平へいの使者は目的の場所にたどり着くこともなく、宇そ宙らの藻も屑くずと消え去った。

　暴走した『デュグラディグドゥ』と、魔王の武器の名を冠かんした五隻の宇宙船ふねが、双そう方ほうの戦力バランスを取りつつ、じわじわと『滅ほろび』を撒まいていたのだ。

　むろん──

『デュグラディグドゥ』を開発した陣営の軍上層部は、そのことは知っていた。

　だが。当初検討されたのは、そのことを利用し、戦いを有利に導みちびくことだった。

　──しょせんは自分たちが造り出した、暴走しているだけの道具──

　そういう認識があったのもまた事実だった。

　──このまま放ほう置ちしておけば、戦争の勝ち負けどころか、種しゆそのものの危き機きに陥る──

　彼らがようやく悟さとった時には、すでに人口は激げき減げんしていた。

『システム・ダークスター』をキャンセルするシステム──そんなものを一から開発しているほどの、時間的な余よ裕ゆうはない。

　ならば方法は一つ。

　倒たおすのだ。『デュグラディグドゥ』を。

　しかしそれにも、問題はあった。

　相手に『システム・ダークスター』がある以上、人の操あやつる戦闘艦を送るわけにはいかない。当然送るべきは無人の自動艦、ということになるのだが──

　まさか、『デュグラディグドゥ』や、護ご衛えいの五隻と似にたものを送るわけにはいかない。

　暴走の原因ははっきりしなかったが、六隻同時、ということを考えれば、『恐怖』を糧かてとする、その動力システム自体に問題がある可能性が高かった。

　ならば、別の心ものを力の源みなもととするシステムを持たせなければならなかった。

　すなわち。希き望ぼう。人の持つ正の意志を。




『──何が──起こってる──？』

　その光景を目まの当たりにして、彼らの一人は、呆ぼう然ぜんとそうつぶやいた。

　命令を受け、侵入者の捕ほ獲かくに乗り出したパワード・スーツ部隊は、完全に予想外の事態にとまどっていた。

　侵入者の現在地点を聞き、そちらに向かって最短ルートを辿たどり──

　隔壁が降りてきたのは、いきなりだった。

　あやうく扉にはさまれかけた者もいる。

　結局、部隊は分ぶん断だんされ、隔離された形になった。

『どういうことだ？　聞いていないぞ』

　ようやく当初の混こん乱らんから抜けだし、分隊長コマンダーは主司令室メイン・オーダールームへと通信を入れ──

　しかし、それに応おう答とうする者はいなかった。

　この時点では、まだ、内部の空気は抜かれてはいなかった。

　しかし、宇Ｕ宙・軍Ｆの出動に、主司令室メイン・オーダールームはすでに、侵入者の捕ほ獲かくどころの問題ではなくなっていたのだ。

　そして──誰かが気づいた。

　通路の空気が、少しずつ抜けていることに。

『侵入者の破は壊かい工こう作さくか!?』

　分隊長コマンダーの頭をよぎったのは、その考えだった。

　というより、思いつく可能性はそれくらいしかなかった。

『とにかく先に進むぞ！　一刻も早く目標を確保する！』

　分断されずに残った部下たちに命令し、ふたたび移動を開始する。

　それぞれの隔壁を開くパスワードは、変へん更こうされてはいなかった。

　部隊は一つずつ扉を開いて進む。

　そして──倒れている仲間たちを、次々と目にすることとなった。

『……ひでぇ……』

『先を急ぐぞ。俺たちでは何もしてやれん。

　できるのは、一刻も早く侵入者を捕とらえ、この状じよう態たいをなんとかしてやることだけだ』

　──ただし、ここまでやってくれた以上、手足の一本や二本で済すませてやるつもりはないが、な──

　胸の裡うちで憎ぞう悪おをたぎらせ、次へと続く扉を開き──

　そこに、それはいた。

　直径は、一メートルほどだろうか。

　黒く平らな円形のボディに、正面についたいくつものセンサー・アイ。

　本体からは、五本の脚──いや、作業用アームが伸のびていた。

　むろん彼らは知っていた。それが一体何なのか。

『ブラックスミス』──

　この『ヘカトンケイル』のメンテナンス・マシンである。

　通常は、壁かべの裏側などを動き回り、さまざまなシステムのチェック、故こ障しよう箇か所しよの修しゆう理りなどをもっぱら行っている。

　彼らはそう聞いていた。

　実際に、それらが通路などにはい出してきて、何かを修理している光景を目にすることもあった。

　──しかし──

　十とも二十ともつかぬ数のそれが、びっしりと、通路の壁といわず天てん井じようといわずにはりついている光景というのは──

　かがやく無数のセンサー・アイが、もの言わぬまま彼らをじっと見つめていた。

　分隊長コマンダーは悟った。

　理性ではなく本能で。

『操あやつられてるぞ！　敵だ！』

　言うと同時に右手を構え、腕うでに仕込まれたビームガンを、迷うことなく発射する。

　こんな場所で重火器を使うわけにはいかないが、相手はたかだか修理装置。装そう甲こうとも呼べない外装はあっさり貫つらぬかれ、粗大ゴミと化し、崩くずれ落ちる。

　──はずだった。

　だが。

　ぢゅんっ！

　充分な殺さつ傷しよう能のう力りよくを有ゆうした光の針は、しかし四方に拡かく散さんしただけ。

　無傷──とは言わないが、ほとんど効いてはいない。

『……な……!?』

　むろん彼は知らなかった。その黒いボディが、遺失宇宙船ロスト・シツプの材質と同じものでできているなど。

　そして、『ブラックスミス』の作業用アームが動く。

　その先端から放たれた作業用のビームは、やすやすと、パワード・スーツの胸むな板いたを貫いていた。

　──な──

　──結局。

　何も理わ解からず。何も知らないそのままで。

　分隊長コマンダーは、人の形を模もした鉄てつ棺かんの中で息いき絶たえた。

『……な……なんだっ!?』

『どういうことだっ!?』

　あわてふためく、残る隊員たちへ向かって──

　無数の『ブラックスミス』たちが殺さつ到とうした。




　そして──住む者もない無人の惑ほ星しで、『デュグラディグドゥ』たちを倒すための宇宙船ふねは完成した。

　伝説の中にある神──漆黒の竜神ナイト・ドラゴンからその名を取った、戦闘封ふう印いん艦かん『ヴォルフィード』。

　護ご衛えい艦かんたちとの戦闘に、ある程度の対応ができるように、新開発のリープ・レールガンと、高出力のプラズマ・ブラストが装そう備びされていた。

　そして最大の特徴は、プラズマ・ブラスト射撃時に使用される、増幅ブーストチップを応用した、消去イレイズシステム。

　負の意識を糧としている『デュグラディグドゥ』たちと逆の精神波長を使用していることを利用して、双方のエネルギーを相そう殺さいし、機き関かん停てい止しさせるシステムである。

　──しかし──

　急きゆう襲しゆうをかけ、その開発基地を壊かい滅めつさせたのは、『デュグラディグドゥ』たちではなく、事情を知らぬ敵軍の艦隊だった。

　彼らはそれを、自分たちにさし向けられる新しん造ぞう艦かんだと信じて疑うたがうことはなかった。




「──来ます！」

　同時だった。

　唐とう突とつに、キャナルが声を上げたのと、ケインが船体を操あやつり、回かい避ひ行こう動どうに移うつったのとは。




　ごうっ！




　刹せつ那なの間まを置き、虚こ空くうを薙ないだ白光が、船体のすぐ傍かたわらを行き、過ぎた。

　膨ぼう大だいなエネルギーの余よ波はが生み出すプラズマの嵐あらしが、『ソードブレイカー』の船体をはげしくゆるがす。

「……な……！　何!?　何なのよ!?　今の!?」

　ミリィが焦あせった声を上げる。

「超長距離からの砲撃です」
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「……砲撃……って……」

　あっさり答えたキャナルのことばに、ミリィは眉まゆをひそめた。

　相手もまた、こちらと同じロスト・シップだということは承しよう知ちの上。常じよう識しき外はずれの距離からの砲撃があっても不思議ではない。

　しかし──ロスト・シップだということをさし引いても、今のは常識外れもはなはだしかった。

　なにしろレーダーには、敵の影かげさえ映うつっていないのである。

　となれば、考えられるのは二つに一つ。

　こちらのレーダーの目をあざむいたか、さもなければ、レーダーレンジの外からの砲撃か。

　人類の現行技術で製せい造ぞうされたレーダーの目をくらましている、というのならば、まだ話はわかる。しかしこちらもまたロスト・シップなのである。

「おそらく、こちらの接近を察さつ知ちして、先にしかけてきたんです」

　キャナルは言う。

「相手は、全長五五〇Ｍ、超長距離砲撃艦『ボーディガー』！」

　言うと同時に、ディスプレイには、基本フォルムが円えん錐すい形けいの、宇宙船の姿が映うつし出された。

　実じつ際さいの映像ではない。『ソードブレイカー』──いや、『ヴォルフィード』の中にたくわえられていたデータの中から引き出してきたものである。

　映像はすぐに切り替わり、正五角形の位置に配はいされた黒い点と、その点のうちひとつのアップへと変わる。

　ほぼ球形に近い、黒い塊かたまり。

　そしてキャナルの説明が続く。

「五つひと組の、小型の照準サイトチップを、本体が存在する地点から、このあたりの空間にかけてあらかじめばら撒まいておき──

　そのチップで、こちらの姿を捕とらえるのとともに、発射した高出力エネルギー砲の軌道を、照準チップで干渉・修正して目標に命中させる──

　超長距離狙そ撃げきを得とく意いとする相手です」

「……ちょ……

　ちょっと！　またそーいう、反はん則そくみたいな相手……！」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ミリィの抗こう議ぎをさえぎって、キャナルはにっこりとほほえんでみせる。

「奴やつの最大の弱じやく点てんは、その特性上、エネルギー消しよう費ひが大きすぎるため、一度射撃を行えば、次弾の発射までに……」

　説明も終わらぬそのうちに。

　ふたたびケインが、いきなり回避行動を取り──




　ぐがぁぁぁぁっ！




　ま近をかすめて光がゆく。

「次弾の発射までに──何だって!?」

　皮ひ肉にくを飛ばすケインに、しかしキャナルは答えない。

　表情を失なくしたままに佇たたずんで、

「……嘘うそ……

　ありえないわ。データと違いすぎます……」

「どういうことだ!?」

「データと違いすぎます！

　いえ！　計算上とも！

　奴の質量を考えた場合、この時間で連射するほどのエネルギー・ポテンシャルを生み出すことは、理り論ろん上じよう不ふ可か能のうです！」

「落ち着け！　キャナル！」

　珍めずらしくあわてるキャナルに、ケインの叱しつ責せきが飛ぶ。

「りくつは知らねえが、敵は実際射うってくる！　問題なのは、どう対応するか、ってことだ！

　今の二回はカンでよけたが、これからもずっとカンが当たり続けるとは限かぎらねえっ！」

「本体はとにかく、そのチップとやらは、こっちから、そんなに離れた場所にいるわけじゃないんでしょ!?」

　横からミリィが口をはさむ。

「今の話聞くかぎりじゃあ、そのチップさえ探して潰つぶせば、相手はただの動く大砲、ってことでしょ？」

「──その通りです──」

　キャナルは答えた。浮かない声で。

「……直ちよつ径けいわずか四Ｍ、黒い本体で、簡かん単たんな隠密ステルス機能もついている、ガス推すい進しんで光も発しないチップを見つけて、当てることができれば、ですけどね」

　声に重かさなり、ケインが三度目の回かい避ひ行こう動どう。

　光はまたしても、船体の横をすり抜けた。

　絶望的なキャナルのことばに、ミリィはうなずいて、

「──わかったわ。がんばってみる」

「──が──」

　いともあっさり言い放たれて、さすがのキャナルも、一いつ瞬しゆん思わず絶ぜつ句くした。

「……が……

　がんばってみる……って……

　がんばってどーにかなるんですか!?　それ!?」

「『だめでもともと』ってことば、知ってる？」

　火器コントロール・パネルの上に滑すべらせる手を止めぬまま、迷まよわず尋たずねてくるミリィに、もはやキャナルは、ため息をつくしかなかった。

「……わかりました……

　多少手をお貸しします。

　──これまでの砲ほう撃げきで、その軌き道どうが屈くつ折せつしている点ポイントがあります。

　三度とも、その位置がずれていますが、これは、照しよう準じゆんチップ群ぐんが移動していることを意味します。

　砲撃の時間間かん隔かくと、軌道変更点の移動距離、そしてわたしのデータから、照準チップの移動速度を予よ測そくして、現在、照準チップが存在すると思われる空くう域いきの範はん囲いをしぼり込みます」

　言ううちにも、瞬時にその計算を終え──

　瞬間。キャナルは、ケインが時々言っている、『くらくら来る』という感覚がどういうものなのか、なんとなく理り解かいしたような気がした。

　広い。

　めちゃめちゃ広い。とにかく広い。

「……このあたりです……」

　ほとんどヤケクソ気ぎ味みにそう言って、キャナルはそのデータをミリィへと送る。

　相手の位置も特定できぬまま、この距離と範囲で、小さなチップを直撃する──

　これならば、後ろ向きに投げたダーツの矢が、一〇Ｍ離れた場所にある針の穴に刺ささる可能性の方が高いのではないだろうか。

　しかしミリィは、そんなことなどおかまいなしに、

「オッケー。助かったわ。これでずっと範囲が絞しぼり込めるわ」

「……………………あ……あのですねぇ……ミリィ……

　画面の下の方に、画面が埋うまるほど『ゼロ』が並んでるの……見えます……？」

「このちっちゃい表示？

　……あ。最後だけは『１６』ってなってるけど……何？」

「命めい中ちゆう確かく率りつ」

「……………………」

「……………………」

　二人はしばし沈黙し、ケインの回避と、外をかすめる光こう条じようが、船体をかすかにふるわせる。

「──このデータだと、敵の照準サイトチップって、五つひと組で機能してるわけね」

「……そうですけど……」

　発せられた問いに、キャナルがそう答えると、ミリィは満まん足ぞくげにうなずいて、

「ならチップ一つ落とせば機能は停止っ！　てことは実際の命中確率は、この五倍ってことじゃない！　楽らく勝しよう楽勝！」

　──いや──それも計算に入れてのその数値なんですけど──

　言いかけたことばをキャナルは飲み込んだ。

　言っても無む駄だと察さつ知ちして。

「それじゃあ──行くわよっ！」

　ミリィの手が操作パネルの上を滑って──

　見えない敵からの、五度目の砲撃を、ケインが回避した瞬間。

「──そこねっ！」

　気合いとともに、ミリィの手が、発射キーへと伸びた！

　狙うは敵エネルギー条の屈折点！

　こぅっ！

『ソードブレイカー』から放たれた、数条のビームの輝きが虚こ空くうを切り裂さき──

　……切り裂いただけだった。

「当たってねーぞミリィ！」

「だから当たるわけないって言ったじゃないですか」

　ケインのツッコミが入る横から、ため息混じりに言うキャナル。

「やかましーわねっ！　今度は当てるっ！」

　言ってふたたびコントロール・パネルを操作して──

「そこっ！」

　ふたたび放った光の槍やりが虚空を疾はしる。

　同時に、またもや光の奔ほん流りゆうが、彼方かなたの宇そ宙らより迫せまり来る！

　光の槍と奔流が、ある一点ですれ違おうとするその直前──

『ソードブレイカー』が放ったうちの一条が、突とつ如じよ、虚空にはじけて散った。

　同時に光の奔流は、身もだえるように流れの向きを変え、漆しつ黒こくの宇宙へ散り、消えた。

「……え……？　まさか……？」

　呆ぼう然ぜんとキャナルがつぶやく。

　そう。命中したのだ。ミリィの砲撃が。

　虚空を漂う、小さなチップのうち一つに。

「やった命中っ！」

「うそぉぉぉぉぉっ!?」

　歓かん喜きの声を上げるミリィとは対たい照しよう的てきに、キャナルは思わず頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようしていた。

「いやそりゃあまあ、確率論で言えば、可能性が完全なゼロでない以上、こういうことが起こるかもしれないわけですけど、それにしてもいくらなんでも科学的でないって言うかなんて言うか……

　どーやって当てたんですかっ!?　ミリィっ!?」

　混乱しながら問うキャナルに、ミリィは、誇ほこらしげに、びっ！　と一本指を立て、

「殺さつ気きを感じたのよ。なんとなく。」

「ああああああああ。またそーゆー非科学的な」

「確率はどうあれ、結果は結果、だ」

　横からケインが口をはさむ。

「とにかくこれで、しばらくは、その『ボーディガー』とかいう奴からの砲撃はないはずなんだな？」

「そのはずです。

　──ただし、あくまで『しばらくは』ですが。

　砲撃の来た方向から考えて、奴は本ほん拠きよ地ち──『ヘカトンケイル』の方にいるはずです。

　ならば当然、近づけば──」

「──なるほどな──

　……ところで、一つ聞いておきたいんだけどよ──」

「何です？」

「……もしも『あいつら』が……あの、対人殺さつ戮りく兵器──

『システム・ダークスター』を使ったら、防ふせぐ手段はあるのか？」

　ケインは尋ねた。

　今までにいくつもの艦隊や惑星を、絶滅へと追いやった、逆五紡星の死の呪じゆ縛ばく──

「使いませんよ」

　その問いに、しかしキャナルは、あっさりとそう言った。

「『システム・ダークスター』の使用には、それなりのエネルギーが必要です。

　そしてあいつは、『ケインという人間』ではなく、『ヴォルフィード』と戦っているつもりです。

　あのシステムを発動させたところで、『ヴォルフィード』自体には、何の影えい響きようも及およびません。

　つまり、あいつにとって、それは単なるエネルギーの無駄でしかありません。

　ですから──

　あいつは使いません」

「……そうか……」

　言って、ケインは会話をうち切った。

　今のではっきりとわかった。

　それでも、もしも使われたら──

　キャナルにさえ、それを防ぐ手だてはないのだ、と。




　──その惑ほ星しには、それだけがただ、生き残っていた。

　戦闘封印艦『ヴォルフィード』。

　迎撃のため、システムを起動されながら、出撃の前に基地は壊滅した。

　破砕された瓦が礫れきと土ど砂しやの中に埋もれながら、それが考えたことはただ一つ。

　すなわち、『デュグラディグドゥ』の討とう伐ばつ。

　どれくらいの時間がかかったのだろう。

　破は損そん箇か所しよを修しゆう理りし、地上へと出る方法を模も索さくして、さまざまな試し行こう錯さく誤ごをくり返し、学習、進しん歩ぽしていった。

　やがて、自動修しゆう復ふく装そう置ちを応おう用ようし、掘くつ削さく機き械かいのようなものを製造して、地上にはい出たその時には──

　──宇宙には、誰もいなくなっていた──




「照準サイトチップが撃げき破はされたのか」

　闇の中に一人佇んで、スターゲイザーは小さくつぶやいた。

　声にわずかな驚きよう愕がくの色が混まじっていたが、それは『ソードブレイカー』に対してのものではなく、確率というものが生む偶ぐう然ぜんに対してのことだった。

『ボーディガー』の能力を知っているなら、照準サイトチップの撃破、というのは、誰でも思いつく対処法の一つである。

　しかしそれを実行に移すには、ゼロに近い確率の下をくぐり抜ける必要があった。

　どういう状況で撃破されたのか、その詳しよう細さいは不明だが、おそらくは、ひたすら乱射されたうちのその一発が、運悪く命中したのだろう。

　彼はそう判断した。

『ソードブレイカー』には、五セットの照準サイトチップを中継して、超長距離砲撃を行っていた。その一番端が潰つぶされたとなれば──次に砲撃可能となるまでは、しばらくだが時間はある。

　ならば──

「本当の戦いがはじまるまでに、くだらぬ雑ざ魚こは潰しておくか──」

　言う老人の両の目は、深い闇を透とおして、迫せまりつつある宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊に向いていた。




　──破は壊かいのための破壊。殺戮のための殺戮。

　それをくり返した『デュグラディグドゥ』たちは、極きよく度どの消しよう耗もう状じよう態たいにあった。

　当然である。

　自みずからの力の源みなもと、『恐怖』を生み出す人間たちを、ことごとく滅ほろぼし尽つくしたのだから。

　むろん、後こう悔かいなどはしていない。

　彼らはそのためにこそ存在しているのだから。

　もはや滅ぼすべき相手はいない。

　しかし、彼らには、長い時間がある。

　もしもどこか別の場所で、生命が生まれ、文明が花開き、その手が宇宙に届くようになれば──

　ふたたび恐怖が生まれ出る。

　力をたくわえて、もう一度、生きとし生きるものたちを狩かり尽くす。

　それでいい。

　その時が来るまでは、ただ静かに、宇そ宙らに佇たたずんでいればいい。

　そう思っていた。

　──『ヴォルフィード』が来るまでは──




「第二艦隊空くう母ぼ『ブルーサンフィッシュ』動どう力りよく炉ろに被ひ弾だん！　通信途と絶ぜつしました！」

「第十一艦隊戦闘艦『スカーレットホース』艦かん橋きように被弾！　応答ありません！」

「第四艦隊駆く逐ちく艦『シアンバラクーダ』撃げき沈ちんされました！」

　次々に飛び込んでくる報告は、味方の被害を知らせるものばかりだった。

　当然と言えば当然かもしれない。『ヘカトンケイル』からの砲撃は、いまだ続いているのに対し、さきほどから、こちらは一発たりとも主砲を撃ってはいないのだから。

　撃ったところで、それが惑星ルゾルデに向かって曲げられてしまうのなら、撃たない方がマシである。

　とはいえ──いつまでも、このままの状態ではまずい。

　そして、クラーコフ提てい督とくは、一つの決断を下した。

　艦橋に仁に王おう立だちとなり、全艦隊に指し令れいを送る。

「──全艦かん載さい機き、及び揚よう陸りく艇てい発進！　全速で目標を目め指ざし、各砲ほう座ざの破壊と内部侵入を第一目的とせよ！」

「──早すぎます！　提督！」

　セオリーを無視した命令に、副官が焦あせりの声を上げた。

　要よう塞さいなどへの侵入は、艦かん砲ぽう射撃の後、戦闘機と攻撃機による攻撃で、空域を制圧しておいて──つまり、突入ルートを確保してから、揚陸艇でパワード・スーツを送り込む、というのが定番である。

　この距離で艦載機や揚陸艇を発進させるのは、いくらなんでも早すぎる。

　これでは『ヘカトンケイル』にたどり着く前に、発進した艦載機と揚陸艇の部隊は、かなりの打撃を受けることになる。

　しかし──クラーコフは言う。副官にしか聞こえぬ、おさえた声で。

「状況を見れば、もはや認みとめなければいかん。

　……射撃精度、防御力、攻撃力……すべての面で、敵はこちらに勝まさっている。

　我々が敵に優るものは、唯一、数だけなのだと。

　セオリー通りにやっていては、艦載機部隊も揚陸艇部隊も、発進する前に、空母ごと沈められるのがオチだ！」

「……し……しかしそれでは、こちらの損そん害がいも拡大します」

「……承しよう知ちの上だ」

「──提督！」

「負けるわけにはいかんのだ！」

　有無を言わせぬ口調でクラーコフは言う。

「星間警察Ｕ・Ｇが勝てない相手なら、我々宇Ｕ宙・軍Ｆを呼べばいい。

　しかし──もし我々が勝てない相手がいたら？

　もう、助けを求めるべき相手は、どこにもいないのだぞ！

　わかるか？

　我々こそが、最後の砦とりでなのだぞ！

　時としては、無む茶ちやとわかっている手段を選ばねばならんこともある！」

「……提督……」

「──他の宇Ｕ宙・軍Ｆ部隊に、増ぞう援えんを要よう請せいしろ。

　ただし。

　兵たちの士気にかかわる。一般の兵には気け取どられぬように、な」

　援軍の要請──それはすなわち、数百にのぼるこの艦隊ですら、目の前の敵にはかなわない、という判はん断だんをした、ということか──

　副官の背に、寒いものが走る。

　自分たちが今、相手にしているものは、一体何なのだ？

　胸の裡うちに起こった一いち抹まつの恐怖を押し殺し、副官は無言のまま、命令了りよう承しようの敬礼を送った。
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　──『ヴォルフィード』は、宇宙をさまよった。

　もはや力を与えてくれる人も間のも、期き待たいをかけてくれる人も間のも、どこにもいない。

　しかしそれでもかまわなかった。それはその時、まだ『孤こ独どく』の意味を知らなかったから。

　自分が埋うもれ、はい出すまでに、一体何が起こったのか、知る術すべはない。

　ただ、与あたえられた使命だけを──『デュグラディグドゥ』たちを倒すことのみを拠より所にして、さらなる時を彷徨さまよった。

　──星々の間はざまに佇む六隻の宇宙船ふねを見つけだしたのは、一体いつのことだっただろうか。




　漆しつ黒こくの戦場は、閃ひらめく光の展示場と化した。

　猛もう進しんする宇Ｕ宙・軍Ｆの部隊を、巨人ヘカトンケイルの放つ光の雨が迎むかえ撃うつ。

　雨が砕くだけ散ちり、光の華はなと変わるそのたび、いくつかの命が無と消える。

　それでも宇か宙れ軍らは、進撃をやめない。

　暴走にすら似たその進撃は、しかしやがて、機動部隊を『ヘカトンケイル』に届けることに成功していた。

　そして今。

　一隻の強きよう襲しゆう揚陸艇が、『ヘカトンケイル』へ、パワード・スーツ部隊をばら撒まいたのだった。

　爆ばく撃げきで開あいた穴に、揚陸艇を突入させた──わけではない。

　文字通り、『ヘカトンケイル』の表面に、パワード・スーツ部隊をばら撒いたのである。

　無茶、というよりヤケに近い方法だったが、結果としてはそれが功こうを奏そうした。

　とりついたパワード・スーツの一人が、エア・ロックの開閉コードを探さぐり──

　ここに至いたって、ようやっと、宇Ｕ宙・軍Ｆは、『ヘカトンケイル』への侵入に成功したのだった。

『──盛せい大だいなお出迎えがあるかもしれんぞ。なにしろ、連中にとっちゃあ、俺達ははじめての客だからな』

『それじゃあこっちも、盛大にプレゼントしてやらなくちゃいけませんね。いろいろと』

　隊員たちは軽かる口くちを叩たたきながら、通路へ至るエア・ロックを開き──

『──ぅわっ!?』

　扉とびらを開けた隊員が、いきなり何かにのしかかられて声を上げる。

　反射的に彼らは身構えて──

『……………………！』

　そのまま硬こう直ちよくした。

　のしかかって来たのは──数人の人間だった。

　何の武装もしておらず、皆みな、一様にこと切れている。

『……空気が……ほとんどありません……！』

　外部センサーの表示に気づき、一人が驚おどろきの声を上げた。

　苦く悶もんの表情を浮かべたまま、折り重なり、倒れている人々に目をやって、

『たぶん……エア・ロック内の宇宙服を求めて……けれど、扉がロックされていて……』

『……しかし……なぜこんなことを!?　連中にとっては味方だろう!?』

　その問いに答えられる者など、むろん、いようはずもない。

『……ともあれ……

　誰かがいて、何かの指令を下くだしていることだけは確かなはずだ。

　先に進むぞ』

　隊長のことばに、彼らは、死者たちをおしのけて通路に出た。

　死者を悼いたむ気持ちがないわけではないが、祈いのりを捧ささげている時間はない。こうしている間にも、外では死者が増ふえているのだから。

　通路は、その左右を隔かく壁へきで完全に閉とざされていた。

　どちらに進めばいいのかはわからない。かといって、カンで進むわけにもいかない。選んだ道が間ま違ちがっていたならば、貴き重ちような時間を失うことになるのだから。

『二ふた手てに別れ、情じよう報ほう端たん末まつを探す。

　何かあったら連絡しろ。

　隔壁をいちいち開けている時間はない。サイ・ブレードを使って進め』

　隊長の指示に、部隊は五人ずつに分かれ、別々の方へと進行を開始した。

　先頭に立った一人が、扉に向かって右手をかざす。

　しゃごっ！

　パワード・スーツのソデにあたる部分から伸びた金属筒つつが、鋼こう鉄てつの掌てのひらの中におさまった。

　瞬間、その筒先から、光の刃やいばが生まれ出る。

　サイ・ブレード。

　普通はソデの中に格かく納のうされていて、簡単なエネルギー・ガンとして使われている。

　──これが開発される前は、隔壁突破といえば、いちいちパスワードを探って打ち込むか、そうでなければ、レーザー・トーチで地じ道みちに焼き切るか、くらいしか手がなかったのだが──

　……づづっ……ずずずっ……ずっ……

　隊員がむぞうさにその手を動かす──ただそれだけで、光の刃は、いともたやすく壁を四角に切り開き、新たな道を彼らに示した。

　道がひらけたその先には、伸びる通路と、新あらたな死体と隔壁と。

　彼らは同じことをくり返し、通路を奥へ奥へと進む。

　いくつかの部屋も見つかったが、この現状をどうにかできるほどの情報を得えることはできなかった。

　そして、何枚目かの隔壁を切り開いた時──

　目の前に、それはいた。

　直径一メートルほどの、蜘く蛛ものような脚を持つ黒いマシン。

　認にん識しきしたその時には。

　ぢゅぢゅぢゅっ！

　扉を切り開いていた隊員は、幾いく本ほんもの作業用ビームに貫つらぬかれていた。

『ガードマシンか!?』

　即そく座ざに隊員たちは展開し、臨りん戦せん態たい勢せいに入る。

　大きく退すさり、間合いを取って、扉から這はい出した黒いマシン──『ブラックスミス』に向かって、武器を内ない蔵ぞうした腕うでを構える。

　ほとばしるレーザー光は、しかし機体の黒い表ひよう層そうではじかれる。

『投擲散弾グレネード！』

　耐たいレーザー装そう甲こうと見て取って、隊長の指示が飛ぶ。

　パワード・スーツ部隊は左腕を構え、その甲から、迫り来る敵に向かって、小型の砲ほう弾だんを射出した！




　ごぅんっ！




　壁かべと、希き薄はくな空気をふるわせて、着弾と同時に爆発した砲弾は、それらが群むれるまっただ中に、金属片を撒まき散ちらした。

　黒い機体が通路に散らばる。

　爆ばく圧あつで吹き飛ばされた『ブラックスミス』の黒い本体には、さしたる傷きずもついてはいない。

　──が、正面のセンサー・アイは砕くだけ、アームの関かん節せつ部ぶは、爆発にやられたか、金属片に砕くだかれたか、痙けい攣れんするようにふるえながら火花を散らしていた。

　しかし恐怖を知らない黒い機械は、仲間の残ざん骸がいを乗り越こえて、奥からさらにやって来る。

『くそっ！』




　ごぉぉぉんっ！




　誰かが放ったグレネード弾の第二撃が、数機の『ブラックスミス』を破は壊かいする。

　しかしそれでも、次の黒い一団が、敵と味方の屍しかばねを乗り越え、迫り来る。

　──数の差は、いかんともしがたいものとなっていた──




　──誰もいなくなった宇宙での戦いは、速すみやかに──そして、いともあっけなく終しゆう焉えんを迎むかえた。

『デュグラディグドゥ』たちは、消去イレイズシステムの存在を知らなかった。

　知らぬままに『ヴォルフィード』と戦い、戦せん闘とうの基本を忠ちゆう実じつに守った。

　すなわち。戦力の集中。

　そして、『ヴォルフィード』の消去イレイズシステムが作動した。

　──すべての『力』を失った宇宙船たちは、ま近にあった、とある惑星へと落下していった──

　永ながい永い時を経へて、やがて、ルゾルデと呼ばれることとなるその惑星へ。

　──キャナルが、ケインとミリィに語ったのは、そんな話だった。




　計算外のことは、いくつかあった。

　一つは『ソードブレイカー』──いや、『ヴォルフィード』。

　最初に、『ボーディガー』の照準サイトチップを落とされた時には、運のいい話だ、と思っただけだった。

　しかし、それが何度も続けば話は別である。

　五段階に配置した照準チップの、三段目までが撃げき破はされた。

　それは、確率的には、決してゼロではない。

　しかし、ゼロに等しいはずの確率をくぐり抜け、こちらに肉にく薄はくしつつある敵を『運がいい』のひとことで片づけることほど、愚おろかな行こう為いはない。

『ヴォルフィード』は、『デュグラディグドゥ』の知らない何かの方法で、『ボーディガー』の照準サイトチップの居場所を探たん知ちしたのだろう。そう考えた方が現実的である。

　向こうは、こちらの詳くわしいデータを持っているようだが、こちらには、向こうの詳しいデータはないのだ。

　しかし──こちらにも、向こうのデータにはないものがある。

　この世界で手に入れた、魔王ダークスターの六番目の武器が。

　もともと、一本調子な『ボーディガー』の砲撃で『ヴォルフィード』を倒たおせる、などとは思っていない。もし倒せればそれでよし、くらいのつもりの攻撃だった。

　本格的な戦いは、これからなのだ。

　その戦いを前にして──どうにも目め障ざわりなのが宇Ｕ宙・軍Ｆだった。

　これが計算外のもう一つ。

　宇Ｕ宙・軍Ｆは、セオリーよりもはるかに早く、艦載機部隊と揚陸艇を発進、展開してきたのだ。

『ヘカトンケイル』にも、無む限げんの砲ほう座ざがあるわけではない。このままでは、回かい避ひ行こう動どうを取りつつ近づいてくる無数の相手を、ことごとく撃うち落とすことは不可能である。

　実際に、ごく少数だが、白はく兵へい戦せん部隊のパワード・スーツが、この『ヘカトンケイル』内部にも乗り込んで来ていた。

　そちらの方は、『ブラックスミス』が片づけてくれたようだが、この状態が長く続くのは面おも白しろくない。

　むろん、逆ぎやく五ご紡ぼう星せいの印いんと恐きよう怖ふにより、生きとし生ける者たちに、等ひとしく滅ほろびをもたらす力──『システム・ダークスター』を使うなら、宇Ｕ宙・軍Ｆを全ぜん滅めつさせることはできるだろう。

　だが、あのシステムは、それなりの『力エネルギー』を消しよう費ひする上に、まさに無む差さ別べつ広こう範はん囲い。

　使えば、眼がん下かの惑星ルゾルデに住む人間たちも壊かい滅めつさせることになる。

　今、惑星ルゾルデは、実に効こう率りつのいい『恐怖』の生産工場──力の源になっていた。

『ヴォルフィード』との戦いを前に、それを失うしなうのは得とく策さくではない。

　ならば宇か宙れ軍らに対しては──

「──こういう手を使うか──」

　スターゲイザー──もはや、それをそう呼んでいいのかどうかは疑問だが──『彼』は闇の中でそうつぶやいた。




　一瞬、『ヘカトンケイル』が輝かがやいた。

　そう見えた、次の時には。

「──も──

　目標周辺の我が方の艦載機部隊……！　ほぼ全滅しました！」

　旗き艦かん『セフィロト』の艦かん橋きように、絶望的な報告が届いていた。

「──な──

　なにぃっ!?」

　唐とう突とつで理り不ふ尽じんなその報告に、クラーコフは、もはや何度目になるのかもわからぬ驚きよう愕がくの声を上げていた。

「今の光か!?」

「──お……おそらく！　方法は不明ですが……」

「──どうなさいます？」

　傍かたわらに立つ副長が、クラーコフに問いかける。

　わかっている。

　彼はこう聞いているのだ。

　退たい却きやくするか、否いなか、と。

　今の攻撃で、機動部隊にかなりの損そん害がいが出た。この状態で接せつ近きん戦せんを行う、などというのは、かなり無茶な話だった。

『ヘカトンケイル』に乗り込んだ、との報告があったパワード・スーツ部隊も、以降、ふっつりと連れん絡らくがない。彼らが倒されたことは容よう易いに想そう像ぞうできた。

　これだけの被ひ害がいを出しながら、艦隊は、『ヘカトンケイル』に対して、いまださしたるダメージを与あたえていないのである。

　だが──

「──進む──」

　クラーコフは答えた。

　ここは一いつ旦たん退ひき、援軍の到着を待ってから、進軍を再開した方がいいのはわかっている。

　だが、彼は進軍を命じた。

　──砲撃を受けているルゾルデの人々を見捨ててはおけない──

　むろん、それもある。

　しかしそれ以上に──

　今、目の前の敵を──『ヘカトンケイル』を叩たたいておかなければならない──そんな気が、強くするのだった。

「……わかりました──」

　副長は、静かに言って、うなずいた。

　ひょっとしたら彼も、同じ思いを抱いだいていたのかもしれない。

「──なら、このまま──」

「レーダーレンジに宇宙船を捕ほ捉そく！」

　副長のささやきを遮さえぎって、航法士の声が響ひびく。

「──援えん軍ぐんか!?」

　問うクラーコフに、しかし航法士は小さくかぶりを振ふった。

　考えてみれば当然である。増援にしては、いくらなんでも早すぎる。

「──いえ──一隻だけです。

　識別コードを消しているので、所しよ属ぞくはわかりません！

　まっすぐに……なんてスピードだ！　こいつはっ!?

　まっすぐ『ヘカトンケイル』へと向かっています！」




『ヘカトンケイル』のレーダーが、迫り来る、一隻の宇宙船ふねの艦かん影えいを捕とらえた。




『ソードブレイカー』のレーダーが、前方にわだかまる、巨大な黒い影を捕らえた。




　そして今。

　はるかなる時間を置いて。

　彼らはふたたび対たい峙じした。

　銀河に悪夢を撒まくために。

　悪夢を終わらせるために。








　ヴォルフィード




　──よく来たな──『ヴォルフィード』──

「──待またせましたね──『デュグラディグドゥ』──」

　頭の中に響ひびいた声と──キャナルの声とが重かさなった。

　同時に、宇う宙ちゆうに光が走る。

　ケインは船体を操あやつって、彼方かなたより飛び来た光それから身をかわす。

「──なるほど！　そういうことですか！」

　キャナルが声を上げた。

「今の砲ほう撃げき、発射地点は『ヘカトンケイル』！

　ケイン！　『ボーディガー』は『ヘカトンケイル』と接せつ続ぞくし、エネルギーをくみ上げてます！

　奴やつの砲撃ペースが早いのはそのせいです！」

「で、対たい抗こう策さくは!?」

「がんばってよけてくださいっ！」

「………………………………をい……」

　ケインは横目でキャナルに視線を送り、

「それってつまり……『対抗策は特にない』ってことか!?」

「何言ってるんですか！

　ミリィだって『がんばって』奴の照準サイトチップ落としまくっているんですよっ！

　なら、『がんばってよける』とゆーのも立りつ派ぱな対抗策じゃないですかっ！」

「むちゃくちゃ精せい神しん論ろんじゃねーかっ！」

「ふっ。さっきからこうも目の前で、徹てつ底てい的てきに確率無視されまくって、ミリィに照準サイトチップ撃ち落とされまくったんじゃあ……

　もぉ科学も計算も信じない、って気分になってきますよ」

「……お前が言うなよ……お前が……

　──っとっ！」

　言いながら、ケインは、さらに迫せまり来た砲撃を、がんばってよけて見せる。

　よけてから、レーダーに、ちらりと目をやり、キャナルに問う。

「キャナル！　こいつら何だ!?　迎げい撃げき艦かん隊たいにしちゃあ、位置が変だぞ！」

　レーダーが示す『ヘカトンケイル』の近くには、無数の艦かん影えいが映うつっていた。

「あ。気にしないでください。

　宇Ｕ宙・軍Ｆが『ヘカトンケイル』と戦ってるだけですから」

　……………………

『──なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』

　さらりと言ったそのことばに、ケインとミリィ、二人の声がきれいにハモった。

「ちょっと待てぃっ！　聞いてないぞっ！」

「言ってませんからねぇ」

「一体何があったのよっ!?」

「いろいろあったんですよ。きっと」

　吠ほえる二人にあっさり答える。

『ヘカトンケイル』と宇Ｕ宙・軍Ｆとの交戦は、すこし前から気づいていたが、正しよう直じきな話、どうしてこういうことになったのかはキャナルにもわからない。

　軍の通信を傍ぼう受じゆしてみたが、当たり前だが、今さら事件発ほつ端たんの事じ情じよう説せつ明めいをしている者などいるわけもない。

　ただ──少し気になるのが、その通信の中で、『ヘカトンケイル』には長距離砲撃が通用しない、と言っていたことである。

　たしかに気にはなるのだが、『さきほどからずっと盗とう聴ちようしてた者ですけど』と、詳しよう細さいを問うわけにもいかなかった。

「……さらに言うなら──

『ヘカトンケイル』は、惑わく星せいルゾルデに対しても、散さん発ぱつ的てきな砲撃を行っています。

　おそらくこちらの方は、奴の力となる『恐きよう怖ふ』を生産するため──

　いずれにしても──

　できるだけ早く『奴ら』を叩たたくことが、結果として、ルゾルデの人たちや宇Ｕ宙・軍Ｆを助たすけることになることだけは確かです」

「──だな。

　なら、とっとと行ってとっととぶちのめすぞっ！」

　吠えてケインは加速をかける。

　戦せん火か交まじわる『ヘカトンケイル』の空くう域いきへ。




「……どうなってるんだ……一体……？」

　端たん末まつを操そう作さしながらつぶやいて、思わず小さな苦笑を浮かべる。

　ここに来てから、一体何度このセリフを口にしただろうか。

「……全く……飽あきさせないでくれるな……」

　キーボードを操作する手を休めず、レイルはひとりごちた。

　むろん、平和で退屈な展てん開かいになるとは思っていなかったが、思った以上に妙みような展開になってくれる。

　さきほど、蟹かにか蜘く蛛もを彷ほう彿ふつとさせる、黒いマシンの群むれとばったり出くわした時には、本気で終わりかと思った。

　しかしそれらは、レイルをしばし眺ながめただけで、関かん心しんを失なくし、メンテナンス口とおぼしき細いスリットへ消えて行った。

　──ガードロボットじゃあなかったのか──

　その考えが間ま違ちがいだったことがわかったのは、さらに先に進んでからのことだった。

　死体が、転ころがっていた。

　パワード・スーツという名の、鋼こう鉄てつの棺ひつぎにおさめられた死体が。

　見たことのない型である。おそらくは、『ヘカトンケイル』内部から、レイル捕ほ獲かくのためにさし向けられた部隊だったのだろう。

　彼らのことごとくは、エネルギー・ガンのようなもので体じゅうを貫つらぬかれ、両腕うでや、あるいは肩かたの武ぶ装そう部分を灼やき潰つぶされていた。

　その場には、さきほど見かけた黒いマシンの残ざん骸がいも、いくつか転がっていた。

　おそらくあれは、『武装』しているものに対して攻撃をしかけるよう、セットされていたのだろう。

　そして今。

　先へと進んだレイルはようやく、この部屋と、情報の端たん末まつを見つけていた。

　しかし──そこで引き出した『ヘカトンケイル』内部の地図マツプには、やはり何も記しるされていない区域ブロツクが、かなり多く存在していたのだ。

　小惑星などを利用して造つくった施し設せつなら、岩がん塊かいのまま手つかずになっている部分もあるだろうが、この『ヘカトンケイル』は、完全人工の衛えい星せい。

　つまりその部分には、確かに何かが存在しているはずなのだ。

「……まだまだ奥がある、ってことか……

　とすると、どこから入れるか、だが……」

　むろん手に入れたマップには、親しん切せつに、入り口など記されてはいない。

　ならば、どこか別の場所で、より詳くわしい情報を手に入れる必要があった。

「となると……主司令室メイン・オーダールーム、このあたりか……」

　とりあえずの目標を定さだめると、マップデータをコピーして、レイルはふたたび、その歩あゆみを進めたのだった。




　宇宙に炎ほのおの華はなが閃ひらめく。

　いくつめかの照準サイトチップをたたき落とし、『ソードブレイカー』は、『ヘカトンケイル』へと肉にく薄はくしつつあった。

「サイ・ブラスター発射準備！　出力最大！

　目標、『ヘカトンケイル』に接続中の遺失宇宙船ロスト・シツプ『ボーディガー』！」

『了りよう解かいっ！』

　ケインの声に、キャナルとミリィ、二人の声がきれいにハモった。

「サイ・ブラスター、エネルギーチャージ！

　砲撃開始位置より『ボーディガー』位置推すい定てい！

　目標『ヘカトンケイル』射しや程てい内ない捕ほ捉そくまで、あと、五、四、三、二、一……

　捕捉！

『ボーディガー』現在位置確認！　データ回します！」

「オッケーっ！」

　キャナルから送られたデータをもとに、ミリィの指がコントロール・パネルの上を走る。

「サイ・ブラスター発射準備完了っ！」

「行け！　ミリィっ！」

「発射っ！」

　こうっ！

　放たれた一条の皓しろい光は『ヘカトンケイル』へと迫せまり──

　しかし、途中でいきなりその軌き道どうを変えて、はるか虚こ空くうへと消えてゆく。

「──なにっ!?」

「何よ今の!?」

　声を上げるケインとミリィに、キャナルは一瞬沈ちん黙もくしてから、

「──おそらく──

　照準サイトチップの利用です！

　こちらがまず『ボーディガー』を狙ねらってくると読んで、こちらと『ボーディガー』との間に照準サイトチップ群ぐんを配置し、こちらの砲撃を屈くつ折せつさせたんです！」

「なるほどな！

　──ならミリィ、『ボーディガー大砲』にはかまうな！

『ヘカトンケイルでかぶつ』の端はしっこから削けずっていってやれっ！」

「オーケイっ！」

　応えてすぐさま、ミリィは第二射を放つ！

　今度は途中で曲がることもなく、『ヘカトンケイル』へと肉薄し──

　瞬間。

　モニターに映った『ヘカトンケイル』の一部が、ゆらめいて見えた。

　同時にサイ・ブラスターの一撃は、はじかれたように軌き道どうを変えて、闇の彼方へと飛んでゆく。

「ちっ！　あんなところにも照準サイトチップ置いてやがるかっ！」

「──違います──」

　毒どくづくケインに言うキャナルの声が、こころなしかふるえているように感じたのは、はたしてケインの気のせいだったのだろうか。

「……あれは……今のは……

　照準サイトチップによる屈くつ折せつじゃあありません！

　今の屈折パターンは……まるで……

『ゴルンノヴァ』の空間レンズ──！」




「『ゴルンノヴァ』だ!?

　どういうことだ!?　奴はとっくに沈しずめただろーがっ！」

『ヘカトンケイル』からの砲撃をかわしつつ、吠えるケインに、キャナルは苦にがい口調で、

「考えられる可能性は一つ！

『ゴルンノヴァ』はかつて『ヘカトンケイル』にいました！

　つまり──

　製つ造くったんです！　奴の空間歪わい曲きよくチップと同じものを！」

　空間をゆがめ、レンズと化して、敵の攻撃軌道をねじ曲げ、逆にこちらの砲撃を自在に操あやつる補ほ助じよ兵へい器き──それは、使い方次し第だいでは、無む敵てきに近いものとなる。

「──ちょっと待てっ！

　てことはつまり……！」

「そういうことです！」

「どーいうことよっ!?」

　ケインとキャナル、二人の言わんとしていることがわからずに、横から口をはさむミリィ。

「つまり、早い話が……」

　言いかけたキャナルは眉まゆをひそめ、

「……って、ちょっと待ってください！

　宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊が再加速をはじめました！

『ヘカトンケイル』に向けて急速接近！

　おそらくは艦船による接近戦ドツグフアイトをしかけるものと思われます！」

「無む茶ちやだっ！」

「何考えてんのよっ!?」

　思わずケインとミリィが叫さけぶ。

　おそらく、出現した『ソードブレイカー』に『ヘカトンケイル』の注意が行ったことを見て取り、好こう機きと読んだのだろう。

　だからといって、要よう塞さいに対して艦かん船せんによる接近戦を行うなど、はっきり言って、単なるやけくそにしか見えない。

　だが──

「──気づいてるんですよ──彼らも──」

　キャナルは言った。

「たぶん、人としての本能で。

　──あれが、この宇宙にいてはいけない存も在のなのだと──」




「──ずいぶんと──思い切った手に出てきたな──」

　闇の中に佇たたずんで。

　スターゲイザーは、静しずかな口く調ちようでつぶやいた。

　宇Ｕ宙・軍Ｆのことである。

　艦隊は今、最大加速をかけながら、この『ヘカトンケイル』へと近づきつつある。

　おそらくは、艦船での接近戦をやるつもりなのだろう。

　セオリー無視の無茶な戦法だが──実は、有効な戦法でもあった。

　宇Ｕ宙・軍Ｆだけを相手にするのなら、さしたることもないのだが、本当の敵は、目前に迫った『ヴォルフィード』である。

　宇Ｕ宙・軍Ｆはあくまでも、その片かた手て間まに片づけるべき相手なのだが──

　相手が小型機動兵器なら、さきほどと同じ手が使える。

　すなわち。各砲ほう座ざから一いつ斉せい掃そう射しやしたエネルギー弾だんを、空間レンズを使って、無数の光こう条じように分ぶん裂れつさせてやるのだ。

　一撃一撃の威い力りよくは当然低くなるが、その分火線の量と命中確率ははね上がる。薄うすっぺらい装そう甲こうしか持たぬ機動兵器を叩たたくには最適だった。

　しかし相手が艦船となれば、話もまた違ってくる。

　威力を低くした攻撃では、致ち命めい傷しようは与えられないだろうし、となればやっても意味がない。

　艦隊がここにたどり着くまでに、通常の砲撃で、かなりの船を沈めることはできるだろうが──それでも、数が数である。無ぶ事じにたどりつくものもあるだろう。

　そうなっては、さすがにうっとうしい。

　──簡単に解決する方法はあった。

　逃げてやればいいのだ。

『ヴォルフィード』は、こちらが空間レンズを操あやつった時点で、おそらくすでに気づいているだろう。

　ならばここで、それを見せたところで問題はない。

「──ゆくぞ──」

　スターゲイザーは、小さな声でつぶやいた。




　宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊に向けての『ヘカトンケイル』の砲撃は、断だん続ぞく的てきに続いていた。

　僚りよう艦かんが、一隻、また一隻と、砲撃を受けて脱だつ落らくしてゆく。

「──もうすぐだ！　もうすぐたどり着く！

　そうなれば──！」

　クラーコフの声が艦かん橋きように響く。

　──が。

「『ヘカトンケイル』が──

　い……移動を開始しました！」

　その異常な報告が届いたのは、そんな時だった。




「──う──動いてる!?」

『ソードブレイカー』のコックピットで、ミリィは思わず声を上げていた。

「宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊から遠ざかる方向に向かって移動を開始しました。

　速度は、宇Ｕ宙・軍Ｆ戦闘艦の巡じゆう航こう速そく度どと同等程度。

　それほど早いわけではありませんが、これで、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊が『ヘカトンケイル』の懐ふところに飛び込むまでに、さらにかなりの時間がかかることになります」

　驚くミリィとは対たい照しよう的てきに、キャナルはむしろ淡たん々たんと、報告を続けた。

「……そ……それほど早くない……って……

　普通の宇宙船にしては、の話でしょ!?　それ！

　相手は全長二〇キロなのよ！　大きさがぜんぜん違うでしょーがっ！

　それがンなスピードで動くなんて……！　まともじゃないわよっ！」

「──忘れたのか？　ミリィ？

　前に戦った『ラグド・メゼギス』とかって奴のこと？」

　横からケインが口をはさんだ。

　艦体周囲に配はい置ちした、慣かん性せい中ちゆう和わチップで、自みずからの慣性の大半を殺し、ケタ外れの機き動どう性せいを持った機動駆く逐ちく艦。

　大たい気き圏けん内ないでの戦闘に持ち込んで、なんとか倒すことができたが──

「……そーいえば……

　あいつも『ヘカトンケイル』にいたのよね……

　──ってことは！」

　ミリィのことばにキャナルはうなづき、

「『ヘカトンケイル』は、『ゴルンノヴァ』の空間レンズと、『ラグド・メゼギス』の慣性中和──その二つの能力を持っていると見て間違いありません。

　それならば、それほど巨大な推すい進しんシステムを必要とせずに、この程度の速度は出せます。

　現在『ヘカトンケイル』周辺には、全長五〇Ｍほどの、小型宇宙船のような物体が多数配置されています。

　おそらくそれが、複ふく合ごう能のう力りよくを有ゆうしたチップでしょう。

　ついでに言うなら、分ぶん析せきの結果、そのチップと『ヘカトンケイル』の外装は、ロスト・シップの装甲と同じ材質でできています。

　現人類の技術では、製造不可能なはずですが……

　おそらくは、『デュグラディグドゥ』たちから引き出したデータと技術とで、『ヘカトンケイル』内部で製造したものと思われます」

「……ちょっ……

　ちょっと待ってよ……じゃあ、あの『ヘカトンケイル』って……」

　慄りつ然ぜんとつぶやくミリィに、キャナルはまたしてもうなづいた。

「そう──

　いわば、この世界で造つくられたロスト・シップ。

　魔王デユグラデイグドウを護まもる、六番目の武器──

　巨大戦艦『ヘカトンケイル』──」




「──どうします──提てい督とく──」

　問いかける副長の声には、多た分ぶんにおびえの色がふくまれていた。

　当とう然ぜんである。

　全長二〇キロもの物体が、宇宙戦艦並の速度で移動を開始したのだ。

　まともな相手ではない、ということは、最初からわかっていた。

　しかしまさか、これほどまでに常じよう軌きを逸いつした相手だとは思っていなかった。

　──勝てる相手ではない──たとえ増援が来たとしても──

　そんな思いが頭をもたげる。

　しかし──クラーコフは迷まよわず即そく答とうした。

　ただ一言。

「──征ゆく──」

　と。




「──これで私の──切り札は消えました──」

　キャナルは言った。苦にがい口調で。

「かつて奴やつらを封ふうじた方法──互たがいのエネルギーを相そう殺さいするやりかたが。

『ヘカトンケイル』のエネルギーが何かはわかりませんが、もしそれが、奴らと違うものならば──

　たとえ『デュグラディグドゥ』と『ボーディガー』のエネルギーをゼロにしても、接続コネクトしている『ヘカトンケイル』のエネルギーまでは消せません。

　すぐさまエネルギーを補ほ充じゆうされて──

　こちらだけが力尽つきます」

「……じゃあもし、『ヘカトンケイル』のエネルギーが、あいつらと同じものなら？」

「……膨ぼう大だいなエネルギーを相殺し切れずに、やはりこっちだけが力尽きます」

　ミリィの問いに答えるキャナル。

「つまりは──真まっ向こう勝負しかねえ、ってことか!?」

　操そう艦かんの手を休めずにケインが問う。

「そういうことです。

　しかもこちらは余よ力りよくを残のこして。

『ヘカトンケイル』を倒たおしても、『デュグラディグドゥ』に逃げられればすべておしまいですから。

　つまり──奴が潜ひそむ『ヘカトンケイル』を倒し、脱だつ出しゆつしてきた奴を倒す──

　そこまでやってはじめて使えるんです。

　勝しよう利り、という言葉が」

「面おも白しれぇ！　やってやろーじゃねーかっ！

　リープ・レールガン発射準備！

　まずはまわりのチップを、片かたっ端ぱしからたたき落とす！

　ミリィ、できるな！」

「もちろんっ！」

　吠ほえるケインに応こたえるミリィ。

　目標地点──あるいは着弾点に、小さな転てん移い装そう置ちをばら撒まき、周囲の空間ごと目標の一部を転てん移いさせる──つまり、空間ごと相手をえぐり取るリープ・レールガンならば、空間レンズの干かん渉しようも関係なしに、『ヘカトンケイル』のチップを撃げき破はできるだろう。

　しかし──

「待ってください！

　水をさすようですが、現在、リープ・レールガンの残弾は百。

　対して、『ヘカトンケイル』を護まもる複合チップの数は二百。

　たとえ全弾命中させても、半数は残ります」

　キャナルの指し摘てきに、ケインはしばし沈ちん黙もくし──

「──わかった！

　なら手はひとつ！

　宇Ｕ宙・軍Ｆと同じ戦法だ！

　チップと本体との間に割り込んで、接近戦を行う！」

「ムチャですっ！」

「知ってるっ！

　ミリィ！　突入直前に、リープ・レールガンで、近くのチップを、片っ端から叩たたき落としてくれ！

　接近の時に、空間レンズを変なふうに使われたら、こっちの船体がバラけちまうかもしれねーからなっ！」

「りょーかいっ！」

　ケインの無茶な作戦に、あっさり同意するミリィ。

「──ちょっと……！」

「──おぼえてる？　キャナル？」

　キャナルが上げかけた抗こう議ぎの声をさえぎって、ミリィは、静しずかな口調で、

「前に、ケインが言ってたこと。

『ケンカはムチャした方が勝つ』って。

　この戦いけんかには、絶対勝たなきゃならないんでしょ？

　なら──すこしくらいのムチャもしかたないわよっ！」

「……なんか……

　ケインに似にてきましたね……ミリィ……」

「似てきた、ってどーいう意味よっ!?　失礼ねっ！」

「失礼ってのはどーいう意味だっ!?　失礼だぜっ！」

　二人の言葉に苦笑を浮かべ、キャナルは画面に映った『ヘカトンケイル』へと目をやる。

「──わかりました。

　その無茶、わたしも乗りましょう！

　こういうのはどうです？　チップの一部を撃破、『ヘカトンケイル』に接近後、外装にそって移動の後、まずは『ボーディガー』を叩く！

　おそらくその爆発は、『ヘカトンケイル』にもそれなりの被ひ害がいを及ぼすはずです！」

「よっしゃ乗ったぁっ！

　キャナル！　進しん路ろをシミュレート！　データをこっちに回してくれ！」

「了解っ！」

　応こたえてほどなく、ケインの前のディスプレイに、『ヘカトンケイル』への接近ルートが示される。

「正しよう直じき言って、奴が空間レンズや照準サイトチップを使う以上、比ひ較かく的てき安あん全ぜんなルート、などというのはどこにもありません！

　選えらんだのは、短時間で『ボーディガー』への接近ルートが取れるコースです！」

「上じよう等とうっ！」

　続いて、ミリィが前にした画面には、『ヘカトンケイル』の部分図と、『ソードブレイカー』の侵しん入にゆうルート。そしていくつかの赤い点と、黄色い点とが示される。

　二色の点は、ゆっくりと、しかし確かに移動している。

「敵のチップの有ゆう効こう出しゆつ力りよく範はん囲いは不明ですが──

　最低限、突入以前に、赤でマーキングしたチップは確実に潰つぶしてください。

　黄色でマーキングしたものも潰してもらえれば、安全性と確実性ははね上がります」

「……結けつ構こう数があるわね……」
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「無理ですか？」

「何言ってんのよ、キャナル」

　言ってミリィはウインクひとつ。

「あたしが本気になったら、確率計算もなんのそのっ！

　さっきじゅーぶんに見たでしょ？　あたしがチップ落としまくるの！

　こんなの落とすの、ちょろいちょろいっ！」

「その意気でたのみますよっ！

　──突入コースに入ります！」

「おっしゃ行くぜぃっ！」

　ケインが吠ほえる。

　そして『ソードブレイカー』は、降り来る砲撃の中へと突つっ込んで行った。




「全艦、ミサイル発射！

　爆発位置は『ヘカトンケイル』手前にセット！

　ミサイル自体は通用しなくとも、敵のセンサーをくらませ、砲撃精度を落とすくらいの効果はあるはずだ！」

　クラーコフの指令が全艦に飛ぶ。

　そして、無数のミサイルが、『ヘカトンケイル』の巨体へと向かう。

　閃ひらめく無数の光こう芒ぼう。

「全艦機関全速！

　エンジンが灼やけてもかまわん！　突っ走れ！」

　──完全に提督失しつ格かくだな──などと頭の隅すみで思いつつ、クラーコフは声をはり上げていた。

　かつて前線で、宇宙海かい賊ぞくたちと始し終じゆうやりあっていた、若い頃ころをふと思い出す。

　今は、提督などという大たい層そうな地位におさまってはいるが、自分は司令官というよりも、戦士なのではないだろうか。

　彼はふと、そんなことを考える。

「──だ──大だい丈じよう夫ぶなんですか!?　提督!?」

　そばに佇たたずむ副長が、クラーコフとは対照的に、腰の引けた声を上げる。

「──わからんか？

『ヘカトンケイル』は移動した。

　こちらから離れる方向に。

　それはつまり──『こちらの艦隊に、ふところに入り込まれると困る』と宣言したのも同じことなのだ」

「……そ……そうかもしれませんが……」

「怖こわいのなら、かまわん。退たい艦かんしたまえ。とがめはせん」

「そういうわけにはいきませんよ……

　……というか、この状況で、おざなりのエンジンしか積んでいない脱出ポッドなんぞで外に出る方が、よっぽど危険ですよっ！」

「そうか。それもそうだな。

　ならあきらめてつき合え」

「提督ぅぅぅぅぅぅっ……」




　──正直な話──

　彼は少し、戸と惑まどっていた。

　何なのだ？　この宇Ｕ宙・軍Ｆの動きは？

　彼らの射程をはるかに超える、長距離砲撃で、何隻もの船を落としてみせた。

　迫る機動兵器の群むれを、空間レンズを利用した砲撃で一いつ掃そうしてみせた。

　そして、必死で接近して来るのを嘲あざ笑わらうように、移動し、遠ざかってみせた。

　ここまでやれば、絶望してもいいはずだ。

　あきらめて、逃げに走るのが当たり前だろう。

　なのに、なぜ向かって来る？

　効きもしないミサイルを、高価な妨ぼう害がい波はとして使い、こちらの砲撃精度を少しでも落とそうと、まさに涙なみだぐましい努力をしながら、それでも少しずつ、確実に、この『ヘカトンケイル』に迫りつつある。

『デュグラディグドゥ』には理解できなかった。

「──気づいているのかもしれんな──」

　スターゲイザーは言う。

　その部屋にわだかまる闇に向かって。

「ここにいるのが──生きとし生けるものたちの、天てん敵てきだということに──

　──いっそのこと──

　使うか？　『システム・ダークスター』を？

　そうすれば、残るのは私だけとなる」

　スターゲイザーの問いかけに、闇はしばし、沈黙し──

　──いや……無む駄だに消しよう耗もうするわけにはいかん……

　生きるものたちなどどうとでもなる……しかし『ヴォルフィード』には……いまだ我々の知らぬ部分があるやもしれぬ……

　使うとしても、それは『ヴォルフィード』を沈黙させた後だ──

　苦にがい呻うめきが空間に満ちた。




「………………」

　もう何があっても驚おどろかない。

　何回そう心に誓ちかい、何回それを破っただろうか。

　その場に呆ぼう然ぜんと立ちつくし、レイルは頭の片かた隅すみで、ふとそんなことを考えた。

　さきほど立ち寄った主司令室メイン・オーダールームでもそうだった。

　何かが起こっている──とは思っていたものの、まさか、この『ヘカトンケイル』が、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊との全面戦争をやっていようとは、さすがに予想しなかった。

　自分がここに入ってからの、詳しい経けい過かはわからないが、ともあれわかったのは、宇Ｕ宙・軍Ｆとこの『ヘカトンケイル』が交戦状態に入ったこと。そして主司令室そこにすら、マップのブラック・ボックスになっていた部分の情報はない、ということだけだった。

　未知の部分へのルートもわからず、ここは宇Ｕ宙・軍Ｆと交戦中。

　となればもはや、これ以上レイルが『ヘカトンケイル』に留とどまる理由はなかった。

　もともとは、捜そう査さの口こう実じつをつくるためにやって来たのだから。

　ここが宇Ｕ宙・軍Ｆと正しよう面めん衝しよう突とつしている現状では、もはや犯罪の証しよう拠こだの何だのと言った段階の話ではない。ここはさっさと脱出するのが賢けん明めいだった。

　レイルは、もよりの脱出ポッドに向かって通路を進み──

　たどり着いたその先──つまりこの場所で、思わず立ちつくしていた。

　いくつもの脱出ポッドがずらりと並んでいるはずだったのだが──そこにあったのは、分解された残ざん骸がいだった。

　まだ原型を残したポッドには、例の黒いマシン──『ブラックスミス』がはりついて、着々と解体作業を進めている。

　おそらく、『ヘカトンケイル』をコントロールしているものが、乗員の脱出を、完全に封じるために行った措そ置ちなのだろう。

「……どうする……おい……」

　自問をしても、むろん答えは返って来ない。

　非武装のこのパワード・スーツで『ブラックスミス』を排除して、脱出ポッドを修理して──などというのは当然論ろん外がい。

　パワード・スーツで直接宇宙に出るという案あんも、一瞬頭をかすめた。当然これなら、ある程度、宇宙でも活動ができる。

　──が、外は戦闘のまっ最中。そんな中に、パワード・スーツ姿でのこのこ出て行ったりしようものなら、敵とみなされて問もん答どう無む用ようで撃ち落とされるのが関せきの山だろう。

　さすがにそこまで、無茶をやるつもりはない。

　普通の宇宙服に着き替がえて──というのも、これまたはなはだ心もとない。

　このぶんでは、おそらく他の脱出ポッドも、同じような状態だろうと予想はつく。

　──予想はつくが──

「……行ってみるしか……ないか……」

　とりあえず、こんなところに佇たたずんで、解体作業を眺ながめていても、仕し方かたないことだけは確かである。

　力なくつぶやくと、レイルはもと来た道を戻もどりはじめた。




　白い船体が宇宙を走る。

　前方にわだかまる、黒い闇を目ざして。

　無数にきらめく砲ほう撃げきの雨をかいくぐり──

「攻撃中止！　サイ・バリア、フルパワー展開！」

　ケインの声が響ひびいたのは、ミリィの指が、リープ・レールガンの発射スイッチにかかった時のことだった。

　なぜ？　と問う者はない。

　ミリィは、はじかれたように、その手を火か器きコントロール・パネルから離し、キャナルは即そく座ざにサイ・バリアを展開する。

　瞬間。




　ごぅんっ！




　衝しよう撃げきとともに宇そ宙らが輝かがやいた。

　ディスプレイに映る光こう景けいすべてが白はつ光こうし、わずかの後に、もとの映像へと復ふつ帰きした。

「バリア解除！　何だ!?　今のは!?」

「全方位からの砲撃です！」

　ケインの問いに言うキャナル。

「全方位!?」

「『ヘカトンケイル』の砲座が一斉射撃を行い──その全弾が、三六〇度全方位から向かって来たんです！」

「ンな馬鹿な！　空間レンズ使ったって無理だろーが!?　ンな真ま似ね！」

　たしかに空間レンズを使用すれば、『ヘカトンケイル』の全砲撃を、一点に収しゆう束そくすることは可能だろう。

　しかし、空間レンズが『ヘカトンケイル』の周囲にまとわりつくような形で存在している以上、その砲撃は、『ヘカトンケイル』の方向からのみ来るはずだった。

「無理ですね！　空間レンズのみを使ったのでは」

「──照準サイトチップか!?」

　ケインは叫さけんだ。

「ええ。空間レンズである程てい度ど軌き道どうをコントロールした砲撃を、あたりの空くう域いきにばら撒まいた照準サイトチップでさらに屈くつ折せつ。

　全方位からの砲撃にしたんです！」

「冗じよう談だんじゃないわよっ！」

　言ううちにも、ミリィの手がコントロール・パネルの上を滑すべる。

　放はなたれた二弾のリープ・レールガンは、確実に、複合チップの二つを虚こ空くうへと放ほう逐ちくする。

　──が、正しよう直じき、焼け石に水、の感はぬぐえない。

「あの『ボーディガー』って、ンないっぱい、照準サイトチップかかえてんの!?」

「データでは、五つひと組で十セット……五〇基きのはずですが──

　同じものを『ヘカトンケイル』で量りよう産さんした、と思われます！」

　──考えてみれば、予想されるべき状況だった。

　照準サイトチップは、『ソードブレイカー』が接近して来た方向に、すでに配はい置ちされていた。

　むろんそれは、適当に配置して、たまたまその方向から『ソードブレイカー』が近づいてきた、などというわけはない。もともと『ヘカトンケイル』を中心とした、広い一定の空域にチップを配備していたのだ。

　当初の、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊への超長距離砲撃を可能にしたのもまた、それゆえだった。

「来るぞ二発目！　バリア！」

　ケインの声に従って、『ソードブレイカー』をバリアが包み──




　ぐごぉんっ！




　二度目の砲撃をなんとか防ふせいだ。

「こうなりゃますます──」

『ソードブレイカー』は、光が消えるのを待ってバリアを解かい除じよし、加速をかけた。

「ふところに飛び込んで叩たたくっきゃねーかっ！

　ミリィ！　リープ・レールガン……」

　ことばが終わらぬそのうちに。

　がぐんっ！

　小さな揺ゆれが船体を襲おそう。

「なんだ!?」

「牽引トラクタービームです！」

　キャナルが叫さけぶ。

　宇宙船に使われている外装の材質と反応し、牽けん引いん・拘こう束そく能力を発はつ揮きするもので、攻撃力などは全くない。

『ヘカトンケイル』は、もともとの名めい目もくは試し作さく実験工場。当然、物ぶつ資しの搬はん入にゆう口こうもあり、貨物船などを導みちびくための牽引トラクタービームも設置されている。

　それを高出力、広こう範はん囲い化かしたものを、『ソードブレイカー』がバリア解除するタイミングを読んで、あたりに照しよう射しやしたのだろう。

　広範囲に照射しているせいで、宇宙船のエンジン出力を上うわ回まわるほどの拘束力を発揮することなど不可能──ではあるのだが──

　機動力をある程度殺すには充分だった。

　これで『ソードブレイカー』の機動力を落として砲撃で仕し留とめる──

　その策さくを、ケインは瞬時に読みとり、迷わず指示を出した。

「キャナル！

　外がい装そう強きよう制せい排はい除じよ！」

「了解っ！」




　──瞬間──

『ソードブレイカー』の白い船体がはじけて散った──

　外からは、おそらくそう見えただろう。

　しかし、違う。

　本来の外装の上に、さらに装そう甲こうを配はいし、外見とフォルムを変えていた──

　その、いわばカムフラージュ用の外装を、炸さく薬やくを使って強制排除したのだ。

　そしてそれは、本来の姿へと戻る。

　──黒い装甲に覆おおわれた、どことなく生物を想おもわせる、有ゆう機き的てきなフォルム。

　全長一九五Ｍ。

　戦闘封印艦ソードブレイカー『ヴォルフィード』。




　闇よりも黒い船体が虚空を駆かける。

　さきほどまでより、さらに速く。

　──体が──軽い──

　キャナルは、心地ここちよい開かい放ほう感かんを味わっていた。

　依い然ぜんあたりは、牽引ビームの照射範囲のうちなのだが、外装の材質そのものが違う以上、もはやそれは何の意味もなさなかった。

　そして、カムフラージュのための外装を排除し、軽くなった船体は、今まで以上にクリアに反応し、加速する。

「行くぞ！　ミリィ！　キャナル！」

『了解っ！』

　ミリィの指が砲座を操あやつり、キャナル『ヴオルフイード』の胸が熱く鼓こ動どうする。

　──ようやっと──本当の姿を見せたな！　『ヴォルフィード』！

　声が届く。闇の声が。居い合あわす全員の頭の中に。

「──ほんとうは──あんまり好きじゃあないんですけどね！　この姿は！」

　キャナルは言う。

「けど今は──見た目にこだわっている場合じゃありませんからね！

『デュグラディグドゥ』！

　ここは彼らの世界よ！

　彼らの夢は彼らが紡つむぐ！

　すロでスにト失・わユれニたバ世ー界スの遺のこした悪夢ナイトメアの居い場ば所しよはどこにもないわ！

　悪夢はここで終わらせる！」

　──人ひ間とにとっての悪夢こそ、我にとっての永と遠わなる平へい穏おん！　居場所がないというのなら、自らそれを造り出すだけのこと！

「やかましいっ！」

　ケインが横から割わって入る。

　遺のこされたものたちの会話に。

「悪夢が見たけりゃ、自分てめえ一人で勝かつ手てに見てろ！　ひとさまにまでンなつまらねぇもん押おしつけるんじゃねえっ！

　すぐにぶちのめしてやるから、夢見てぇならそれからにしろ！」

「ケインに同感っ！」

　言ってミリィの手がパネルの上を滑る。




「──おおおおおおおおおおっ!?」

　闇の中。

　声を上げたのは、スターゲイザーか、闇そのものか。

『ヘカトンケイル』周囲に配置した、複合チップの一部の反応が、すさまじいペースで消失しているのだ。

　むろん『ヴォルフィード』の砲撃によるものである。

　しかしその射しや撃げき精せい度どは、『デュグラディグドゥ』の予想を超えていた。

　チップが撃げき墜ついされた箇所を見れば、よくわかる。『ヴォルフィード』が次に何をするつもりなのか。

『ヘカトンケイル』外装と、複合チップの間に割って入るつもりなのだ。チップの干渉を消すために。

　そしておそらく、まず狙ねらうのは──




「──見えたぜっ！　『ボーディガー』！」

　ディスプレイに映し出されたその映像に、ケインは思わず吠ほえていた。

『ヘカトンケイル』から屹きつ立りつする、ビルのようなその巨きよ体たい。

　超長距離砲撃艦『ボーディガー』。

　基き底てい部ぶを、まるで根ねづいた巨きよ木ぼくのように、『ヘカトンケイル』の中へと埋まい没ぼつさせている。

『ヘカトンケイル』にはりついた砲座からの砲撃はいまだあるものの、さすがにさきほどのような、空間レンズを利用した多方向からの砲撃はない。

　当然である。もしもそんなことをすれば、単に『ヴォルフィード』が回かい避ひするだけで、砲撃は『ヘカトンケイル』自身を傷つけることになるのだから。

　この位置を取ったからには、第一の目標は、当然当初の予定通り──

「まずはザコからぶち倒す！　サイ・ブラスター一いつ斉せい掃そう射しや！」

「了解っ！」

　──人間ごときに──ザコ呼ばわりされるいわれはないっ！

『ボーディガー』の『声』が頭に響ひびく。

「くやしかったらよけてみなさいっ！」

　ミリィが叫んだ。

『ヴォルフィード』から放たれた、十数条の光の槍やりは、まっすぐその巨体へと向かい──刹せつ那な。

『ヘカトンケイル』との接続を解放し、まるではじき出されるように、『ボーディガー』の巨体が虚空に踊おどる！

　そのまわりには五つの複合チップ。

　複合チップで自身の慣性を殺し、撃ち出される弾丸のように、『ヘカトンケイル』から高速離り脱だつし、砲撃をかわしたのである。

「うあ!?　ほんとーによけられたっ!?」

「だぁぁぁっ！　ミリィっ！　おめーがよけーなこと言うからっ！」

「あたしのせいなのっ!?」

「とりあえずそーいうことにしとけっ！」

　──長距離砲撃だけが特長だと甘あまく見たな!?

『ボーディガー』の船体にはりついた、無数の副砲が光を放つ。

　発生した空間レンズが、その軌道を変更し──

『ヘカトンケイル』を巻き込むことさえかまわずに、雨となって『ヴォルフィード』に襲おそいかかる！




　ぐがぁんっ！




　爆音。振しん動どう。

「右う舷げん翼よく部ぶ被ひ弾だん！　戦闘への影えい響きよう軽けい微び！」

　そしてキャナルの被害報告。

　しかしケインはひるまない。

「借り物の力で──いばるな三流っ！」

　速度をゆるめず、まっすぐに、『ボーディガー』目がけて突っ込んでゆく！

「ミリィ！」

「了解っ！」

　リープ・レールガンの乱らん射しやが、近くに漂ただよう──そして、『ボーディガー』にまとわりつく複合チップを消し去ってゆく。

　──突っ込むだけで勝てると思うのか!?

　嘲ちよう笑しようのことばとともに、バリアを展開する『ボーディガー』

　しかし『ヴォルフィード』は、衝しよう突とつの寸すん前ぜんに軌道を変え、バリアをかすめて、虚空へと行き、過ぎる。

「人間こつちがそんなにバカだって思ってたのか!?」

　吠えてケインは、船体を百八十度回転させ、エンジンを全ぜん力りよく噴ふん射しやさせた。

　ぎぢっ！

　滅め茶ちやな機動に、遺失宇宙船ロスト・シツプの慣性中和装置さえもが悲ひ鳴めいを上げて、構造材をきしませる。

　わずかの間を置きそのまま反転、加速をかけながら『ボーディガー』に向かってつき進む！

　──まさか──!?　正気か貴き様さま!?

「知らねえよっ！」

『ボーディガー』は、バリアを解除し、あわてて回避に移ろうとするが、今の『ヴォルフィード』に比べると、複合チップを失ったその巨体の動きは、あまりにも遅おそかった。

　──くそぉぉぉぉぉぉっ！

　回避は不ふ可か能のうだと悟さとり、『ボーディガー』は再度バリアを展開する。

　ふたたびあたりに集まりつつあった、『ヘカトンケイル』の複合チップを、ミリィの砲撃が粉ふん砕さいし──

「サイ・バリア展開っ！」




　どがぁっ！




『ヴォルフィード』は、バリアを展開したままの『ボーディガー』に激げき突とつした！

　多少勢いきおいを減げんじながらも、二隻はそのまま『ヘカトンケイル』に突っ込んだ！




　がぐじゃあぁぁぁぁぁっ！




　激はげしい振動と破は砕さい音おん。

　巨きよ大だい質しつ量りようの激げき突とつは、ロスト・シップと同じ材質で覆おおわれた、『ヘカトンケイル』の外装を粉砕・陥かん没ぼつさせていた。

「バリア解除！　逆ぎやく噴ふん射しや、離り脱だつとともにリープ・レールガン及びサイ・ブラスターの時間差一斉射撃っ！」

　バリアを張ったまま『ヘカトンケイル』の外装にめり込んでいた『ボーディガー』は、一いつ旦たんバリアを解除し、回かい頭とうを試こころみる。

　そこに──『ヴォルフィード』からの砲撃が来た。

　あわててバリアを再展開する『ボーディガー』。

　だが。最初に来たのは、リープ・レールガンの攻撃だった。

　バリアの各部が、船体の表層が、空間ごと削けずり取られる。

　そして刹せつ那なの間まを置いて──

　バリアの綻ほころびを縫ぬい、サイ・ブラスターの輝かがやきが巨体を貫つらぬいた！

　──ゅおおおぉぉおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉおおおっ！

　獣けものにも似た絶叫が、音にならない断だん末まつ魔まが、宇そ宙らに、頭の中に響き──




　ぐごぉぉぉぉぉぉぉぁんっ！




『ボーディガー』の巨体が白光と変わる！

「バリア展開！」

　至し近きん距きよ離りからの爆ばく発はつ衝しよう撃げき波はが、『ヴォルフィード』の船体を激しく揺ゆらす。

　光の消えたそのあとには──

『ヘカトンケイル』の表層に、ぽっかりと、黒い穴が口を開けていた。

　爆発によって生じたクレーター。

　そのクレーターのさらに奥に、『ヘカトンケイル』内部深くへと通じる、黒い縦穴ピツトが口を開いていた。

「──あれは──？」

「おそらくあれが、『ボーディガー』の発進口でしょう」

　ケインのつぶやきにキャナルが答えた。

「なら──

　あの奥にいるのか!?　『デュグラディグドゥ』も!?」

　ケインが言う。瞳ひとみの奥に、決意の色を秘ひめ。

「……ってケイン、ひょっとして、あそこに突っ込もう、とか思ってますね……？」

「おうよっ！

　でかぶつをぶち倒すには内側から、ってのが、昔っからの相そう場ばだぜっ！」

「水をさしてすみませんけど、あの奥に奴やつの気け配はいはありません。

　おそらく、別の発進口だと思います。

　もしも奴が、『ヘカトンケイル』を自爆させてでも、こちらを倒すつもりがあれば──わかりますね。どうなるか」

「……ゔっ……！」

　キャナルのことばにケインが呻うめく。

　うかつに内部に突っ込めば、『デュグラディグドゥ』が別の場所から脱出し、『ヘカトンケイル』を自爆させる可能性が高い。

　さすがにサイ・バリアといえど、全長二〇キロもの巨体の自爆に、果たして耐えられるかどうか──

　そして、もし耐えきれなかった場合。

　脱出した『デュグラディグドゥ』は、迷わず、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊に対し、システム・ダークスターを発動させるだろう。

　──現在の人類の科学技術では、光の速度を超こえるには、その精神力を物理応用するために、搭とう乗じよう員いんの存在が必要不可欠となっている。

　つまり宇Ｕ宙・軍Ｆには、無人艦、というものが基本的には存在しないのである。

　となれば──『デュグラディグドゥ』は、この銀河で無敵の存在となる。

　繰くり返されるのだ。殺さつ戮りくが。

「──えぇいっ！

　ならとりあえず、砲撃だっ！

　サイ・ブラスター叩たたっ込こんでやれっ！」

「りょーかいっ！」

　ケインの言葉にミリィが応こたえ、闇を孕はらんだ奈な落らくへと、サイ・ブラスターの光が走る！

　──が。

　光が闇に届くより速く。深い縦たて穴あなを、いく枚もの扉シヤツターが塞ふさぐ。

　ごっ！

　サイ・ブラスターの砲撃は、おそらくは、シャッターの何枚かを、軽く貫かん通つうしただろう。

　しかし、中核部までは決して届いていない。

　もしもケインが、今の縦穴に突っ込んでいたら、扉を閉ざされ、身動きを取れなくされていただろう。

「──ちっ！

『デュグラディグドゥあいつ』の居い場ば所しよがわからねえ限り、うかつなことはできねえ、ってわけか!?

　地じ道みちに『ヘカトンケイルでかぶつ』つついてろ、ってか!?」

「やってやろーじゃないのっ！」

　吠えてミリィの撃った砲撃が、接近しつつあった複合チップを直撃した。







　どぉんっ！




　振動が、通路を大きくゆるがした。

「……な……なんだ……？」

　壁に手をかけ、つぶやいてから──レイルは気づく。

『何だ』も何もあったものではない。決まっているではないか。

　宇Ｕ宙・軍Ｆの攻撃に。

　さきほどから、遠く、近く、いくどもの揺れがこの『ヘカトンケイル』を襲おそっている。

　しかし今のは──ひときわ大きく、近い。

「……ヤバいことにはなってないでくれよ……」

　言いながら、もはや何枚目になるのかもわからぬ隔かく壁へきを開き──

「…………なってやがる…………」

　足を止め、憮ぶ然ぜんと言った。

　通路の先が、なくなっていた。

　ひしゃげて潰つぶれ、そこから宇宙を覗のぞかせている。

「……………………」

　しばらく無言で佇たたずんでから、それでも一応、宇そ宙との様よう子すを見てみようと、破れた通路の方へと向かう。

　近づいて、破れた箇所から外を見て──

「………………」

　レイルは言葉を失なくしていた。

　今のは宇Ｕ宙・軍Ｆの砲撃か何かだったのだろう。

　彼はそう思っていた。

　しかしその目の前にあったのは、巨大なクレーターだった。

　何か、かなり大規模の爆発がそこであったのだろう。『ヘカトンケイル』の大地がえぐれ、その底に、黒い縦穴を覗かせていた。

　そして、レイルの見ているその目の前で、縦穴に向かって幾いく筋すじもの光条が降り注ぐ！

　上空の、黒い宇宙船が放ったものである。

　──やばいっ！

　反射的に身を固くするが、砲撃は、吸い込まれるように縦穴の奥へと消え──それきり何も起こらなかった。

　砲撃をした黒い宇宙船は、わずかな時間、その場にとどまってから、『ヘカトンケイル』からの砲撃を避けつつ、移動していった。

　──軍の船じゃあなかったようだが……まあいいか。それより問題は、これからどうするか、だが──

　レイルは視線を、クレーターの方に戻もどす。

　たしか、さきほど引き出したマップによると、このあたりは──

　例の、地図に記き載さいされていない──いわばブラック・ボックスになっている部分の一部だった。

　──どうする──

　レイルは自じ問もんした。

　ここからなら、一いつ旦たん宇宙に飛び出して、爆発の破は砕さい口こうから、その区域に入ることは可能だろう。

　ひょっとしたらそこには、脱出の糸いと口ぐちがあるかもしれない。

　むろん、一層の危険が待ち受けているかもしれないのだが。

　かといって、このまま脱出ポッドの設置場所巡めぐりをするのも不ふ毛もうな話である。

　そもそも、この『ヘカトンケイル』に、無事な脱出ポッドなどがあるのかどうかすら不明なのだから。

　……賭かけは……得意じゃないんだがな……

　胸の裡うちでつぶやいて、レイルは足を踏ふみ出した。




『ヘカトンケイル』の表層に白光が閃ひらめく。

『ヴォルフィード』の砲ほう撃げきが、いくつ目かの砲座と、複合チップの一つを破壊する。

　しかし──どれだけ弾たまを撃ちまくり、いくつ砲座を潰つぶしても、『ヘカトンケイル』からの火線の量は、少しも減へったような気がしない。

　むろんそれは気のせいである。砲座を潰せば潰すだけ、確実に、火線の量は減っていた。

　──しかし──

　減った火線の量以上に、『ヴォルフィード』の行こう動どう範はん囲いも減げん少しようしていた。

『ボーディガー』を沈めた『ヴォルフィード』は、ふたたび『ヘカトンケイル』表層と、複合チップとの間に入り込み、見み境さかいのない砲撃を続けていた。

　リープ・レールガンの残弾数は残りわずかとなり、それとほぼ同じ数の複合チップが、『ヘカトンケイル』の周囲から消えたはずだった。

　しかし『ヘカトンケイル』の移動速度は全く変わらず、空間レンズもいまだ健けん在ざいである。

　当然、『ヴォルフィード』の移動可能範囲は、『ヘカトンケイル』表層からチップの配はいされている間の、狭せまい空間に限定され、回かい避ひもむずかしくなる。

　そこに、火線が集中した。

『ヘカトンケイル』の、自身の表面を削けずることさえ恐おそれぬ砲撃が。

　どうやら『ボーディガー』を失い、『ヘカトンケイル』を自分で傷つけぬよう、などという考えは捨てたらしい。

「サイ・バリア！」

　十じゆう字じ砲ほう火かに、避けきれず、ケインがバリアの展開を命じる。

　張られたバリアは、砲撃のことごとくをなんとか防ぎ──

　瞬間。頭上の空間がゆらめいた。

　──まずいっ！

　それは、ケインの本能が上げた叫びだった。

「バリア解除！　全速回避！」

　瞬時にキャナルが反応する。

『ヴォルフィード』の船体は、滑るように横へと移動し──




　ごがぁっ！




　爆音と、揺れとがコックピットを揺らす。

「左さ舷げん被ひ弾だん！　旋せん回かい能のう力りよく五％減少！　サイ・ブラスター第四砲座使用不能！」

　いくつかのレッド・ランプのまたたきに、キャナルの声が重なった。

「空間レンズを利用して、こっちのバリア上面をがら開きにしたんですっ！

　リープ・レールガンと似た原理ですっ！」

「どちくしょうっ！　バリア使わずひたすらよけろ、ってか!?」

　ケインが毒づく。

　全面にバリアを展開すれば、当然速度は鈍にぶくなる。そこを狙ねらって、上面からの砲撃をかけられれば、完全回避は不可能である。

「一いつ旦たん上に出るってのは!?」

「リープ・レールガンの残弾数があまりありません！」

　ミリィの案に、キャナルが言う。

　突入の時がそうだったのと同じように、離脱の時にも、複合チップを破壊する必要はある。その時にはリープ・レールガンを使うことになるのだが──

「離脱は可能でしょうけど、再突入が可能かどうかは……

　もし不可能なら、リープ・レールガンの弾丸を一定量生産するまで、攻撃には出られなくなります！」

「なら結局──相手むこうの弾た丸まを減へらすしかないわけねっ！」

　ことばを交わしながらミリィの放った砲撃が、『ヘカトンケイル』の砲座のいくつかを沈黙させ──

　ごごっ！

　砲撃が『ヴォルフィード』の船体をかすめる。

「左さ舷げんに被弾！　損そん害がい軽けい微び！　戦闘に支し障しようなし！」

　キャナルが叫さけぶ。

「──くそっ！　このままじゃあジリ貧ひんかっ!?」

　ケインが毒づく。

『ヴォルフィード』も、『ヘカトンケイル』に対して、それなりの損そん害がいは与えている。

　しかし、『ヘカトンケイル』の巨体にとっては、それがどれほどのダメージになっているのかは不明である。

　宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊も攻撃を続けてはいるのだが、効果はほとんど上がっていなかった。

　そして何よりも問題なのが──

『ヘカトンケイル』内部に、座して動かぬ『デュグラディグドゥ』は、いまだ何の傷さえ受けていない、ということだった。




　瓦が礫れきと化した壁を蹴けり、レイルは宇宙に身を躍おどらせた。

　わずかな宇宙遊ゆう泳えいの後、壁の裂さけ目にたどり着く。

　そこから先は──ブラック・ボックス・エリアのはずだった。

　あたりには、さきほどの爆発でやられたのか、さまざまなものの残ざん骸がいが漂ただよっていた。

　その中には、通路で出会った黒いマシン、『ブラックスミス』の残骸もある。

　破砕口の奥は、『ヘカトンケイル』の奥へと続く、巨大な縦穴。

　縦穴の奥は、暗い闇。

　その闇の一角に、またたく光が見えた。

　──何だ？

　パワード・スーツのモニターを、暗視モードに切り替かえて、光のあたりをズームする。

　さきほどの、黒い宇宙船の砲撃でやられたのだろう。縦穴の壁へき面めんに、大きな傷ができていた。

　そしてその傷口に、びっしりと、黒いマシン、『ブラックスミス』がはりついていた。

　アームについたビームトーチを使って、破損箇所の修理を行っているのだ。

　その、無数に閃ひらめく光が見えていたのである。

「……あいつ……ガード・マシンだと思ったら、自動修復装置も兼ねてるのか……

　──と、待てよ……！」

　レイルの頭に、ある考えが閃いた。

　あれが『ヘカトンケイル』の自動修復装置だとするならば、今まで手に入れたマップの上ではブラック・ボックスになっていた部分のデータも持っているはずである。現に今、彼らが修理しているのも、その、ブラック・ボックス化した部分なのだから。

　そしてさきほど、漂っていた残骸の中に、『ブラックスミス』の姿もあった。

　となれば──

　亀き裂れつの外にふたたび顔を出し、あたりに視線を巡めぐらせる。

　──目的のものは、わりと近くに見つかった。

　正面のセンサー・アイは砕くだけ、脚のほとんどがもげ取れているが、黒い本体は無傷に近かった。

「これなら──いけるか？」

　壊こわれた脚部を力まかせに引き抜く。パワード・スーツの力あればこそ、である。

　よくわからない装置やケーブルが詰つまった奥に、記憶メモリーチップらしきものをようやく探さがし出し、腕部の情報端たん末まつと接続する。

　しばし情報を検けん索さくし──

「──大当たりビンゴっ！」

　手に入れた『ヘカトンケイル』のマップは、中心核まではっきりと表示されたものだった。

　とりあえずそのデータをコピーして、さらに詳くわしく検索をかける。

　知りたいのはあくまでも、安全な脱出の方法である。ブラック・ボックスになっていた部分に足を踏ふみ入れても、そこに脱出の糸口がないなら意味はない。

　脱出装置らしきものがないか、調査して──

「……ん……？」

　データを調べているそのうちに。

『ブラックスミス』の記憶チップについている、小さなレッド・ランプが、しきりと明めい滅めつしていることに、レイルはふと気がついた。

「……………………」

　いやな予感が背中を走る。

　データのチェックを一時中断し、さきほどの亀裂から、縦穴の奥を覗のぞき込み──

　──そこには、さきほど見えていた、修理の光が見えなくなっていた。

「……おいおい……」

　モニターを、暗視望遠モードに切り替えて──

　彼はそこに、こちらにわさわさ押し寄せて来る、『ブラックスミス』の群れを見た。

　データを引き出したことが、どうやら仲間に伝わったようである。

「──ちょっと待てぃっ！」

　あわてて手にした『ブラックスミス』の残骸をほうり出す。

　しかしもう手遅れである。迫せまり来る群れの赤い瞳ひとみは、まっすぐに、レイルの方を向いていた。

　さすがに今度こそ、見み逃のがしてはもらえないだろう。

　このままこの場に留とどまれば、待っているのは、面白くない運命だろう。

　残された逃げ場所は一つだけ。

　レイルは、パワード・スーツの通信回線を開いた。

「こちら星間警察ユニバーサル・ガーデイアンレイル＝フレイマー！　現在位置は『ヘカトンケイル』外周部！

　至し急きゆう、救きゆう助じよを乞こう！　くり返す！　至急、救助を乞う！」







　ごんっ！




　船体を襲おそうその揺れが、はたして何度目のものだったか、正直言って、もはやケインはおぼえていない。

「右う舷げん上部被ひ弾だん！　第二対空ニードルビーム使用不能！」

「気にすんなっ！　対空砲なんざただの飾かざりだっ！」

　キャナルの被害報告に、ヤケクソ気ぎ味みに言い放つ。

　コックピットに灯ともっているレッド・ランプの数が気にならない、と言えば嘘うそになるが、気にしてどうにかなるものでもないこともまた事実だった。

「ケイン！」

「悪い報告か!?　それとも最さい悪あくな報告か!?」

　ケインの軽口にはとりあわず、キャナルはかまわず言葉を続ける。

「救助信号をキャッチしました！　『ヘカトンケイル』から脱出してきたものと思われます！」

「悪わりィがこちとら手いっぱいだ！　助けてほしけりゃ二日ほど待て、って言ってやれ！」

「発信者は星間警察Ｕ・Ｇのレイル＝フレイマー、って名な乗のってますけど！」

　…………………………

「なにぃぃぃぃぃぃぃいぃぃぃいぃっ!?」

　ケインは思わず声を上げていた。

　顔にも声にも出ていないが、正直、キャナルも同じ思いではある。

「レイル……って……

　たしか、海賊の事件の時に出会った──あの人？」

　砲撃の手をゆるめぬまま、横からミリィが問いかける。

「たぶん……な……

　けど、どーいうことだ!?　そりゃ!?

　──大体だな、こーゆー場合、ピンチになって助け求めてるのは、可か憐れんな美び人じんとか罪もない子供とかってのが相そう場ばだろーがっ！　なんで世せ間けんズレしまくった警けい官かん助たすけなきゃなんねーんだっ！」

「じゃ、見み捨すてますか」

　…………………………………………

「……そーいうわけにも……いかねーだろ……」

　しんそこ不ふ満まんげにそう言って、ケインは船の針しん路ろを変えた。




「──ケイン！　なんでお前たちが──

　……っていうか、この船は一体──!?

　……っていうか、聞いてる場合じゃなさそうだな！　これ！」

「わかってるんなら最初から聞くなっ！　てめぇなんぞ助けたせいで、また二、三発食らっちまったじゃねーかっ！」

　完全に不ふ機き嫌げんな口調でケインが言う。

　──が、レイルの救出は、そう苦労するほどのものではなかった。

　場所は、さきほど『ボーディガー』を撃破した場所。

　そのあたりに、少し滞たい空くうしただけで、レイルの方から勝手に、船体にへばりついて来たのである。

　パワード・スーツを脱ぬぐ間も惜おしんでコックピットに踏ふみ入って──そこでレイルは、知った顔に再会したのだった。

　聞きたいことは山ほどあった。

　しかし、ディスプレイの中を飛び交かう火線の量と、この部屋に灯ともるレッド・ランプの数とを見れば、ゆうちょうに話し込んでいる場合でないことは想像がつく。

　おとなしく、予よ備びのシートに腰こしかけて──




　ごぅんっ！




　そこに、大きな衝しよう撃げきが襲おそう。

「右舷被弾っ！」

「被害状況は!?」

　問うケインに、キャナルは間かん髪はつ入れず、

「聞かない方がいいです！」

「なら聞かんっ！」

　──おいおいおいおいっ！

　後ろで見ていて、さすがにあせりをおぼえるレイル。

　今の衝撃と同時に、室内のレッド・ランプが、三つ四つ一度に追つい加かされたことは、たぶんケインも気づいているだろう。

　全員、口には出さないが、船体にかなりの被害を受けていることは、たった今入ってきたばかりのレイルにもわかる。

　これでは、救出されたと言っても、ちっとも安全になったような気がしない。

「……なあ……一旦離り脱だつした方がいいんじゃあ……」

「無理だっ！」

　言いかけた言葉を遮さえぎり、ケインがきっぱり断言した。

「……無理……ってお前……」

「こいつは──絶対に今、倒さなければならない相手なんですよ」

　ふり向きもせずにキャナルが言う。

「……こいつ、って……『ヘカトンケイル』が？」

「正確に言うと、その中にいるあるものです！」

「倒せなかったら？」

　試しに聞いてみたレイルに、彼女は迷わず、きっぱり答えた。

「──たぶん人じん類るいが滅ほろびます──」

　と。

　…………

　レイルは一いつ瞬しゆん絶句して、

「……聞きたいんだが……ひょっとするとひょっとして……

　今のは笑わらうところか……？」

「『信じられない』って言うのは正常な反応ね！」

　ミリィが砲撃の手を休めぬままに言う。

　──本気だよ……こいつら……

　どう反応していいのか完全にわからなくなって、レイルはふたたび沈黙した。

　人類が滅びる、などという話を信じることはできないが、少なくとも、ケインたちが、『ヘカトンケイル』を倒さずに逃げる、という道を選びそうにないことだけは事実だった。

　なら──レイルの身が安全になるには、たった一つの条じよう件けんを満たすしかない。

　すなわち──『ヘカトンケイル』が撃破されること。

「──なあ──

　実は『ヘカトンケイル』のマップのコピーデータがあるんだが。

　何か役に立つか？」

『……なっ……！』

　そのことばに、全員が同時に声を上げていた。

「──シートのアーム部に接続を！」

　キャナルに促うながされるままに、スーツのコンピューター端たん末まつを、シートの端末に接続させてデータを送る。

　ほとんど間を置かず、メイン・ディスプレイの一角に、さきほどレイルが『ブラックスミス』から取り出した、マップ・データが表示された。

「──深部にまで続く縦穴が六本！

　うち一本の位置は、『ボーディガー』発進口と確認！

　ならば残り五本のうちどれかに奴がいるはず！

　そしてそのうち一本のみ、『ヘカトンケイル』中核部まで届いています！」

「決まりだな！」

　キャナルの報告にケインが声を上げる。

「見つかっちゃあマズいもんと悪役のボスとは、一番深いところにいる、ってぇのが昔っからの相場だからなっ！」

　言いながら、すでに船体を操って、そちらの方へと向かっている。

「キャナル！　プラズマ・ブラスト発射準備！」

「──ほとんどゼロ距きよ離り射しや撃げきですよ！」

「ああ！　ほとんどゼロ距離射撃だ！」

「──了解しました！」

『プラズマ・ブラスト』というのが何なのか、レイルは知らなかったが、『ゼロ距離射撃』という言葉には、妙みように不ふ吉きつなモノを感じる。

「……なあ……お前ら……ひょっとして、無茶なことしようとか思ってないか……？」

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　不安げにつぶやくレイルに、ミリィが言う。

「どっちにしろ、一瞬で終わるはずだからっ！」

「……あの……！　『どっちにしろ』って、どういう……!?」

　聞けば聞くほど不安になりそうな気がして、気弱につぶやき、沈黙した。

　ぐんっ！

　目標地点到とう達たつのすこし前で、ケインは強ごう引いんな操そう艦かんで、艦首を『ヘカトンケイル』の大地へと向ける。

『ヘカトンケイル巨人』の表層は、ほとんどこちらの鼻の先、である。

「増幅ブーストチップ射出！　サイ・バリア展開っ！」

　放出された増幅ブーストチップは、『ヴォルフィード』の周囲、正六角形の位置に静止し、展開されたバリアに接触するとともに、蒼あお白じろい輝かがやきを生み出した！




「──見つけられた!?　ここが！」

　スターゲイザーは、思わず声を上げていた。




「プラズマ・ブラスト！　発射フアイアっ！」
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　ばぢばぢばぢばぢばぢっ！




『ヴォルフィード』のバリアから生まれ出た、無数の蒼あおいプラズマ腕が、『ヘカトンケイル』につき刺ささる！

　そして──

　宇宙は白光に包まれた。








　悪夢の終焉エンド・オブ・ナイトメア




「……う……」

　気を失うしなっていたのは、一いつ瞬しゆんだけだったらしい。

　コックピット内のレッド・ランプの数が、大おお幅はばに増ふえているような気がしたが、あえて考えないことにして、ケインはメイン・ディスプレイに目を向けた。

「──プラズマ・ブラスト発射システム、破は損そん──」

　背せ中なかから、キャナルの声がした。

　いつもより抑よく揚ようのないその声に、なぜかケインは、深い疲ひ労ろうの色を感じ取っていた。

「使用可能な主しゆ武ぶ装そうは、リープ・レールガン一門もん、残ざん弾だん数すう十五。サイ・ブラスター二門。

　あとは対たい空くう装そう備びのみ──

　サイ・バリアは……展てん開かいは可能ですが、いつオーバーヒートするかは不明です。

　そして……

　あいつは──」

　言われるまでもなく、見ればわかる。

『ヘカトンケイル』の巨体の、四分の一ほどが吹き飛んでいた。

　──だが──

　届とどいてはいない。

　中ちゆう核かく部ぶ──『デュグラディグドゥ』のもとまでは。

「……全まつたく……神しん経けい質しつなくらいの防ぼう御ぎよ装そう備びしてるんですから……」

　キャナルがことばを続ける。

「縦たて穴あなを閉とざす何重もの隔かく壁へきに、いちいちバリアを展開してたんですよ……奴やつは……

　いくつかは吹っ飛ばしましたけど、それで中心部までダメージが届かなかったんですよ……おかげでこっちが……爆発に巻き込まれてこのありさま、ですからね……」

　ゆっくりと、ケインは後ろをふり向いた。

　佇たたずむキャナルには、表情がない。

　どこかに支し障しようをきたしたのだろうか。

　しかし、それは問わずに、ケインは言った。

「──どうする──？」

「…………………………」

　しばしの沈ちん黙もくの後──キャナルは言った。

「……正しよう直じき……消しよう耗もうが大きすぎます……

　──力を貸かしてください──」




　きゅぼっ！

　リープ・レールガンの一撃が、縦穴を塞ふさぐ隔壁の一枚を消しよう失しつさせた。

　同時にその奥──縦穴側面の砲ほう座ざから光が放たれる！

　一瞬だけバリアを展開して、砲撃を乗り切るとともにバリアを解かい除じよ。同時に、残った対空砲の全弾を、縦穴目がけてたたき込む！

　それで砲座は沈ちん黙もくした。

　対空砲では、『ヘカトンケイル』本体にさしたるダメージを与あたえることはできないが、ちょっとした砲座を叩たたく役には立つ。

　続いて、さらに奥の隔壁へと向かって、リープ・レールガンを叩き込む。

　時間にしてこの間、わずか数秒。

　そして『ヴォルフィード』はその船体を、縦穴の中へと進めていく。

　──後方からの砲撃はない。おそらく、プラズマ・ブラストの一撃で、『ヘカトンケイル』の一角を吹っ飛ばしたその時に、周囲に漂っていた複合チップや照準サイトチップも爆発に巻き込まれたのだろう。

　しかし時間が経たてば、ふたたび砲撃ははじまる。

　時間の猶ゆう予よはもはや、ない。

　さらに何枚かの隔壁を、リープ・レールガンで消しよう滅めつさせ、砲撃を、サイ・ブラスターに切り替える。

　隔壁の側部を狙ねらって、バリア発生装置を破壊してから、再度の砲撃で隔壁を破やぶる。

　そして、次の隔壁にとりかかろうとしたその時。

　ごっ！

　突とつ如じよ開いた隔壁の奥から、出現した黒い塊かたまりが、光の雨を解き放つ！

「生体殲滅艦ダークスター『デュグラディグドゥ』！」

　キャナルの声に、白光と爆ばく音おんが重なった！

　とっさに展開したサイ・バリアも、砲火の中で、ついにオーバーヒートを起こし、消失する。

「……こ……のっ……！」

　吠ほえてキャナルは、全力で推すい進しんをかける。

　がぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　二隻せきの宇宙船は、縦穴の中で、まっ正面から衝しよう突とつした。

　──だいぶ疲つかれているようだな──『ヴォルフィード』──

　語りかけた闇の声には、余よ裕ゆうの色がにじんでいた。

『……まさか……そっちから出てきてくれるとは……思いませんでしたよ……』

　対するキャナルの声には、ひどい雑音ノイズが混じっている。

　それでも『ヴォルフィード』は、残る全力で推進をかける。




　──空間転移の弾丸も尽つき、バリアももはや展開できぬ──

　そのぶんでは、主砲もほとんど沈黙しているはずだ。──どうする？　前のように、エネルギー相そう殺さいでもしてみるか？

『……無む駄だ……でしょう……

　それを誘さそうために……わざわざ姿を現あらわした……

　エネルギー相殺されても、すぐに復ふつ活かつできるように、わたしからは見えない後ろの方で、『ヘカトンケイル』とつながっている……

　そんなところでしょう……』

　──よく読んだな──

　ならば──どうする──？

『……今ので……砲座がつぶれちゃいましたけどね……実は、リープ・レールガン……空間転移弾の弾丸、二発だけ取っておいたんです……

　あなたに叩き込むつもりで……ね……』

　──無駄になったな──

『……無駄にする気はありません……』

　言ったその刹せつ那な。

　ぼひゅっ！

『ヴォルフィード』と『デュグラディグドゥ』、二隻の接触部が消失した！

　リープ・レールガンの弾丸を、船体内部で作動させたのだ！

　──うぐおおぉぉぉおおおぉっ!?

『ぁくぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！』

　闇とキャナルの、苦く痛つうの声が重なった。

　そして──

『──ケインっ！』

　キャナルの声に、白い連絡艇シヤトルが『デュグラディグドゥ』に向かう！




　当初は──すこし予定が違っていた。

『ソードブレイカー』の外装を排はい除じよした時に残しておいた、船腹のシャトル。

　ケインとミリィ、そしてレイルの三人はそれに乗り込み、『ヴォルフィード』の後ろを追つい尾び。

　ある程度の深さまで潜もぐった時点で、『ヘカトンケイル』へと乗り込み、そこから中心核──『デュグラディグドゥ』のもとへと向かい、内部からの破は壊かいを行う──

　そういう手はずになっていた。

「──あたしも──行くわ」

「──は？」

　シャトルのエア・ロックへと向かう途と中ちゆう。

　後ろからかけられたミリィの声に、ケインは思わず足を止めていた。

「──いいからシャトルここにいろ」

「行くわ。あたしも」

　軽くいなすケインに、しかしミリィは断言した。

　瞳ひとみには決けつ意いの色がある。

「……何が待ってるかわからねえ。

　正しよう直じき、お前にはかまってられねえ。

　だから、来るな」

　ケインは言った。きっぱりと。

　その脳のう裏りには、一人の男の姿があった。

　二度、相あいまみえ、その二度とも、勝てる気がしなかった男。

　あれからも訓くん練れんはした。自分でも、強くなったとは思う。

　しかし──あの男に勝てるか、と問とわれれば、正直言ってわからない。

　もしもその場にミリィがいれば──守れる自信は全くなかった。

　だが。

「決着は──つけなくちゃあならないのよ」

　ミリィは退ひかなかった。

「……父さんと母さんは……事故で死んだ……

　そういうことになってるわ……」

　彼女は言う。

　まっすぐに、ケインの瞳を見つめながら。

「あたしがまだ、学生の時よ……

　けどあたしは、あれは事故だとは思わない。

　殺されたのよ。

　そう思ってる。

　たぶん、あたしをここに戻すために。

　だから──あたしは一人で生きたの。

　人には言えないようなしごともやって──つらい目にも遭あって──それでも一人で生きてきたの。

　ここには絶対帰らない。そのために。

　──ミレニアム＝フェリア＝スターゲイザー──

　──遠い昔に捨てた名前よ──」

「──」

　ケインは黙もくして語らない。

　かつてキャナルがあっさりと、ミリィを『ソードブレイカー』に置くことに賛成した、その時から、何かある、とは思っていた。

「──ここに帰る時は、全部に決着をつける時だって──

　ずっとそう思っていた。

　そしてあたしは今、『ヘカトンケイルここ』にいる。

　だから──

　決着は──つけなくちゃあならないのよ。

　たとえ、すべてを賭かけても──」

　二人は無む言ごんで見つめあう。

　そして──




　ごうんっ！




　激はげしい揺れがシャトルを襲った。

『──ケイン！　奥から変なのが出てきた！　どうする!?』

　操そう縦じゆう室しつにいるレイルの声が、放送で流れる。

　一いつ瞬しゆん、二人は顔を見合わせ、無言のまま、コックピットに向かって駆かけた。

「どうなってる!?」

　コックピットに飛び込むなり、ケインはレイルに問いかける。
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「いきなり隔かく壁へきが開いて、穴の奥から黒いのが飛び出してきた！　砲撃されて……こっちの船は、だいぶやられてるぞっ！　ぶつけて押し返してるが……」

　モニターディスプレイに目をやれば、『ヴォルフィード』と正面から接触している、紡ぼう錘すい形けいの、黒い宇宙船の姿が見える。

「……『デュグラディグドゥ』……！」

　つぶやいたその刹せつ那な。

　画面の中の、二隻の先端がごっそりと消失した。

　二つの悲ひ鳴めいが、全員の頭の中に響く。

　そして。

『──ケイン！』

　キャナルの悲鳴に、ケインはレイルを押しのけて、操そう縦じゆう桿かんを奪うばい取り、シャトルを突っ込ませていた。

『デュグラディグドゥ』に開いた傷口に向かって。

「こら待てケイィィィィィィィィンっ！」

　レイルの抗こう議ぎはむろん無む視し。

　──愚おろかな！

　闇の吠ほえる声とともに、『デュグラディグドゥ』からの砲撃がシャトルへと向かう。

　しかしケインの操船は、そのことごとくをかわしてのけた。

　──なにっ!?

　驚きよう愕がくの声が上がった刹那。




　がぐんっ！




　シャトルはまともに、『デュグラディグドゥ』の傷口へと突っ込んでいた。

　そして──

「行くぞ！　ミリィ！」

　ケインは吠えた。




『……ほんとうは……

　……怖こわかったんでしょう……？　『デュグラディグドゥ』……』

　──なん……だと……？

　弱々しいキャナルの呼びかけに、闇は戸と惑まどい、問い返す。

『……自分の方からわざわざ出てきた……

　こっちの裏をかいたつもり──だと思ったんですが……

　違いますね……本当は……

　……怖かったんでしょう……？

『ヘカトンケイル』の奥深く……闇の底に身を沈め……ただ待つのが……

　怖かったから……飛び出した……』

　──狂くるったか？　『ヴォルフィード』？

　我が恐怖を感じる、だと──？

『……狂っているのは……あなたですよ……

　それは……あなた自身にもわかっているんでしょう……？　ずっとずっと昔から……』

　──もし我が狂っているというのなら、本当に狂っているのは、それを生み出した世界の方だ。なら真しんに滅ほろぶべきは、より根こん元げん的てきな狂いを内ない包ほうした世界の方。

　そして世界が狂っているなら、『ヴォルフィード』、お前も狂っていることになる。

　命あるものを滅ぼすためだけに生まれた我と、我を滅ぼすためだけに生まれたお前。

　それにどれほどの違いがある？

『……そう……ですね……

　たしかに──わたしとあなたの間に、たいした違いはないかもしれない……

　わたしやあなたを生み出した世界も狂っていたのかもしれない──

　けれど──

　この世界をも滅ぼすつもりでいる以上──

　あなたはやはり狂っている……』

　──好きに言うがいい。

　しかし──わかっているんだろう？　お前はもう保もたん。

　メイン・プログラムのどこかが破は損そんしたな。

　お前の負けだ。『ヴォルフィード』──

『気力で……なんとかしてみますよ……』

　──気力……か……まあいい……

　今少し生き延のびて、絶望するがいい──

　知っているぞ。お前の『主人マスター』が我が内に入り込んだことは。

　内がわから我を滅ぼそうという目もく論ろ見みだろうが──

　お前の『主人マスター』では勝てぬぞ。我が『宿主マスター』には──

『──いえ──』

　キャナルは言う。ことばのうちに笑えみさえ含ふくんで。

『勝ちますよ。わたしのマスターたちは──』




「──わかってるな──ミリィ」

　昏くらい通路を駆かけながら、ケインは、半歩遅おくれて走るミリィに声をかける。

「ここに空気があるってことは──」

「──わかってるわ──」

　ミリィは答えた。

　キャナルの話によれば、本来この『デュグラディグドゥ』は無人艦のはずだった。

　にもかかわらず、この中に空気があるということは──

　いるのだ。生きている誰かが。この中に。

　おそらくそれは──

「──こっちだ！」

　見知らぬ通路をケインが駆ける。

　根こん拠きよはない。レイルが手に入れてきた地図にも、さすがにここの内部は記しるされていなかった。進む道を選えらぶのは、カン──というよりも、むしろ本ほん能のうに近いものだった。

　敵の出現を警けい戒かいし、周囲の気け配はいを読みながら、奥へ、奥へと進んでゆく。

　そして──二人の足が止まった。

　行く手に見える一枚の扉が、開きっぱなしになっている。

　二人を誘さそうかのように。

「──来い、って──ことか……？」

　つぶやいて、ケインはサイ・ブレードの柄えをにぎりしめる。

「……いよいよ……ね……」

　ミリィが手にした銃には、実弾が込められていた。

　だんっ！

　扉の前に飛び出し、ケインは身み構がまえる。

　──そこには、一本の通路が伸びていた。

　床ゆかも、何もない何かの空間。下は奈な落らくへと、上は無む限げんへと続く中、まるで渓けい谷こくにかかる吊つり橋ばしのように、一本の通路が奥へと伸びている。

　よく見れば、むろんそこは、無限の空間などではない。

　大きな黒い球状の空間──その中心部に、ひと回り小さな黒い球体があった。

　通路は、その球体へと続いているのだ。

　すべてが黒いそのせいで、二つが生み出す闇は無限にすら見えた。

　キャナルに聞いたその通りだった。

　伸びる通路のその向こう。黒い球体にはりついた一枚の扉。

　その奥こそが──『デュグラディグドゥ』の中心核。

　この場所にいてさえ、むせかえるような闇が障しよう気きとなって、二人の心を冷ひやしてゆく。

　キャナルは言った。

　その中にある闇そのものが、『デュグラディグドゥ』の意志──そして本体。

　そしてその空間に、闇をつなぎ止めているのが──

『デュグラディグドゥ』のコア・プログラム。

　すなわち、床に描かれた逆ぎやく五ご紡ぼう星せい。

　それの破は壊かいが、二人の使命だった。

　銃じゆうではそれはむずかしい。

　ならばその役割はケインのものである。

「──いくぞ──」

　言って答えも待たず、ケインは通路を駆かけ抜ぬけた。

　サイ・ブレードに光の刃やいばを生み出して──

　──扉は、自おのずから開いた。

　二人をそこに招まねくように。

　一気に駆かけ込み──

『──！』

　そして二人は、足を止めた。

　広こう大だいな、闇の支し配はいする空間。

　床に刻きざまれた逆五紡星。

　そしてその五紡星の中心には──

　男が立っていた。

　逆さか立だつ髪かみは黄金の炎ほのお。猛もう禽きんを想おもわせる鋭するどい面おも差ざし。

　しなやかなムチのようなその体に、時じ代だい錯さく誤ごなマントを羽は織おり。

　じっとこちらを睨ねめつける、紫色の瞳ひとみの奥には、しかし、何の感情も宿やどってはいなかった。

　──かつてケインが二度あいまみえ、勝てなかった男──

　人影はもう一つあった。ケインたちの足下でこと切れている、ダーク・スーツの男、ジェイ＝マーキュリー。闇の中で生き、闇に殺された男。

「……いつか出てくるとは思ってたが……

　まさかこんな、奥の奥で待ってやがるとはな……」

「もう一人、いるはずね！」

　ケインのことばに続き、言ってミリィは銃を構かまえる。

「どこ!?

　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーは!?」

「──気づいていなかったのか？　ミレニアム」

　男は言う。

「確たしかに、名な乗のった憶おぼえはなかったが。

　──ミレニアムよ。そしてアリシアの血を継つぐものよ。

　改めて名乗ろう。

　私がアルバート＝ヴァン＝スターゲイザーだ」




「──ふざけるな！」

　ケインが吠ほえたのは、刹せつ那なの沈ちん黙もくが闇に沈しずんだ後だった。

「スターゲイザーがかなりの高ト齢シだってことくらい、誰でも知ってるぜ！」

　たしかに目の前の男は、せいぜい二は十た歳ち過ぎにしか見えない。

「しかし、これが真実だ。

　遺い伝でん子しが最さい良りようの時の肉体を、新しん陳ちん代たい謝しやによって再生する。

『デュグラディグドゥ』と私にとっては、それはたやすいことだ。

　むしろ、老おいた姿の方こそが、まわりをあざむくための仮の姿。

　──不ふ変へんなる永えい遠えん──

　それが、闇とともに生きることを選んだ者への報ほう酬しゆうだ」

　ミリィが、男にどこかしら見み覚おぼえがあるのは当然だった。

　実際に、昔は何度も目にしていたのだから。歳としを取った方のスターゲイザーを。

「……けどそいつぁ……人間を捨すてちまう、ってことじゃねーのかっ……！」

　ケインは言う。剣を構かまえたそのままで。

　静かに語るスターゲイザーのことばを、彼が聞き続ける理由は一つ。

　勝てる気がしないからだった。いまだ。目の前の男に。

　──床の紋もん様ようを切り消す──そんな簡単なことさえも、この男を前にしては、至し難なんのことにすら思える。

「人間を捨てる？

　違うな。

　これは、『生物』という範はん疇ちゆうをも超ちよう越えつすることなのだ。

　私はずっと、この場所で時を重ね、成長してきた。

　一つの細胞が分ぶん裂れつし、死し滅めつしてゆくその過か程ていの中で、遺伝子を、少しずつ、少しずつ、別のものへと書き換かえてゆく。

　そうして在あるのが、今の私だ。

　老おいはすでになく、もはや我が内には、生物の持つ、いかなる感情もない。

　喜よろこびも悲かなしみも、憎ぞう悪おも──そして恐きよう怖ふも。

　私は、『システム・ダークスター』の中でさえ、生き続ける──いや、在あり続けることができるのだ」

「……完全生物……だとでも言いてぇのか……？」

　ケインが言う。額ひたいに汗あせをにじませながら。

「……けどな……あんた、言ったよな……生物という枠わくを超こえる、って……

　今のあんたは、ただの機械といっしょだぜ……」

「その通りだが──それがどうかしたか？」

「……っ……！」

　その答えに──ケインは悟さとった。

　目の前にいるのは、本当のアルバート＝ヴァン＝スターゲイザーではないことを。

　たぶん──本物は、とっくの昔に消えてしまったのだ。

　闇を撒まくものと出会ったその時に。

　そこにいるのは、『デュグラディグドゥ』に寄き生せいされ、長い時間をかけ、魂こころと遺か伝ら子だとをつくり変えられた操あやつり人形──人の形をした闇の分身。

　そして、ゆっくりと──

　スターゲイザーは、ミリィの方に視線を向ける。

「しかし──闇を継つぐものは、私以外には生まれなかった。

　その足下に倒れている男も。そしてミレニアム、お前の母親も。

　この安らかなる闇を受け入れることができなかった──

　お前もまた、この闇の中へと帰ることを拒こばみ、対する者としてそこにいる。

　──最後に一度だけ問う。

　私とともに、闇を継ぐつもりはないか？」

　スターゲイザーは言った。

　最後に問う、と。

　すなわち──

　ミリィが答えたその瞬しゆん間かんが、戦いのはじまる時だった。




　ミリィは迷まよわなかった。

　迷う必要など、どこにもない。

　彼女は唇くちびるを──

　動かそうとしたその刹那。




　びゅぎっ！




　闇の中を、光が疾はしり──屈くつ折せつした。

　スターゲイザーがいきなり放った光の矢を、ケインがサイ・ブレードで、はじき飛ばしたのだ。

「──ほう──」

　スターゲイザーの声に、かすかな感かん嘆たんの色がこもる。

「今のをはじいたか。

　その程度のレベルには成長した、というわけか」

「……ど……！

　どういうつもりよっ!?」

　答えを待たず、攻撃をしかけたスターゲイザーに、ミリィが叫さけぶ。

「どういうつもり？　何がだ？

　たとえお前がどう答えようとも、私とそこの男とが、相あい容いれぬものであることは変わらん。

　戦いが避けられぬのなら、お前の答えを待つ必要も──ない」

　ゔぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ！

　言うスターゲイザーの手の中に、光の刃やいばが生まれ出た。

　──サイ・ブレード。

　違うのは、そちらには、増幅器ブースターもバンダナもないということ。

　たむっ！

　小さな破は裂れつ音おんとともに、空気を灼やいて光が閃ひらめき──

　ぢゅんっ！

　ミリィが撃ったその弾丸を、闇の奥へとはじき飛ばした。

「これが答えか。了解した」

　言ってむぞうさに、サイ・ブレードの切きっ先さきを、ミリィの額ひたいにポイントする。

　ゔんっ！

　光の刃は矢と化して──

　そしてふたたび。

　割り込んだケインの刃に防ふせがれた。

「──ふむ……どうやらお互たがい──」

「……飛び道具は無む駄だらしい、ってこったな……！」

　少しずつ。

　ケインが間合いを詰つめてゆく。

　それを待たず──

　スターゲイザーが、ふたたび光を矢と化し、放つ！

　それをケインがはじいた瞬間。

　スターゲイザーが床を蹴ける！

「離れろ！　ミリィ！」

　吠ほえてケインが前に出た。

　ぎゅがっ！

　光と光がぶつかって、大気に悲ひ鳴めいを上げさせる。

　スターゲイザーの斬ざん撃げきを、ケインはかろうじて受けていた。

　その瞬間。スターゲイザーは剣を引き、突つきとしてふたたびくり出してくる。

　あわてて体をひねるケイン。

　マントを光の刃が貫つらぬく。

　貫いたまま、横へと滑すべり、胴どうへの攻撃に切り替かわる。

　それを刀とう身しんで受けながら横に跳とぶケイン。

　離はなれざま、刀身をひと薙なぎするが、スターゲイザーは軽く上体をそらしただけで、この攻撃をあっさりかわす。

「──くっ！」

　一旦間合いを取って、右手にサイ・ブレードを構え、残る左手で破やぶれたマントを外す。

「マントが邪じや魔まか？

　たしかに強くはなったが──私には勝てぬ」

「やかましいっ！」

　言ってマントを手前にかざし──

　その後ろから、スターゲイザーに向かい、たてつづけに数発、光の刃を解き放つ！

　──ケインがスターゲイザーの放った光条を防げるのは、その柄つかが向いた方向から、狙ねらった地点を予よ測そくして、そこに刃をふるうから、である。

　当然である。光に近い早さで放たれたものの軌き道どうを『見て』対応することなど、人ならずとも不可能なこと。

　ならば、柄をマントで隠かくして放はなったこの攻撃を、スターゲイザーが防ぐのは不可能なはずだった。

　──だが──

　光の刃が、闇に残ざん像ぞうを残したそのあとには──

　すべての射しや撃げきを、サイ・ブレードではじいたスターゲイザーが、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

「……嘘うそ……だろ……おい……」

「飛び道具は無む駄だ。

　そう言ったのはお前だ。ケイン＝ブルーリバー」

　言ってふたたびスターゲイザーが床を蹴ける。

　そしてケインも。

　二人が接触する、その直前！

　ぱぅんっ！

　横にまわり込んでいたミリィが、スターゲイザーに発はつ砲ぽうした。

　受ければ、そこに一瞬スキが生まれるはずだった。

　だが、それを読んでいたかのようにスターゲイザーはいきなり足を止める。

　弾丸はその鼻先をかすめて虚こ空くうに消えただけ。

　一歩深く踏み込んだケインの剣が、下から上へとすくい上げるような軌き道どうを描えがく。

　しかしスターゲイザーは身をひねり、それをかわして、同時に右の突きをくり出す。

　半なかば倒れ込むように横へと跳とんで、なんとかこれをかわすケイン。

　わずかに、バランスが崩くずれる。

　一瞬生まれたそのスキを埋うめるべく、ミリィが三たび発砲した。

　スターゲイザーがそれをやはりはじき飛ばし──

「──おああああああっ！」

　体勢をたてなおしたケインが、ヤケとも思える気合いの声を上げながら、サイ・ブレードを大きく上にふりかぶり、スターゲイザー目がけてふり下ろす。

　だが──浅い。

　スターゲイザーはむぞうさに、ほんのわずか後ろに跳とんだだけ。ケインの剣の切っ先は、むなしく床につき立った。

　当然、頭ががら空きになる。スターゲイザーは一歩踏み込んで──

　瞬間。

「行けぇっ！」

　吠えてケインは、光の刃を発射する！

　スターゲイザーが刃をふるう！

　あわてて退すさるケインの目前を、光の刃がかすめ過ぎ──額ひたいのバンダナを浅く切り裂さく。

　ケインの放った光は床をえぐりつつ、スターゲイザーの足下を抜け──

　中央の逆五紡星を抉えぐり裂く！

　刹那──

　おぉぉおおおぉぉぉおおおおおおおおおぉぉぉぉっ……！

　闇の唸うなりがあたりに響ひびいた。




　逆五紡の光が、一瞬淡あわく明めい滅めつし──

　闇の中へと沈しずむように、光を失い、消えてゆく。

　──それだけだった。

　闇が呻うめき、逆五紡星の光が消えた──それ以外には、何の変化も生まれない。

「……やった……はず……よね……？」

　ミリィがかすれた声でつぶやく。

「いや。まだだ。ミレニアム」

　スターゲイザーの声が、低く、響く。

「『ヴォルフィード』から送られたお前達が、あれを──コア・プログラムを狙ってくるのは、こちらにも予想がついていた。

　だが──

　そちらは予想していなかったのか？

　コア・プログラムに予よ備びがある、ということを」

「──なにっ……!?」

　呻いてケインは、すばやくあたりに視線を走らせる。

　しかし──あたりには、ただ闇だけがひろがるばかり。それらしいものはどこにも見当たらない。

　もっとも、未知のプログラムがどんな形をしているか、など、ケインには予想もつかないのだが。

　今破壊した、床の逆五紡星にしても、キャナルに聞かされていなければ、これが何かのプログラムだ、などとは考えなかっただろう。

「そんなもん……どこにもねーだろ！」

「見つけられぬならあきらめろ」

　ケインのことばに、スターゲイザーはただそう言った。

　さすがに──こちらの言葉に応こたえて、予備プログラムのありかをしゃべってくれるほど、甘あまくはないようである。

「あきらめて──滅ほろびるがいい」

　何の気き負おいもなく言って──スターゲイザーが走る。ケインに向かって。

「──くっ!?」

　あわてて対たい応おうする──が、動どう揺ようは、わずかな反応の遅れを生み、スターゲイザーの剣は、ケインの左肩かたを浅く捕とらえていた。

「──ケイン！」

「ミリィ！　予備プログラムをっ……！」

　ケインのことばに、ミリィは室内を見渡した。

　ケインは今、かろうじて、スターゲイザーの攻撃を受け、しのいでいる。

　しかし、剣にうといミリィが見ても、圧おされているのはあきらかだった。

　となれば逆転の方法は、予備プログラムとやらの発見と破壊、それしかない。

　さきほどの闇の唸りは、おそらく、メイン・プログラムから予備のプログラムへとコンロールが移った、その音なのだろう。

　そして闇は、依い然ぜんこの空間にわだかまっている。

　となれば予備プログラムは、この室内にあるはずだった。

　ミリィとケイン、二人がここに来た時に、この部屋にあったのは──

　──ひょっとして！

　ミリィは部屋の隅すみへと走る。

　倒れ、こと切れたジェイ＝マーキュリーのかたわらに。

　男の体をひっくり返し──

　その瞬間。




　どんっ！




　衝しよう撃げきが、ミリィを吹ふっ飛ばしていた。




　視し界かいの片かた隅すみで、男の上にかがみ込んだミリィの体が、びくんっ！　と跳はねるのが見えた。

　何かの炸さく裂れつ音おんとともに。

　そのままのけぞり、ゆっくりと、あおむけに倒れてゆく。

「──ミリィ！」

　駆かけ寄よろうとするのを、スターゲイザーの刃が阻はばむ。

「見事に引っかかったな。

　男あれの体の下にしかけをしておいた。動かせば爆発するように」

　切り結ぶ剣を操る手はゆるめずに、スターゲイザーはケインに言う。

「威い力りよくは落としている。まだ生きているかもしれんし、急いで手当てをすれば助かるかもしれんな」

　何の感情も持たず。スターゲイザーは淡たん々たんとした口調で語る。

　嘘うそではなかった。

『ヴォルフィード』は現在、戦闘不能状態にある。

　武装は完全に沈黙したし、自動修復装置も、ろくに動いていないだろう。

　しかし、自爆して『デュグラディグドゥ』を道みち連づれにするくらいのことはできるだろう。

　それをしないのは、ここに、ケインとミリィがいるからだった。

　スターゲイザーは、彼らを『ヴォルフィード』に対する人ひと質じちとするつもりだった。

　生きたまま、戦闘不能の状態にしておけば、おそらく『ヴォルフィード』は自爆をためらうはず。

　そうやって時間をかせぐ間に──『ヴォルフィード』の機能は停止するだろう。

　その時が、彼の勝利する時だった。

「……くそっ……！」

　スターゲイザーのことばに、ケインの顔に、怒いかりと焦あせりの色がにじみ出る。

　平へい静せいを保たもて、という方が無理な話である。

　ミリィは倒れ、動かない。無事かどうかを確認しに行くことすらも許ゆるされない。

　予備のプログラムは見つからない──

　メインとなるコア・プログラムは破壊したというのに──

「……そう……か……！」

　光の剣を交えつつ、ケインは愕がく然ぜんと、そのことに気がついた。

『デュグラディグドゥ』としても、いくら予備があるとはいえ、メイン・プログラムを破壊されたくはなかったはずである。

　ならばケインたちを迎むかえ撃つのは、この部屋に来る前の方が都つ合ごうがいい。

　だが──スターゲイザーはここにいた。

　なぜか。

　剣と剣とがぶつかり合って、閃光ひかりを闇に撒まき散ちらす！

「あんた自身が『デュグラディグドゥ』の予備プログラムだ、ってわけだ！　そうだろ！　スターゲイザーっ！」

「その通りだ」

　何の気負いも動揺もなく。スターゲイザーは問いに答えた。

　彼は言った。

　長い時間を闇の中で過ごし、少しずつ、その遺伝子を書き換かえられていった、と。

　そして彼はまさに──闇の分身、そのものとなった。

　ゆえに、彼はケインたちを、この部屋で迎むかえ撃うったのだ。

　彼がこの部屋を離れているうちに、もしメイン・プログラムに何かあれば、そこで『デュグラディグドゥ』は滅ほろび去さる。

　だからこそ、メイン・プログラムが破壊される危険を冒おかしてさえ、ここで迎げい撃げきするしかなかったのである。

「しかし──」

　スターゲイザーの刃が閃ひらめく。

「それがわかったとて何になる？」

　ケインの刃が受け、はじく。

「私が倒せないのなら無意味だ」

　はじかれたその勢いをも利用して、スターゲイザーはそれを、次の斬ざん撃げきへと変える。

「『ヴォルフィード』にもはや力はなく」

　流れるような一連の攻撃を、ケインはかろうじてかわし、受け、流す。

「ミレニアムは倒れた」

　今のケインにはそれでせいいっぱい──いや、それすらも苦しかった。

「宇Ｕ宙・軍Ｆなど、もとより敵ともみなしていない」

　ミリィが倒たおれた動揺は、確実にケインから、技の切れを奪うばっていた。

「望のぞみは唯ゆい一いつ、お前だけ」

　ケインはただ防戦一方──

「しかしわかっているのだろう？　お前にも」

　いや、かわしきれず、受けきれず、体じゅうに、小さな傷を負っている。

「自分が、私に勝てるか否いなか」

　そして、スターゲイザーの言葉がケインの心を蝕むしばむ。

「わかっているのだろう？」

　光が閃く。

「無理だ、と」

　間かん一いつ髪ぱつ、後ろに退しりぞいてかわすケイン。

　──いや。かわしたと思った。

　だが──

　……ゔ……ん……

　羽は虫むしのような音を立て。

　ケインの手の中から、光の刃が失われる。

　スターゲイザーのひと薙なぎは、ケインの、サイ・ブレード発振器へと繋つながるコードを切せつ断だんしていた。




　勝ちは、もはや揺ゆるがない。

　人と人との戦いに持っていけば、勝しよう機きは見えるかもしれない──そう思ったことこそが、『ヴォルフィード』の判はん断だんミスである。

　スターゲイザー──いや、いまや『デュグラディグドゥ』そのものとなった『彼』は、勝利を確信していた。

　人間を操り、利用して力を蓄たくわえる──最初はただ、それだけのつもりだった。

　しかし、その人間──アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーは、『デュグラディグドゥ』にとって、予想していた以上の恩おん恵けいをもたらした。

　各護ご衛えい艦かんのチップの応用、『ヘカトンケイル』の建けん造ぞうなど、『デュグラディグドゥ』自身には、想そう像ぞうすることすらできない案も、『人間』という器うつわを通してはじめて、発案・実行が可能となったのだ。

　そして、一番意外な副ふく産さん物ぶつが、スターゲイザーそのものだった。

　彼はいつの間にか闇と同化し、生き物としての器を超こえていた。

　この能力も、その副産物の一つだった。

　すなわち。自分の肉体へと向かう攻撃の軌き跡せきが、一瞬早く、すべて見える能力ちから。

　剣であろうと、銃器であろうと。

　その点ポイントを。空間を。感じ取ることができるのだ。

　ケインがくり出す剣の軌跡が、ミリィの放つ弾丸が。

　一種の予よ知ち能のう力りよく──ではない。相手の敵意が、自分を滅ほろぼそうとする力の流れが見えるのだ。

　そして彼は、すべての敵意を──攻撃を、うち払い、かわしてのける。

　加くわえて今──

　ケインのサイ・ブレードは、接続コードを断ち切られた。

　常つねに『ヴォルフィード』のそばにいた彼なら、気力をふり絞しぼれば、増幅器ブースターなどなしでも、光の刃を具ぐ現げんさせることができるかもしれない。

　今の自分と同じように。

　しかし、それも決して長い時間ではないはずだった。

　なぜならケインは、しょせん人の器の中にいるものなのだから。

　つまり、どう考えたところで──

　ケイン＝ブルーリバーに勝ちはない。




　──これで──勝ちはなくなったか──

　絶望へと沈みそうになる己おのれの心を、しかしケインは必ひつ死しでふるい立たせようとしていた。

　──いや。まだだ。あいつが油ゆ断だんしてくれれば──

　ごくわずかな時間だけなら、増幅器ブースターなしでも、光の刃を出現させることはできる。

　その一瞬に──

「──最後の一撃にすべてを賭かける、というわけか？　ケイン＝ブルーリバー」

　ぴくっ。

　スターゲイザーのことばに、ケインはかすかな動どう揺ようの色を浮かべた。

　二人は今、間ま合あいを取って対たい峙じしていた。

　──スターゲイザーが手を止めた、と言った方が正せい確かくかもしれないが。

　スターゲイザーの手の中には、変わらず、輝く光の刃があり、対するケインの手にあるのは、輝きを失った金属の筒つつ──

「お前には、増幅器ブースターなしでもサイ・ブレードの刃を具現させることができる。

　──そうだな？」

「……人にん間げん業わざじゃねーぜ……そんな真ま似ね……」

「しかしお前は、いまだ発振器を捨てていない。

　なら──そういうことなのだろう」

　言ううちにも、微み塵じんのスキも見せていない。

　──油断……ってぇセンもなくなっちまったか……

　ケインは胸のうちで毒どくづいた。

　だが──ここで絶望し、すべてをほうり出すわけにはいかなかった。

　降服したからといって、それでことを穏おん便びんに済すませてくれる相手ではない。

　ならばそれこそ──一撃に、すべてを賭けてみるしかなかった。

「……わかったよ……よーくわかった……なら──

　行ってやるぜっ！」

　言ってケインは身み構がまえた。

　光を失くしたサイ・ブレードを手に。




　世界が──暗い。

　気がついて、最初に感じたことはそれだった。

　何が起こったのか。

　頭のあたりが、妙みようにぬるりっ、としているが、それが一体何なのか。

　考えようという発想すらなかった。

　ただ──開いたその瞳に映る世界が、ひどく暗いこと──それだけが、ミリィには気になった。

　光は見える。

　一条の──一メートルにも満たない光の線。

　しかし、自分が求めている光はそれではない。そんな気がする。

　──光が──

　探そうとしても光は見えない。なぜだか体も動かない。

　──光──を──

　光の線が動いた。

　そして──

　小さな小さな光の点が、虚こ空くうに見えたような気がした。




　そしてケインは床を蹴ける。

　スターゲイザーが光の剣をふたたび構える。

　その構えがわずかに崩くずれた。

　スキが生まれた──のではない。誘さそっているのだ。ケインを。

　ケインは──迷まよわなかった。

　生まれたスキに気を取られれば、かえってそのぶん刃に迷いが出る。

　かまわず、最初に思っていた通りに構え──

「──行けぇぇぇぇぇぇっ！」

　吠えたケインの手の中に、光の刃が生まれ出た。




　一瞬。

　輝きを増した光の点に向かって。

　ミリィは銃のトリガーを引きしぼっていた。




　すべての攻撃の軌道が見える。

　ケインが放つ渾こん身しんの一撃。

　そして、意識をとり戻したミリィの射しや撃げき。

　そのどちらもが、スターゲイザーには見えた。

　ケインは直前で構えを変え、すくい上げるような斬ざん撃げきを放つ。

　ミリィの撃った弾丸は、こちらをかすめるだけで当たりはしない。

　なら、何の問題もない。

　ケインの一撃をたたき伏せ──それですべては終わる。

　ふたたび刃を生み出す力は、もはやケインには残らない。

　ミリィの銃に、あと弾丸がいくつ残っているかは知らなかったが、何発だろうと同じことである。

　そして残るのは──希き望ぼうを失うしない、絶望だけを胸に抱いだいた二人。

　スターゲイザーは迷わず刃をふるった。




　サイ・ブレードを正面に構え、間合いに入るその直前。

　ケインは気力を抜き、生み出した光の剣を消す。

　相手の目には、真っ向に構えられた剣の残像が灼やきついたはずだった。

　光を消して、斜め下の構えに切り替え──

　間合いに入ると同時に、すくい上げるような横よこ薙なぎの一撃とともに、ふたたび気力をふりしぼり、光の刃を具現させる！

　──だが──

　それを読んでいたスターゲイザーの剣が、ケインの生み出した刃をうちつけた！

　うちつけて──

　──圧おされた。
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　ケインの渾こん身しんの気力を込めたそれは、通常に数倍する──ほとんど暴走に近い光の刃を生んでいた。

　腕力でも、技術でもなく。

　ケインの『気』が生み出した刃の圧力に、スターゲイザーが一瞬、圧されたのだ。

　しかしそれもまさに一瞬のこと。

　スターゲイザーは動揺すら見せず、手にした剣に力を込め──

　──ぎんっ！

　その瞬間。

　ミリィの弾丸が撃ち抜いたのは、スターゲイザーの肉体ではなかった。

　手にしたサイ・ブレードの柄つか。

　──な……

　光が消える。

　……に……!?

　そしてケインが手にした光が──

　スターゲイザーを薙ないでいた。




　──偶ぐう然ぜん──だろうか──？

　──妙に冷静に──
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　事態を分ぶん析せきしようとしている自分がいた。

　──もしも──ケインがもう少し絶望していたら──最後に、あれほどの気力を出すことがなかったら──

　暴走に近い出力の刃で、圧されることなどなかっただろう。

　ミリィの弾丸が、手にしたサイ・ブレードの柄を撃ち抜くこともなかったはずだ。

　──もしも──

　迎え撃つタイミングを少しずらしていたら。あるいは、剣を合わせた瞬間に、こちらは押し返さずに引いていたら──

　──自分の敗はい北ぼくはなかったはず──

　…………………………………………

　──いや。

　違うな。

　スターゲイザーは思う。

　たとえ十度くりかえしても、ミレニアムの弾丸は、彼が手にしたサイ・ブレードの柄につき刺ささり、ケインの刃は彼を薙いだだろう。

　そんな気がする。

　──そうか──これは──

　スターゲイザーは、最さい期ごに、悟さとったような気がした。

　彼自身の、攻こう撃げき回かい避ひ能のう力りよく。

　理り論ろんを超こえた、ケインの気力。

　未来を見るかのような、ミリィの射撃能力。

　それは、『闇』と『光』のそばに長くいたからこそ、与えられた能力──

　ずっとそう思っていた。

　だが、それは違うのだ。

　──それは、人間そのもの──いや、生きるものが潜せん在ざい的てきに持っている能力ちから──

　滅ほろびを撒まく、『ダークスター』の力と対になる──

　未来を紡つむぐ力。




　そして──

　スターゲイザーの意識は無へと拡かく散さんする。

『デュグラディグドゥ』の意識とともに。




　ゅおぉぉおぉおぉォぉおおぉぉおッ……！




　闇が──

　叫ぶ。

　断だん末まつ魔まの悲鳴を。

　倒れたスターゲイザーの肉にく体たいから、『何か』が拡散してゆくのが、ケインにはわかった。──終わったのだ。

　闇の呪じゆ縛ばくが。

　ケインはミリィのもとへと駆け寄る。

　サイ・ブレードの柄を投げ捨てて。

「──ミリィ！」

「……ケイ……ン……」

　抱だき起こされて、ミリィは言った。

　全身に傷を負おい、額ひたいから出血しているせいで、一見重じゆう傷しようのようにも見えるが、実際はそれほどひどいケガではない。

「……終わったんだね……」

「──ああ。行くぞ」

　ミリィを抱かかえ、走りだす。

　……ごぉぉぉおぉぉぉおぉぉぉおおっつ……

　部屋には、核を失って、濃のう厚こうな闇が無目的に渦うず巻まいていた。

　ケインはミリィを抱いたまま、吊り橋のような通路を渡り──

　──ごぱぁっ！

　その背後で、水を入れた容器の砕くだけるような音がした。

　肩越しにそちらをふり向くと、黒い球体をつき破り、あふれおしよせる闇の波。

　……ゅぅおぉぉぉぉぉぉぅぅぁぁあぁぁぁ……

　闇は二人に向かって押し寄せて──

「──消えろっ！

　もう世こ界こにはお前らの居場所はねえっ！」

　逃げ出さず。

　立ち止まり、ふり向いたケインの一いつ喝かつに、闇はその動きを止めて──

　まるでひとときの幻まぼろしのごとく、虚こ空くうの中へと溶とけてゆく。

　──あとはただ──

　空くう疎そな空間が残るのみ。

「──帰ろう。ミリィ」

　言って、ケインはきびすを返す。




「終わったのか!?

　──彼女は!?」

　シャトルに戻もどったケインとミリィとを迎え、パイロット・シートについたレイルは言った。

「終わった！

　こっちはちょっとケガしてるが──そうひどくはねえ！

　出してくれっ！　レイル！」

「よしっ！」

　応えてレイルは、シャトルの機首を縦穴の出口へと向ける。

　そして──『ヘカトンケイル』が揺ゆれた。

「──なんだっ!?」

「たぶん宇Ｕ宙・軍Ｆの攻撃だっ！」

　ケインの声にレイルが言う。

　──『デュグラディグドゥ』を失った『ヘカトンケイル』は、もはや単なるぬけがらにしか過ぎなかった。

『ヴォルフィード』のエネルギー相そう殺さいを恐おそれ、『デュグラディグドゥ』は、『ヘカトンケイル』の動力を、『彼ら』とは違うものでつくり上げ、自じ我がを持たせはしなかった。

　あくまでも、『デュグラディグドゥ』の操り人形、巨大な戦闘ユニットとして造り上げたのだ。

　ゆえに──

　制御者コントローラーを失った『ヘカトンケイル』は、すべてのチップ制御能力を放ほう棄きした。

　そして──宇宙軍艦隊の砲撃が、次々と、『ヘカトンケイル』の巨体を抉えぐりはじめていた。




　──気づいていただろうか？

　この戦いで、システム・ダークスターを発動させてさえいれば、勝利のありかは別の場所にあったということに。

　使用をためらい続けた理由はただ一つ。

『デュグラディグドゥ』にとって、『ヴォルフィード』の能力が未知ゆえに。

　未知なるものへの恐怖ゆえ。

『デュグラディグドゥ』は気づいていただろうか──？

　彼は、糧かてとしたはずの『恐怖』に──自みずから抱いだいた『恐怖』に負けたのだと──




「レイル！

『ヴォルフィード』に──

　いや！　『ソードブレイカー』に通信つないでくれ！」

　ミリィの応おう急きゆう手て当あてをやりながら、ケインはレイルに向かって言った。

　シャトルは今、縦穴を抜けて宇宙へ躍おどり出て、『ヘカトンケイル』から離れつつある。

　後ろでは、虚空にうずくまる黒い星が、艦かん隊たいの猛もう攻こうを受けていた。

　だが──

　あたりに『ヴォルフィード』──いや、『デュグラディグドゥ』討とう伐ばつの使命を終えた『ソードブレイカー』の姿はない。

　まだ、あの縦穴の中にいる。

『デュグラディグドゥ』を倒したことは、脱出の際に伝えてある。

　にもかかわらず、いまだ姿を見せない、ということは──

「──つながったぞっ！」

『……ケイン……』

　レイルの声に、スピーカーから、くぐもったキャナルの声が響く。

「──映像データは──届とどいてない──」

　レイルが言う。

『……ミリィも……ほんとうに……ありがとうございました……』

「──おい──」

　その声に何を感じ取ったか。ケインの顔が色を失くす。

『……レイルさんも……ほんとうに助かりました……

　……結局……あなたたちの世界を守ったのは……あなたたち自身……

　……これで……わたしの役やく割わりもおしまいです……』

「おいっ！　キャナルっ！」

　ケインがあわてた声を上げる。

「わけわからねえこと言ってねーでっ！　とっととそこ脱出しろっ！」

『……あちこち……ずいぶんやられましたから……

　なんとか……『気力』で保もってますけど……はは……

　……もう……いいんですよ……』

「キャナル！」

『……それにもう……無くなってしまった世界の遺のこした夢なんて……この世界には……必要ないんですよ……』

「キャナルっ！」

『……わたしがいれば……また……何かの争あらそいのもとになるかもしれません……だから……このまま……』

「……なに言ってんのよ……このおめでたい時に陰いん気きなことを……」

　言ったのは、ミリィだった。

『……ミリィ……！　大丈夫ですか……？　ケガしたって聞いて……』

「あたしのことはどーでもいいのよ……」

　ことばを遮さえぎり、ミリィは言う。

　痛いたみをこらえてはいるが、声はしっかりとしている。このぶんなら、ケガの方もさほど心配はいらないだろう。

「……キャナル……あんた……ほんっとわかってないわね……」

『……わかって……ない……？』

「……そーよ……

　たしかに……どこの誰が見たのか知らない悪夢なんて、押しつけられるのは金こん輪りん際ざいお断ことわりよ」

『……ええ……ですから……』

「ところが──よ。

　人間ってのは、けっこーいーかげんにできてて、ね……

　楽しい夢なら、誰の夢だって大だい歓かん迎げいなのよ。

　……ってゆーか、そーいう夢は、おおぜいで見る方が余よ計けいに楽しいもんなのよ」

『……………………』

「──それに……まさか……？

　せっかくあたしたちが、勝った勝った、って喜よろこんでるのに……

　……そんなむかしのクズ鉄てつと心しん中じゆうして……盛り上がり台無しにするつもりじゃないでしょーね……？

　そんなヤボ……やったら許ゆるさないわよ」

『…………………………』

「……キャナル？」

『……かまわないん……ですか……？』

　キャナルは問う。

　おずおずと。

　まるでおびえた子こ供どものように。

「……何が……？」

『……いいんですか……？　……わたし……そっちへ……行っても……？』

「──そいつぁ違ちがうな──」

　ケインが言う。

　優やさしい声で。

「『行く』んじゃない。『帰ってくる』んだ」

「……そっちもケガしてるみたいだけど……

　あたしたちにばっかし気合い使わせてないで。

　あなたもたまには気合い見せて、無事に帰ってきてみせてよ」

　ミリィの言葉に、わずかな沈ちん黙もくを置いて──

　キャナルは答えた。

『──はい──』




　無数の爆ばつ光こうが『ヘカトンケイル』を包む。

　宇Ｕ宙・軍Ｆが砲ほう撃げきするまでもなく、いまや爆発は次の爆発を生み、巨体の崩ほう壊かいを加速する。

　その白光を背に──

　一つの艦かん影えいが近づいて来る。




「──お帰り。キャナル」

　──ただいま──




　──そして──

　彼らは未来を紡つむぐ。





ロスト・ユニバース　完










　あとがき




　みなさま、長ながらくお待またせしました。

　ロスト・ユニバース最終巻『闇やみ 終わるとき』をお送りします。

　最初から『ダークスター』だの『ナイトメア』だのと、作者の書いてる某ぼう別作品をほーふつとさせる単語がぶらさがりまくっていたこの話、『某スレイヤーズと、どんなふーにリンクしてるんだっ!?』とゆー疑ぎ問もんを抱いだいてらっしゃるかたもいらっしゃったよーで！

　その答えはっ！

　ご一読いただければおわかりのよーに、『ンなもんほとんどない』が正せい解かいでした。

　…………………………………………

　──って！　ああっ！　石投げないでっ！

　……いや、正しよう直じきな話、最さい初しよは『闇を撒まくもの』と書いて『ダークスター』と読みをふるのとか、『ゴルンノヴァ』とかの名前が自分で気に入ったんで、両方で使っちゃっただけなんですけどね。ぢつは。

　だってほら、基き本ほん的てきには別々の作品なんですから、多少別作品をほーふつとさせる部分があったとしても、それはあくまで薬やく味み程てい度どにしておくのが、江戸っ子の心こころ意い気きとゆーもんです。

　兵庫生まれの大阪在ざい住じゆうだけど。作オ者レ。

　ともあれ、これにて『ロスト・ユニバース』全巻の完かん結けつです。

　ま、たかだか全五巻のわりには、スタートしてからめちゃめちゃ時間が経たったよーな気がしないでもないんですが、結けつ局きよくのところ、最初のあとがきで書いた、相そう対たい性せい理り論ろんはいまだ破れず。

　うみぅ。それは今後に期き待たいいたしませうっ！

　しかぁしっ！　その間にロボットは二足歩行するわ国際宇宙ステーション建設予定は発表されるわ！

　一時期は見み放はなされたかのような感すらあった宇宙開発に、再ふたたびスポットが当たりはじめている（よーな気がする）昨さつ今こんっ！

　この調ちよう子しでどんどんさくさく宇宙開発してもらって、月や火星に入にゆう植しよくＧＯ！

　でもって、ゆくゆくは火星に安く家でも建てて、火星縁えん側がわで火星ネコをヒザの上に乗せて、火星茶すすりながら人面岩まんじゅう食べる、とゆー火星ひなたぼっこをやるのが究きゆう極きよくのロマンっつーか夢ですねっ！（ひょっとしたら違ちがうかもしれん）

　ま、それはともかく話を戻し。

　執しつ筆ぴつにかかったこの時間の流れ、とゆーのが、結果的によかったのか悪かったのか。

　当初の予定では、最さい期ごは××る予定だった××××が、この巻のよーに××××××××××ますし。もー少し早く書き上げていたら、そのへんの結果はたぶん、当初の予定通りになってたでしょーし。

　ま、世の中って計算外のこと多いし。

　計算外といえばやはり、この『ロスト・ユニバース』のアニメ化でしょーか。

　スレイヤーズＴＲＹが終了した時点で、『スレイヤーズの次のアニメ化、なんて話も出るかもしれないなー』とか、ぼんやりと思っていたわけで──

『アニメのことで話が……』とか聞いた時には、『むぅ。来たかな』とか思ったんですが──

『ロスト・ユニバースを……』

『……………………はい？』

　てな感じで、アレはマヂで意い表ひようを突つかれました。

　ま、放送の時は、私は単なる一ミーハーファンになって、

「みゅをををっ！　キャナルがかわうくなってるぅっ！」とか、

「わーい♪　ＣＧかっくいーっ！」とか、

「『ラグド・メゼギス』そのまんま二に等とう辺へん三さん角かく形けいかぁぁぁぁっ！」とか言いながら楽しませてもらったのですが──

　いざ！　ＴＶ終了後に、この五巻を書き上げようとしたその時っ！

　作者は愕がく然ぜんと気がついたのだった！

「……どひぃぃぃぃぃぃぃっ！　そーいえばほとんどのネタは、すでにアニメでバレてるんだぁぁぁっっ！」

　とゆーことにっ！（当たり前だって）

　むろん、ＴＶ版と設定などの違う点はあるのですが。例の男のこととか。２巻と３巻で彼の名前を出さなかったのは、こーゆーことですし。（あとがき先に読んでるかたへ。内容読めばわかります）

　とはいえやはり、ＴＶ観みたひとにはバレてる部分をきっちり説明しながら、面白く読ませなければならないという使し命めいがっ！

　バレてるネタを面白く読ませる──しつこく書けば、ネタを知っているひとは読んでてシラけるだけだし、かといって簡かん略りやく化かしすぎると、知らないひとにとっては説明不足となるっ！　そのビミョーなバランスをどう取るかっ！

　思い悩なやんだ末、作者はある一つの結末に達たつしたのだったっ！

「……ま、あんまし深く考えないよーにしよう」

　………だからっ！　石投げちゃだめですってばっ！

　とどのつまりっ！　意識しすぎるとかえってバランス崩くずすおそれがあるので、自然体で書くべしっ！　つー事なんですからっ！

　などといっても、「うーん。アニメ版に影えい響きようされてるよなー」てな部分も多々ありますが、それらはすべてプラスの影響。

　レイル警けい部ぶなんぞ、当初の予定ではこの巻に出番があるかどーかも怪あやしい状じよう況きようだったんですが、結果は──ご一読の通り。

　正しよう直じき、アニメ版がなかったら、それこそ「あっさり出てきてあっさり死んだ。以上。」てな状じよう態たいになっていたかもしれません。

　本当は、まだもうちょっと書きたい部分──とゆーよりも、ちゃんと書かなきゃいけなかったのかもしれないこともあったのですが、それを書くと、ラストのあとくちが濁にごっちゃうのでパスしたりもしています。

　……ま、そんな製作ウラ話はともかく。

　この『ロスト・ユニバース』最終巻、お楽しみいただけたら幸いです。




　──最後になりましたが──

　作者が締しめ切り破やぶりまくったせいでご迷惑おかけしました、イラストの義仲さん。

　お世話になった歴代担当さん、小川さん、松田さん、松岡さん。

　そして今、ここを読んでくださっている──最後までおつきあいくださったあなたへ。

　どうもありがとうございました──
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闇やみ　終おわるとき
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